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は じ め に 
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地域 振興 プラ ン の 策定 趣旨 

人 口 減少 ・ 少 子 高齢 化 が 進行 する 中 、4 広域 振興 峰 の 振興 に 当たっ て は 、 地域 が 置か れ て い 
る 状況 や 地域 資源 の 特性 を し っ か り と 捉え 、 各 広 域 振 興 導 域 の 持つ 強み を 伸ばし 、 弱み を 克服 
する 施策 を 講じ る こと が 必要 で す 。 

こう し た こと か ら 、「 い わ て 県 民 計 画 (2019 て 2028)」 長 期 ビ ジョ ン 第 7 章 で は 、 各 広 域 振興 
圏 の 目指 す 姿 の 実現 の た め に 、 地 域 の 特性 を 踏ま えた 基本 的 な 考え 方 と 取組 方 向 に つい て 示し 
て いま す 。 

地域 振興 プラ ン は 、 各 広域 振興 隆 に お ける これ ら の 取組 を 推進 する た め 、 重点 的 ・ 優 先 的 に 
取り 組む 施策 や 、 そ の 具体 的 な 推進 方 策 を 明らか に し 、 長期 ビジ ョ ン の 実行 性 を 確保 する も の 
で ず 。 



















































































地域 振興 プラ ン の 期間 

「 い わ て 県 民 計 画 (2019 て 2028)」 長 期 ビ ジョ ン 第 7 章 の 第 1 期 ア クシ ョ ンプ ラン と し て 策 
定 す る も の で 、 マニフェスト ・ サ イク ル を 考慮 し た 2019 年 度 か ら 2022 年 度 ま で の 4 年 間 の 計 
画 と し ます 。 





地域 振興 プラ ン の 構成 

は じ め に 、「 い わ て 県 民 計 画 (2019 て 2028)」 長期 ビジ ョ ン 第 7 章 に お いて 各 広 域 振 興 圏 の 目 
指す 姿 の 実現 の た め に 設定 し た 「 取 組 方 向 」 に 基づき 、「 振 興 施策 の 基本 方 向 」 と 、 こ れ を 推 
進 す る た め の 目 標 と な る 重点 指標 を 示し て いま す 。 

次 に 、 特 に 重点 的 に 取り 組む 「 重 点 施策 」 ご と に 、 取 組 の 「 基 本 方 向 」 や 、 現 状 と 課題 を 踏 
まえ た 「 県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 」 を 示す と と も に 、「 県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 」 
を 示 し て いま す 。 




























































































【 目 指す 姿 (長期 ビジ ョ ン か ら の 再掲 )】 
多様 か つ 豊 富 な 資源 ・ 技 術 、 培 われ た 知恵 ・ 文 化 を 生か し 、 北 東北 、 北 海 





道 に 広がる 交流 ・ 連 携 を 深め な が ら 、 新 た な 地域 振興 を 展開 する 地域 





【 振 興 施策 の 基本 方 向 (長期 ビジ ョ ン か ら の 再掲 )】 





I 隣接 する 圏 域 等 と の つなが り を 生か し 、 一 人 ひと り が 健康 で 心 豊 か に 暮らせ る 地域 











県 央 圏 域 や 人 戸 圏 域 な ど と の 交流 ・ 連 携 に よる 地域 活性 化 や 、 地域 に 根ざし た 文化 芸術 
や スポ ー ツ の 振興 を 図る と と も に 、 東 日 本 大 岩 炎 津波 の 被災 者 の ここ ろ の ケア と 健康 づく 
り の 支援 や 、 保 健 ・ 医 療 ・ 介 護 ・ 福 祉 の 連携 に より 、 子 ども か ら 高 齢 者 まで 、 病 気 や 障 が 
いな どの 有無 に 関わ ら ず 、 安 心して 健やか に 暮らせ る 環境 づく り を 進め ます 。 
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I 自然 豊か で 再生 可能 エネ ルギー を 生か し た 人 災害 に 強い 地域 





東日本 大 震 災 津波 に より 被災 し た 施設 の 復旧 ・ 整 備 を 推進 し 、 地震 津波 な ど へ の 対策 を 
強化 する と と も に 、 物流 の 効率 化 や 圏 域内 外 へ の 交流 拡大 、 生産 性 の 向上 を 支え る 社会 基 




















盤 の 整備 を 進め ます 。 



























































また 、 良 好 な 自然 環境 を 保全 し 、 豊 か な 自然 と 共生 し な が ら 、 太 陽光 、 風力 、 バイ オマ 




















ス な どの 豊富 な 再生 可能 エネ ルギー 資源 を 生か し た 持続 可能 な 地域 づく り に 取り 組み ま 





す 。 








了 五 誇れる 北 い わ て の 地域 資源 を 生か し た 産業 が 展開 し 、 意 欲 を 持っ て 働け る 地域 

















地域 の 中 核 と な る 経営 体 の 育成 や 担い 手 の 確 保 ・ 育 成 、 農林 水産 物 の 生産 性 向上 や ブラ 
ンド 化 な ど に よる 高 付加 価値 化 と 販路 拡大 の 取組 を 進め る と と も に 、 地 域 の 特性 を 生か し 








た 体験 ・ 交 流 型 和 観光 や 食 産業 振興 の 取組 を 進め ます 。 
また 、 産学 官 が 連携 し た 企業 支援 を 展開 し 、 アパレル な ど 特 徴 的 な 産業 の 認知 度 向上 や 



























































も の づく り を 担う 人 材 の 育成 を 進め る と と も に 、 県 や 市 町 村 な どの 関係 機関 が 一 体 と な っ 
て キャ リア 教育 に 取り 組み 、 若 者 の 地元 就職 を 促進 し ます 。 





4 地域 振興 プラ ン の 推進 
各 広 域 振興 闘 に お ける 「 









































目指 す 将 来 像 」 を 実現 する た め に は 、 県 は も と より 地域 の 方 々 や N 
PO、 市町村 、 企業 な ど 多 様 な ヨ 














E 体 が 地域 の 課題 を 共有 し 、 力 を 合わ せ て 解決 を 目指 し て いく 























こと が 重要 で す 。 この た め 策 定 に 当たっ て は 、 地域 の 代表 者 等 で 構成 され る いわ ゆる 圏 域 要 談 





会 に お ける 意見 や 地域 説明 会 、 








パブ リッ クコ メン ト 等 を 踏ま え 策 定 し た も の で す 。 
































この プラ ン の 推進 に 当たっ て は 、 政 策 推進 プラ ン や 復興 プラ ン に 掲げ る 施策 な ど と 連携 し な 


が ら 取 り 組 ん で いき ます 。 





























また 、 今 後 の 進行 管理 に つい て は 、 上 記 款 談 会 等 に より 地域 の 意見 を 十分 に 反映 させ な が ら 、 








取組 を 進め て いき ます 。 








【 振 興 施策 の 基本 方 向 】 


隣接 する 圏 域 等 と の つなが り を 生か し 、 


ーー 人 ひと り が 健康 で 心 


豊か に 暮らせ る 地域 





県 央 圏 域 や 八戸 圏 域 な ど と の 交流 ・ 連 携 に よる 地域 活性 化 や 、 地 域 に 根 ざ 


し た 文化 芸術 や スポ ー 


ツ の 振興 を 図る と と も に 、 | ai 


の ここ ろ の ケア と 健康 づく り の 支援 や 、 保 健 ・ 医 療 ・ 介 護 ・ 福 祉 の 連携 に 
り 、 子 ども か ら 高 齢 者 まで 、 
健やか に 暮らせ る 環境 づく り を 進め ます 。 


【 県 北 圏 域 重点 指標 】 








病気 や 障がい な どの 有無 に 








に 関わ ら ず 、 





安心 - 













































































































































































① 活動 中 の 元気 な コミ ュ ニ 
团体 43 48 50 52 54 
ティ 特選 団体 数 (累計 ) 
② 公立 文化 施設 に お ける 催 
事 数 件 138 140 142 144 146 
③ スポ ー ツ 実 施 率 96 60.3 63.5 (2018) 64.0 (2019) 64.5 (2020) 65.0 (2021) 
④ 自殺 者 数 〔10 万 人 当たり ]〕 人 28. 9 27.5 A | 26. 1 09) | 24. 8 62020) 23. 4 1 
⑤ 大き な 病院 と 診療 所 (開業 
% 49.8 51.8 52.8 53.8 54.8 
医 ) の 役割 分 担 の 認知 度 
⑥ が ん 、 心 疾患 及び | | 
由 男性 358.8 (2016) 344.1 (2018) 336.7 (2019) 329. 4 (2020) 322.0 (2021) 
凶 息 官 次 忠 で 
人 
る 人 数 [10 万 人 当 た 
女性 168.5 8 |158.7 B09 | 153.9 AAV | 149. 0 00 | 144.1 A 
り 〕 
空 護 
の ⑦ ie 着 型 ) サ % 58. 2 59. 0 (2018) 60.0 (2019) 61.0 (2020) 62.0 (2021) 
= 1 用 间 合 
⑧ 障がい 者 グル ー プ ホー 
の 利用 者 数 人 243 255 267 277 287 
| 
! 居宅 介護 (地域 密着 型 ) サ ービス : 高齢 者 が 要 介 護 状態 に な っ て も 、 で きる 限り 住み 慣れ た 地域 (自宅 ) で 暮らし 続け る こと を 目的 
と し て 、 自 宅 へ の 訪問 や 短期 間 の 宿泊 を 組み 合わ せ 、 入 浴 ・ 排 せつ ・ 食 事 等 の 介護 、 機 能 訓 練 を 行う サー ビス 。 
” グル ー プ ホー ム : 生活 に 困難 を 抱え た 障がい 者 や 認知 症 高齢 者 が 、 専 門 ス タッ フ に よる 家事 な どの 日 常 生活 援助 を 受け な が ら 、 
少 人 数 で 共同 生活 を 送る こと の で きる 住居 。 




































































⑨ 「 い わ て 子育て 応援 の 店 ?」 a 
. 店 名 169 176 183 189 196 
の 協賛 店 舗 数 (累計 ) 
⑩0 「 い わ て 子育て に や さ し い 企 
社 3 16 20 24 28 
業 等 認 証 」 の 認証 数 ( 累 計 ) 
※1 上 記 の 表 中 、 右 上 に ( ) を 付 し た 数 値 は 、 表 頭 の 年 度 以外 の 年 度 の 実績 値 又は 目標 値 を 示し て いま す 。 


※ 2 

















指標 の 目標 値 設 























E の 考え 方 に つい て は 、 巻 末 資 料 に 掲載 し て いま す 。 






















































































































































































































































































































































































































































































重点 施策 項 具体 的 推進 方 策 
1 多様 な 交流 ・ 連 携 に より 地域 |① 隣接 する 剛 域 等 と の 広域 的 な 交流 ・ 連 携 
コミ ュ ニ ティ を 活性 化し ます |② 地元 定着 、 移 住 ・ 定 住 の 促進 
2 文化 芸術 ・ ス ポー ツ の 持つ 力 |① 文化 芸術 情報 の 発信 や 文化 芸術 に 直接 触れ る 機会 の 充 
を 地域 活性 化 へ と つなげ て い 実 
きま す ② 「 北 海道 ・ 北 東北 の 縄文 遺跡 群 」 世 界 遺 産 登録 の 機運 本 
成 に 向け た 取組 
③ カー リン グ な どの 生涯 スポ ー ツ の 定着 や 競技 スポ ー ツ 
の 魅力 発信 の 推進 
④ 八戸 圏 域 と の 文化 ・ ス ポー ツ に 関す る 交流 ・ 連 携 の 促進 
3-1 地域 に お ける 医療 体制 を 整 | ① 被災 住民 へ の 健康 支援 と 医療 体制 の 構築 
え 、 心 身 の 健康 づく り と 地域 |② 医療 連携 及び 保健 ・ 医 療 ・ 介 護 ・ 福 祉 連携 の 推進 
で 支え 合う 福祉 の 環境 を つく |③ 自殺 対策 の 推進 
り ま す (保健 ・ 医 療 分 野 ) ④ 脳卒中 を は じ め と する 生活 習慣 病 予 防 の 推進 
@ 健康 危機 管理 対策 の 推進 
3-2 地域 に お ける 医療 体制 を 整 |① 地域 で 支え る 子育て 支援 
え 、 心 身 の 健康 づく り と 地域 | @ 地域 で 支え る 高齢 者 支援 
で 支え 合う 福祉 の 環境 を つく | 图 障がい 者 の 自立 生活 支援 
り ま す (介護 ・ 福 祉 分 野 ) ④ 生活 困 徐 者 の 自立 支援 
⑤ みん な が 住み や すい まち づく り の 推進 
3 いわ て 子育て 応援 の 店 : 子ども 連れ の 家庭 や 妊娠 され て いる 方 が 、 協 閉店 を 利用 する 際 、 協 堆 店 や 企業 が 考え た 子育て に や さ し 











い 様 





々 な サー ビス の 提 住 








ほ を 受け られ る 店 。 
































I 隣接 する 圏 域 等 と の つなが り を 生か し 、 一 人 ひと り が 健 


康 で 心 豊か に 暮らせ る 地域 
1 PRO RR OR TE 








(基本 方 向 ) 

三陸 沿岸 道路 の 開通 に 伴い 、 県 北園 域内 外 の 交流 が 拡大 する こと か ら 、 北緯 40" ナニ ャ ト ヤ ラ 
連邦 会 議 ' の 枠組 み も 活用 し 、 沿 岸部 、 内 陸 部 、 八 戸 圏 域 と の 交流 ・ 連 携 を 促進 し ます 。 
若者 や 女性 が 地域 や 職場 に お いて 活躍 で きる よう 、 環 境 づ くり を 支援 し ます 。 






































暮らし た い 」、「 帰 り た い 」 と 思え る 地域 に し て いく た め 、 多 様 な 主体 が 取り 組む 地域 コミ ュ 
ニテ ィ の 括 性 化 を 支援 し 、 地 元 定着 及び 移住 ・ 定 住 を 促進 し ます 。 

県 北 圏 城内 外 の 人 材 交流 を 促進 する た め 、 市 町 村 や 関係 団体 等 と の 受入 態勢 の 構築 に 努め な が 
ら 、 移 住 ・ 定 住 さ れ た 方 々 が 様々 な 経済 活動 や 地域 活動 の 担い 手 と し て 活躍 で きる 環境 を 整備 し 、 
地域 活性 化 を 図り ます 。 



































現状 と 課題 
県 北 贈 城 で は 、 若 年 女性 人 口 の 減少 や 出生 率 の 低迷 、 進 学 ・ 県 外 就 職 等 に よる 若者 流出 を 
主 な 要因 と し た 人 口 減少 ・ 少 子 高齢 化 が 問題 と な っ て いま す 。 
人 口 減少 ・ 少 子 高齢 化 に 加え 、 個 人 の 価値 観 の 変化 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 被災 等 を 要因 と 
する 、 地 域 活動 の リー ダー の 高齢 化 や 担い 手 不 足 に よる 地域 コミ ュ ニ ティ 機能 の 低下 が 大 き 
な 問題 と な っ て いる こと か ら 、 市 町 村 や 関係 機関 な ど 多 様 な 主体 の 参画 ・ 連 携 に より 、 地 域 
コミ ュ ニ ティ の 形成 支援 を 行う 必要 が あり ます 。 
東日本 大 震 災 津波 を 契機 に 、 県 内 外 の 多く の 若者 や 女性 に よる 活動 が 復興 に 向け て の 大 き 
な カカ と な っ て お り 、 こ れ ら の 活動 を 継続 ・ 拡 大 させ る た め 、 交 流 の 輪 の 構築 等 の 支援 を 行う 
必要 が あり ます 。 
地域 お こし 協力 隊 ^ や 復興 支援 員 ? を は じ め 、 県 内 外 か ら の 移住 者 に は 、 外 部 の 視点 か ら 地 
域 づ くり の 中 心 に な っ て 活動 し て いる 方 も いる こと か ら 、 移 住 者 の 受入 態勢 の 整備 が 重要 と 
な っ て いま す 。 














































































































































































































! 北緯 40" ナニ ャ ト ヤ ラ 連邦 会 議 : 八戸 較 城 、 久 慈 圏 城 及 び 二 戸 圏 城 の 
連携 に よる 地域 振興 に 関す る 意見 交換 及び 施策 の 推進 の た め 、 平 成 18 rb te/ 
年 度 (2006 年 度 ) に 設置 され た 。 八 戸 市 、 久 慈 市 、 二 戸 市 、 三 八 地域 県 14 ナニ ャ トロ ラ 連邦 
局 及び 県 北 広 域 振興 局 の 3 市 2 局 で 構成 され 、 市 町 村 や 都 道 府 県 と い a 
っ た 行政 の 線引き に と ら わ れる こと な く 、 三 較 城 の 振興 に 向け た 協議 を ok 






































行い 、 合 意 に 至っ た 各種 の 連携 協力 事業 を 推進 する こと と し て いる 。 
な お 、 次 の よう な ロゴ マー ク を 制定 、 広 報 誌 等 に 表示 する ほか 、 イ ベン ト 等 で も 使用 し て いる 。 

2 地域 お こし 協力 隊 : 人 口 減少 や 高齢 化 等 の 進行 が 著しい 地方 に お いて 、 地 域外 の 人 材 を 積極 的 に 受け 入れ 、 地 域 協 力 活 動 を 行っ 
て も らい 、 そ の 定住 ・ 定 着 を 図る こと で 、 意 欲 ある 都市 住民 の ニー ズ に 応え な が ら 、 地 域 力 の 維持 ・ 強 化 を 図っ て いく こと を 目的 
と し た 制度 。 

3 復興 支援 員 : 被災 自治 体 が 地域 内 外 の 人 材 を 受け 入れ 、 被 災 者 の 見 守り や ケア 、 地 域 お こし 活動 等 の 「 復 興 に 伴う 地域 協力 活動 」 
を 行っ て も らい 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ の 再 構築 を 図る こと を 目的 と し た 制度 。 




















































































































































































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 隣接 する 圏 域 等 と の 広域 的 な 交流 ・ 連 携 
北緯 40" ナニ ャ ト ヤ ラ 連邦 会 議 の 枠組 み も 活用 し 、 隣 接する 較 域 等 と の 広域 的 な 交流 ・ 周 
閥 を 促進 し ます 。 
地域 お こし 協力 隊 ・ 復 興 文 援 員 な ど 地 域外 の 人 材 と の 交流 ・ 連 携 を 促進 し ます 。 
地域 特性 を 生か し た 施策 や 市 町 村 、 事 業者 ・ 団 体 、 住 民 等 と 連携 し て いる 取組 に つい て 、 
圏 域内 外 に 情報 発信 し 、 県 北 圏 域 が 一 体 と な っ た 地域 づく り の 機運 醸成 を 図り ます 。 
② 地元 定着 、 移 住 ・ 定 住 の 促進 
子ども の 郷土 愛 を 育む た め の 体 験 交流 や 県 、 市 町 村 、N PO 等 の 多様 な 主体 が 参画 する 研 
修 会 等 の 実施 を 通じ て 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ 活 動 に 取り 組む 人 材 の 育成 を 進め 、 若 者 や 女性 の 
地元 定着 を 図り ます 。 
地域 の 若者 ・ 女 性 グル ー プ が 自ら 行う 、 地 域 の 課題 解決 や 元気 人 
ます 。 
り ・I ター ン 等 の 情報 提供 な ど 市 町 村 と 連携 し な が ら 移 住 ・ 定 住 の 取組 を 進め ます 。 
地域 お こし 協力 隊 や 復興 文 援 員 等 の 制度 を 有効 に 活用 し 、 任 期 終 了 後 の 地域 へ の 定着 を 図 
る と と も に 、 移 住 ・ 定 住 先 と な る 市 町 村 や 地域 の 受入 意識 の 醸成 を 図り ます 。 
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出 に 資す る 取組 を 支援 し 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 






























































































































































































































































~2018 2019 2020 2021 2022 
① 隣接 する 較 域 等 と の 広域 的 な 交流 ・ 連 
携 
目標 北緯 40" ナニ ャ ト ヤ ラ 連邦 会 議 へ の 参画 md 
・ 北 緯 40" ナニ ャ ト ヤ ラ 連邦 会 議 へ の 参画 (回 
ーー 2 地域 お こし 協力 隊 等 と の 交流 ・ 連 携 の 促進 — 
現状 値 は 2017 年 の 値 
全 世 帯 配布 広報 誌 に よる 情報 発信 ト を 
② 地元 定着 、 移 住 ・ 定 住 の 促進 
上 標 本 
・ 地 域 づ くり セミ ナー 等 へ の 参加 者 数 (人 ) 人 材 育 成 研修 の 開催 > 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
58 70 80 90 100 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 支援 レー と 
現状 値 は 2017 年 の 値 
若者 ・ 女 性 の 活躍 支援 と 
広域 的 な り ・ I ター ン 等 の 情報 提供 トー と 
地域 お こし 協力 隊 等 の 移住 ・ 定 着 支援 トー と 






































県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
| (県 民 ) 
| ・ 地 域 コ ミュ ニテ ィ 活 動 へ の 参画 
| ・ 移 住 者 の 受入 理解 
| ・ 移 住 者 の サポ ー ト 
| ・ 移 住 者 と の 交流 
| (NPO 等 ) 

・ 住 民意 識 の 醸成 

・ 地 域 課 題 の 把握 と 課題 解決 に 向け た 取組 

・ 自 ら 実 施し て いる 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 の 情報 発 1 
・ 他 地域 の 地域 コミ ュ ニ ティ 団体 と の 連携 ・ 交 流 

・ 移 住 者 の 受入 理解 

・ 移 住 者 の サポ ー ト 

・ 移 住 者 と の 交流 

(企業 等 ) 

・ 地 域 社会 の 構成 員 と し て 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 へ の 参画 
・ 地 域 コ ミュ ニテ ィ 活 動 へ の 支援 

・ 就 職 、 仕 事 に 関す る 情報 の 発信 

・ 移 住 者 の 経験 や 技術 の 活用 
・ 働 き 方 改革 の 推進 な ど に よる 移住 者 の 受入 態勢 の 整備 
・ 岩 手 県 出身 者 を は じ め と し た 移住 者 の 雇用 拡大 
(市 町 村 ) 

・ 住 民 に 対す る 意識 啓発 

・ 地 域 コ ミュ ニテ ィ の 育成 ・ 活 性 化 

・ 地 域 お こし 協力 隊 の 活動 サポ ー ト 及び 定着 に 向け た 支援 

・ 地 域 住 民 と 連携 し た 地域 課題 の 把握 と 課題 解決 に 向け た 取組 
・ 移 住 者 の 受入 窓口 の 設置 な ど 相 談 ・ 支 援 体制 の 整備 
・ 移 住 希 望 者 へ の 情報 発信 
| ・ イ ンタ ー ン シッ プ の 受入 促進 や 移住 体験 施策 の 推進 
| ・ 移 住 者 の 支援 や フォ ロー アッ プ 
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I 隣接 する 圏 域 等 と の つなが り を 生か し 、 一 人 ひと り が 健康 


で 心 豊か に 暮らせ る 地域 


2 文化 芸術 ・ ス ポー ツ の 持つ 力 を 地域 活性 化 へ つなげ 
て いき ます 











(基本 方 向 ) 

物質 的 な 豊か さだ け で は 得 ら れ な い 、 ゆ と り と 潤い を 実感 で きる 心 豊か な 生活 を 実現 する た 
め 、 文 化 芸 術 ・ ス ポー ツ の 持つ ポテ ン シ ャ ル を 活か し 、 地 域 活性 化 に 取り 組み ます 。 

文化 芸術 に お いて は 、 地域 づく りや や 観光 分 野 へ の 波及 効果 も 視野 に 入れ 、 文化 芸術 に 対す る 理 
解 と 関心 を 深め る た め 、 情報 発信 を 行う と と も に 、 将来 の 文化 芸術 活動 の 担い 手 で ある 子ども や 



























































青少年 が 文化 芸術 に 触れ る 機会 を 提供 ・ 充 実 し て いき ます 。 

スポ ー ツ に お いて は 、 県 民 一 人 ひと り が スポ ー ツ の 意義 ・ 価 値 を 理解 し 、 そ れ ぞ れ の ライ フス 
テー ジ に 応じ て スポ ー ツ に 親 し み 、 そ の 楽し さや 感動 を 享受 し な が ら 、 健康 で 活力 ある 豊か な 生 
活 を 営む こと が で きる よう 取り 組み ます 。 

また 、 県 北 圏 城 と 隣接 する 青森 県 仏 戸 圏 域 の 持つ 文化 芸術 ・ ス ポー ツ 両 分 野 の 資源 を 生か し 
多様 な 交流 に 取り 組み ます 。 





























現状 と 課題 
少子 化 等 を 要因 と し た 人 口 減少 や 高齢 化 の 進行 に より 、 伝 統 文化 等 の 担い 手 不足 が 顕在 化 
し 、 文 化 芸術 の 継承 が 課題 と な っ て お り ま す が 、 ee 
産み 出さ れ た 多様 な 文化 芸術 を 、 地 域 の 共通 財産 と し て 次 世代 に 確実 に 引き 継い で いく 必要 
が あり ます 。 
県 北 圏 域 の 文化 芸術 は 、 地 域 に と っ て 有用 な 資源 で あり 、 地 域 お こし や 地域 活性 化 に 対応 
する 様々 な アプ ロー チ の 一 つと し て 、 文 化 芸術 の 持つ ポテ ン シ ャ ル を 活か し て いく 必要 が あ 
り ま す 。 
文化 芸術 の 裾野 を 拡大 する た め に は 、 人 材 育 成 、 環 境 整 備 を 進め て いく こと が 必要 で す 。 
A 北東 北 の 縄 文 遺跡 群 」 は 、 人 類 共 通 の 宝 
と し て 未来 へ 伝え て いか な けれ ば な ら な い 貴 重 な 文化 遺産 で も わる こと か ら 、 そ の 登録 に 向け 
た 取組 と 、 北 海道 、 北 東北 3 県 に 暮らす 人 々 が 、 縄 文 遺跡 群 の 持つ 普遍 的 な 価値 を 共有 する 
こと が 重要 で す 。 
スポ ー ツ に は 子ども た ちの 心身 の 健全 な 発育 ・ 発 達 や 地域 の 交流 、 賑 わい の 創出 ・ 醸 成 と 
いっ た 地域 活性 化 へ の 効果 が 期待 され て いま す 。 
スポ ー ツ に 親 し む 習 慣 の な い 人 も 含め 、 子 供 か ら 高 齢 者 ます で 、 そ れ ぞ れ の ライ フス テー ジ 
に 応じ し た スポ ー ツ へ の 参加 を 促進 する 必要 が あり ます 。 






















































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 文化 芸術 情報 の 発信 や 文化 芸術 に 直接 触れ る 機会 の 充実 
「 い わ て の 文化 芸術 情報 大 事典 」 ホー ムページ を 活用 し た 情報 発信 に 取り 組み ます 。 
文化 芸術 コー ディ ネー ター と 連携 し 、 情 報 発信 と 文化 芸術 活動 の 支援 に 取り 組み ます 。 
文化 芸術 の 体験 イベ ント や 関係 団体 と 連携 し た 取組 を 推進 し 、 文 化 芸 術 に 親 し む 機会 を 確 
保 し ます 。 
② 「 北 海道 ・ 北 東北 の 縄文 遺跡 群 」 世 界 遺産 登録 の 機運 醸成 に 向け た 取組 
・ 「 北 海道 ・ 北 東北 の 縄文 遺跡 群 (御所 野 遺跡 )」 の 世界 遺産 意 録 に 向け 、 機 運 醸成 に 取り 組 
み ま す 。 
世界 遺産 交 録 に 向け 、 北 海道 や 北東 北 と の つなが り を 生か し 、 多 様 な 交流 を 推進 する と と 
も に 、 北 海道 及び 北東 北 3 県 が 連携 し た 取組 を 進め ます 。 
③ カー リン グ な どの 生涯 スポ ー ツ の 定着 や 競技 スポ ー ツ の 魅力 発信 の 推進 
カー リン グ な どの 生 湊 スポ ー ツ の 普及 に 向け た 取組 を 支援 する と と も に 、 ス ポー ツ を 通じ 
た 交流 人 口 の 拡大 に 取り 組み ます 。 
健康 増進 に 資す る 「 運 動 」、「 ス ポー ツ 」 を 行う こと が で きる 多様 な 場 の 創出 と 機会 の 確保 
を 図り 、 地 域 に 暮らす 方 々 の 生涯 スポ ー ツ の 定着 に 取り 組み ます 。 
東京 2020 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク の 「 復 興 『 あ り が と う J』 ホ スト タウ ン 」 へ の 登 
録 を 契機 と し た 、 競技 スポ ー ツ の 魅力 発信 や 、 圏 域外 と の 様々 な 形 で の 交流 に 取り 組み ます 。 
関係 機関 と 連携 し 、 ラ イフ ステ ー ジ に 応じ た 運動 ・ ス ポー ツ 活 動 に 取り 組み ます 。 
各種 スポ ー ツ の 体験 イベ ント や 関係 団体 と 連携 し た 取組 を 推進 し 、 ス ポー ツ に 親 し む 機 会 
を 確保 し ます 。 
④ 八戸 圏 域 と の 文化 ・ ス ポー ツ に 関す る 交流 ・ 連 携 の 促進 
北緯 40”" ナニ ャ ト ヤ ラ 連邦 会 議 の 枠組 み を 活か し 、 八 戸 圏 域 と の 文化 芸術 ・ ス ポー ツ 両 分 
野 に お ける 交流 に 取り 組み ます 。 
八戸 市 の 持つ 文化 芸術 ・ ス ポー ツ 施 設 を 活用 し た 交流 連携 事業 に 取り 組み ます 。 



















































































































































































































































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 
① 文化 芸術 情報 の 発信 や 文化 芸術 に 直接 触 
れる 機会 の 充実 
標 
・ 文 化 芸術 コー ディ ネー ター の 活動 件 雪 (件 ) 


現状 値 2019 2020 2021 2022 
140 142 144 146 148 


現状 値 は 2017 年 の 値 















































等 の 文化 芸術 の 体験 者 数 (人 ) 


2019 2020 2021 
80 90 100 


FE の 値 



































② 「 北 海道 ・ 北 東北 の 縄文 遺跡 群 」 
登録 の 機運 醸成 に 向け た 取組 

目標 

・ 講 演 会 ・ フ ォ ー ラ ム 等 参加 者 数 (人 ) 


現状 値 2019 2020 2021 
250 290 310 330 


状 値 は 2017 年 の 値 






























































③ カー リン グ な どの 生涯 スポ ー ツ の 定着 や 
競技 スポ ー ツ の 魅力 発信 の 推進 
目標 


・ ス ポー ツ 施 設 入 場 者 数 ( 千 人 ) 























現状 値 2020 2021 
(2019) (2020) 


709 741 741 
























































験 者 数 


2019 
30 


現状 値 は 2017 有 



































工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 





~2018 2019 2020 2021 














2022 








文化 芸術 活動 支援 ネッ トワ ー ク 会 議 の 開催 ・ 相 談 対応 





「 い わ て 文化 情報 大 事典 」 ホ ー ム ペー ジ に よる 情報 発信 




















広域 に よる 新た な 文化 芸術 の 発信 
RE 


術 団体 の 交流 の 促進 






































アン ケー ト 結 果 の 共有 























市 町 村 間 の 文化 芸術 団体 の 交流 の 実 











の 文化 芸術 体験 イベ ント の 開催 











放課後 子ども 教室 等 へ の 文化 芸術 団体 の 派遣 


























機運 醸成 ・ 








魅力 発信 に 向け た 講演 会 等 の 開催 





























御所 野 縄文 博物 館 に お ける 児童 体験 イベ ント の 開催 












































Pu? 





多 于 傈 团体 上 过 








携 し た 取組 の 展開 















































県 内 スポ ー ツ 団体 等 と 連携 し た 取組 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
2019 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


④ 八戸 圏 域 と の 文化 ・ ス ポー ツ に 関す る 交 
流 ・ 連 携 の 促進 























北緯 40" ナニ ャ ト ヤ ラ 連邦 に お ける 連携 し た 取 : 





























圏 域 と の 交流 参加 者 数 (人 ) 
状 値 2019 2020 2021 
1, 024 1, 050 1, 080 1, 110 
状 値 は 2017 年 の 値 

































































新設 の 施設 を 活 
屋内 スケ ー ト 場 】 
交流 連携 の 協議 


【 新 美術 館 】 






































県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 


グー で 
dl 
| 
出 


4 
EF 由 則 





[LN 


術 活動 へ の 参加 ・ 鑑 賞 
術 の 継承 ・ 発 展 

術 団体 ) 

『 活 動 の 推進 

き の 鑑賞 機会 の 提供 
・ 文 化 芸 術 振興 の た め の 県 、 市 町 村 と 連携 し た 取組 の 推 
(市 町 村 ・ 市 町 村 教育 委員 会 ) 

・ 地 域 の 文化 芸術 の 情報 発信 

・ 郷 土 芸 能 の 保存 ・ 伝 承 
・ 文 化 芸 術 資源 を 活用 し た 地域 づく り の 推進 
・ 世 E: 進 (機運 醸成 ) 

長興 の た め の 県 、 文 化 芸 術 団体 と 連携 し た 取組 の 推進 





[LN 


な 




































































に 
























































[LN 





























昭 
内 ) 
将 
S 
嘩 








に 














灶 
[CN 
赃 





SN 
上 


ol = 
Xa 記 i 


一 、 
注 
[CN 


~、 





wd 


府 の 鑑賞 ・ 体 験 機会 の 提供 
市 団 体 (個人 ) の 活動 支援 
に 係る 自主 事業 の 推進 
府 コ ー デ ィ ネ ー タ ー) 
術 団体 の 活動 支援 

か 活動 に 係る 情報 発信 
『 団 体 の 広域 的 な 活動 に 係る 調整 ・ 支 援 

術 活動 支援 ネッ トワ ー ク 会 議 に よる 文化 芸術 活動 の 取組 の 促進 




















な 





~、 


2 
[LN 





4 








な 











过 





4 
財 由 典 典 由 























な 
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TI 
| 


的 . 自 张 的 本 又 水 一 DD 取 租 
・ ス ポー ツ 和 観戦 
・ 地 域 ス ポー ツ 活 動 の 企画 ・ 参 加 ・ 交 流 
(総合 型 地域 スポ ー ツ クラ ブ ) 

・ 地 域 に お ける スポ ー ツ を 楽し む 環 境 づ くり 
(市 町 村 ・ 市 町 村 教育 委員 会 ) 

・ ス ポー ツイ ベン ト 等 の 開催 

・ ス ポー ツ 環 境 の 整備 
・ ス ポー ツ 合 宿 等 の 誘致 

・ ス ポー ツ 施 設 の 活用 の 促進 
(市 町 村 体育 協会 等 ・ 体 育 施設 ) 
・ 生 涯 スポ ー ツ の 推進 

・ 障 が い 者 スポ ー ツ の 推進 
・ 各 種 競 技 団体 等 の 活動 支援 
(スポ ー ツ 推進 委員 ) 
・ ス ポー ツ 推 進 の 事業 の 実施 に 係る 連絡 
・ 住 民 に 対す る スポ ー ツ の 実技 の 指導 












































































































































a 
出 
当 


























【 関 連 す る 計画 】 
・ 岩 手 県 スポ ー ツ 推進 計画 (計画 期間 2019 年 度 一 2023 年 度 ) 
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隣接 する 圏 域 等 と の つなが り を 生か し 、 一 人 ひと り が 健康 





で 心 豊か に 暮らせ る 地域 


国 3-1 地域 に お ける 医療 体制 を 整え 、 心身 の 健康 づく り 
加 图 ” と 地域 で 支え 合う 福祉 の 環境 を つく り ま す 
图 (保健 ・ 医 療 分 野 ) 





(基本 方 向 ) 
東日本 大 震 災 津波 及び 平成 28 年 台風 第 10 号 に よる 被災 者 の 健康 維持 の 支援 や ここ ろ の ケア を 
引き 続き 推進 する と と も に 、 災 害 発 生 時 を 想定 し た 医療 体制 の 構築 を 進め ます 。 























また 、 医 療 機能 の 役割 分 担 と 連携 を 進め 、 切 れ 目 の な い 医 療 を 提供 する と と も に 、 保 健 ・ 医 療 ・ 




















介護 ・ 福 祉 の 連携 、 自 殺 対 策 や 生活 習慣 病 予 防 を 推進 し 、 こ ころ と 体 の 健康 づく り を 進め ます 。 
さら に 、 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 の 発生 に 備え た 健康 危機 管理 対策 の 推進 を 図り ます 。 




















現状 と 課題 
・ 東日本 大 震 災 津波 や 平成 28 年 台風 第 10 号 に よる 被災 者 は 、 高 齢 化 の 進行 や 生活 環境 の 変化 
等 に より 抱え る 間 題 が 複雑 ・ 多 様 化し 、 心 身 と も に 負担 が 増し て いる 状況 に あり 、 今 後 も き 
め 細 や か な 支援 が 必要 で す 。 
大 規模 災害 時 に お ける 医療 提供 体制 を 確保 する た め 、 医 療 関 係 機関 の ほか 、 防 災 関 係 機関 
も 含め た 地域 に お ける 災害 医療 体制 の 構築 が 必要 で す 。 
県 北 贈 域 の 自殺 死亡 率 は 県 平均 より 高く 、 自 殺 者 数 は 働き 盛り の 男性 と 高齢 者 に 多く 、 男 
性 が 女性 の 約 2 倍 と いう 状況 に あり ます 。 
名 括 的 な 自殺 対策 の 推進 に 加え て 、 自 殺 者 の 多い 年 代 を 対象 と し た 重点 的 な 取組 や 、 地 域 
で 自殺 対策 に 取り 組む 人 材 の 養成 や 見 守り 体制 の 充実 が 必要 で す 。 
県 北 圏 域 の 人 口 割合 で みた 医療 機関 数 や 医療 従事 者 数 は 、 県 平均 と 比較 し て 低く 、 診 療 科 
も 偏在 する な ど 厳 しい 医療 環境 に ある こと か ら 、 医 療 機 関 の 負 担 を 増す こと な く 、 住 民 の 健 
康 水準 の 向上 を 図っ て いく 必要 が あり ます 。 

県 北 圏 域 の が ん 、 心 疾患 及び 脳 血 管 疾患 の 年 齢 調整 死亡 率 は 、 い ずれ の 疾患 に つい て も 男 
女 と も 県 平均 を 上 回 っ て いる こと か ら 、 引き続き 、 脳 府中 を は じ め と する 生活 習慣 病 ' 予 防 対 
策 を 推進 し て いく こと が 必要 で す 。 

新型 イン フル エン ザ 等 の 発生 に 備え 、 市 町 村 、 感 染 症 指定 医療 機関 及び 関係 団体 と の 十分 
な 連携 の も と 、 地 域 医療 体制 の 確保 や まん 延 防止 策 の 強化 等 、 健 康 危機 管理 対策 の 推進 を 図 
る こと が 必要 で す 。 
























































































































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 

① 被災 住民 へ の 健康 支援 と 医療 体制 の 構築 
彼 災 住民 は 高齢 化 や 生活 環境 の 変化 等 に より 抱え る 問題 が 複雑 ・ 多 様 化し て お り 、 今 後 も 
県 、 市 町 村 、 関 係 機関 、 ボ ラン ティ ア 等 が 連携 し 、 こ ころ の ケア を 継続 する と と も に 、 健 康 
の 保持 増進 が 図ら れる よう 支援 し ます 。 


























! 生活 習慣 病 : 食 習 慣 、 運 動 習 慣 、 休 養 、 喫 煙 、 飲 酒 等 の 生活 習慣 が 、 そ の 発症 や 進行 に 関与 する 病気 。 
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関係 機関 と の 緊密 か つ 効 果 的 な 連携 を 確保 し 、 炎 


人 医 


医 





上 
BE 


の 
中 


座 
③ 自 
団 
不 











療 連携 及び 保健 ・ 医 療 ・ 介 護 


へ の 適切 な 受診 を 促す な ど 、 


医師 確保 に 取り 組み な が ら 、 住 民 に 県 立 病 院 や 地域 
医療 機関 の 機能 



































害 発 生 
・ 福祉 連携 の 推進 




















医療 の 現 
に 応 じ た 受 診 診 ( 








医療 機関 相互 の 情報 連携 や 妊 








産婦 














月 
を 図り ます 。 
高齢 
整定 、 
情 
介護 ・ 



































福祉 と の 連携 を 推進 し ま 
将来 、 県 北 地 域 で 医療 
や 医療 現場 体験 会 を 実施 し 
殺 対 策 の 推進 









































等 が 在宅 で 適切 に 医療 や 介 
情報 通信 技術 (ICT) の 活 
報 共有 及び 相互 連携 を 促進 する な ど 、 
す 。 

に 従事 する 人 材 を 育て る た め 、 
ます 。 


県 北 剛 域 の 重要 課題 で ある 自殺 





ま が 受 けら れる よう 、 退 院 
1 に よる 医療 機関 や 介護 事 
地域 包括 ケア シス テ 


























口 


医師 を 











死亡 率 を 改善 する こと を 目指 

















体 が 更 


鯛 者 、 働 き 盛り 世代 の 各 対 象 ! 
































ne 












































殺 対 策 強 化 月 間 (3 月 ) に お 





に 連携 を 強化 し 、 包 括 的 な 自殺 対策 プロ グラ ム を 推 


お いて 見 守り 等 を 行う ゲー トキ 
ける 集 
脳卒中 を は じ め と する 生活 習慣 病 予防 の 推進 





進 


ます 。 




















進 





こ 応じ た 自殺 対策 を 推 























ノ ペ 























的 な 普及 啓発 等 を 行い 








県 北 圏 城 の 











E 要 課題 で ある 脳 卒 











時 に 備え た 医療 体 笛 


等 の 人 材 養成 や 、 自 殺 




















状 を 情報 提供 
こつ な げ る 取 # 














] を 構 


療養 継続 に 


築 し ます 。 








た し 、 か か りつ け 
組 を 推進 し ます 。 
こ 取 り 組み 、 周 産 期 母 子 保健 対策 の 強 





向け 必要 な 調 





後 の 
地域 名 





ョ 支援 セン ター 











業 所 、 
ム の 構築 に よる 




















中 








し 、 県 ・ 
する と と も 














防止 





ます 。 


普 師 と する 中 学校 で の 日 


間 (9 


保健 ・ 医 療 と 








HH 前 講 


町 村 ・ 関 係 機関 ・ 
に 、 高 齢 者 、 生 活 

















1) 及び 





「 を は じ め と する 生活 習慣 病 の 発症 予防 や 死亡 率 を 改善 す 


る た め 、 関 係 機関 や 団体 、 企 業 ・ 事 業 所 と 一 体 と な っ て 、 若 年 期 か ら の 各 ラ イフ ステ ー ジ “に 


的 


じ た 生 活 習 
「 働 き 盛 り 世 代 」 
に 取り 組む よう 、 企 業 ・ 





に つい て は 、 


時 





す 。 


健 


症 





者 等 





平成 30 年 
康 危 機 管理 対策 の 推進 

新型 イン フル エン ザ 等 の 発生 
指定 医療 機関 や 
結核 、 季 節 性 イン フル エン ザ 、 
へ の 普及 訂 発 に 取り 組み ま 





























2 ゲー トキ ー ペ パー: 悩ん で いる 人 に 気付 き 、 声 を か け 
に お いて 、 県 民 一 人 ひと り が ゲー トキ ー パ ー と し て の 意識 を も ち 、 
3 ライ フス テー ジ : 人 の 一 生 


康 経営 : 従 


4 健 











事業 所 へ の 普及 啓発 や 文 援 を 強化 し 


(2018 年 ) の 健康 増進 法 の 改 


慣 の 改善 に 取り 組み ます 。 











企業 ・ 事 業 所 が 従業 員 の 健 


























吾 保 持 ・ 増 進 に 主体 的 か つ 積 極 
、 健 康 経営 ! の 取組 を 促 


進 








し ま 
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訓練 や 研修 ( 


5 
性 胃腸 火 等 


に 取り 組み ま 


感染 1 の まん 延 防止 








ます 。 


、 話 を 聴い て 、 必 要 な 支援 に つなげ 、 

















年 


4 





























を 幼年 } 


年 期 ・ 少 年 其 
= 上 員 の 健康 維持 ・ 増 進 が 、 



































. 青年 








期 ・ 壮 年 期 ・ 老 年 期 な ど と 分 けた 、 














企業 の 生 


産 性 や 収益 性 


























員 の 健 月 








管理 を 戦略 的 に 実践 する こと 。 
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E を 踏ま え 、 受 動 喫煙 


つなが り 、 支 合っ て いこ うと いう 活動 を 有 
それ ぞ れ の 段階 。 
の 向上 に つなが る と いう 考え 方 に 立っ て 、 経 営 


防止 対策 を 推 


に 備え 、 搬 送 や 医療 ・ 予 防 接種 体制 の 確保 を 図 
町 村 等 と 連携 し 、 


す 。 


の た め 、 介 護 ・ 




















守る 人 の こと 。 岩 ヨ 





し ます 。 





JE 





感染 





る た め 、 


日 
ブロ 





童 福 祉 関係 























FE 県 で は 、 自 殺 対 策 














的 な 視点 か ら 、 


開 し て いる 。 


従 3 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一 2018 2019 2020 2021 2022 
① 被災 住民 へ の 健康 支援 と 医療 体制 の 構 
築 
禁 野田 村 復 興 支 援 チ ー ム 定例 連絡 会 の 開催 こう 
・ 野 田村 復興 支援 チー ム 定 例 連 絡 会 開催 回 数 (回 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
12 12 12 12 SN ` 击 堆 1 二 お 
現状 値 は 2017 年 の 人 ここ ろ の ケア セン ター と の 連携 に よる 支援 | 
② 医療 連携 及び 保健 ・ 医 療 ・ 介 護 ・ 福 祉 
連携 の 推進 地域 住民 へ の 地域 医療 の 情報 提供 — 
標 - ー 
・ 中 学校 で の 医療 人 材 育 成 に 係る 出前 講座 ・ 医 医療 機関 と 介護 施設 と の 連携 の 推進 支援 し か | 
療 現 場 体験 会 参 カ 地域 包括 ケア シス テム の 構築 支援 
現状 値 | 2019 2022 
723 730 730 
現状 値 は 2017 年 の 値 医療 機関 の 
役割 ・ 病 床 
機能 の 方 針 
作成 
中 学校 で の 出前 講座 ・ 医 療 現 場 体験 会 の 実施 > 
標 策 ア クシ ョ 句 括 交 な 自殺 対策 の 推進 3 
・ 自殺 予 防 の 担い 手 養成 研修 受講 者 数 ンプ ラン 5 
(人 ) [累計 ] 策定 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
MP 600. | 0 0 グー トキ ー パ ペー 等 、 地域 の 自殺 対策 を 推進 する 人 材 の 養成 「 双 
更 状 値 は 2017 年 の 値 、 目 標 値 は 2019 年 か ら の 昧 
計 働き 盛り 世代 の メン タル ヘル ス 対 策 の 推進 | 
介護 予防 事業 等 と 連携 し た 高齢 者 支援 > 
生活 困 往 者 へ の 対策 の 推進 | 
集中 的 な 普及 啓発 及び 相談 支援 の 取組 
[自殺 防止 月 間 (9 月) 及び 自殺 対策 強化 月 間 (3 月 )】 站 六 
























































④ 脳卒中 を は じ め と する 生活 習慣 病 予 防 


























































































































0 推进 ける 健康 経営 の 取組 の 推進 
保 Fa， 二 大 ~ 
・「 い わ て 健康 経営 宣言 」 事 業 所 数 ( 社 ) [累計 ] 受 动 响 烃 防止 计策 外 周知 微 底 ， 指导 
現状 値 2019 | 2020 | 2021 | 2022 改正 健康 增进 法 一 部 施行 » 
1 9 | (学校 ・ 病 院 ・ 行 政 機関 等 
現状 値 は 2017 年 の 値 



































全面 施行 (上 記 以 外 の 施設 等 ) 

















住民 (児童 生徒 ・ 事 業 所 含む ) へ の 健康 教育 の 実施 > 






































給食 施設 ・ 飲 食 店 等 の 減 塩 や 栄養 バラ ンス に 配慮 し た メニ 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
<2018 2019 2020 2021 2022 











県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 
@ 健康 危機 管理 対策 の 推進 
目標 
・ 感 染 症 予 防 研修 会 の 開催 回 数 (回 ) 







































































































































現状 値 | 2019 2020 2021 2022 一 
15 15 15 15 15 感染 症 発 生 時 に お ける まん 延 防止 (積極 的 疫学 調査 、 接 
現状 値 は 2017 年 触 者 健 診 等 ) 



































新型 イン フル エン ザ 等 発生 に 備え た 体制 整備 ・ 訓 練 の 実施 一 P| 




















・ 情 報 提供 





























県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
(医療 機関 ・ 医 師 会 ) 
・ 地 域 医療 の 情報 提供 や 医療 ・ 介 護 連携 の 推進 



































・ 災 害 時 医療 体制 の 構築 
・ か か りつ け 医 と 精 # 0 連携 の 推進 
・ 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 発生 に 備え た 医療 体制 の 構築 
(関係 団体 ・ 事 業者 ) 
・ 医 療 ・ 介 護 連 携 の 推進 、 住 民 へ の 健康 教育 の 実施 
・ 勤労 人 ンタ ル ヘ ルス の 向上 
・ 事 務 所 ・ 飲 食 店 等 に お ける 受動 喫煙 防止 対策 の 推進 
(住民 ) 
・ 地 域 医療 に 関す る 理解 、 医 療 連 携 の 仕組 み に 応 じ た 受 診 
ら の 生活 習慣 改善 に よる 心身 の 健康 づく り 
・ 感 染 症 に 関す る 正しい 理解 、 予 防 
・ 住 民 の 支え 合い に よる ここ ろ の 健康 づく り 
(市 町 村 ) 
・ 災 害 時 医療 体制 の 構築 支援 
・ 被 災 者 の 見 守り や 健康 づく り 支 援 
・ 地 域名 括 ケ アシ ステ ム の 構築 及び 深化 ・ 推 進 
・ 包 括 的 な 自殺 対策 の 推進 、 推 進 体 制 の 構築 
・ 生 活 習 慣 病 予防 の た め の 各 種 健 診 等 や 健康 教育 、 普 及 啓 発 、 
・ 市 町 村 施 設 に お ける 受動 喫煙 防止 対策 の 推進 
・ 感 染 症 対策 に 係る 地域 住民 へ の 情報 提供 、 相 談 指導 及び 予防 接種 の 実施 等 
































外 




















































































































Ht 






































IT 




















































































































周 別 支援 、 保 健 指導 





ーー 】 
上 





































































































【 関 連 する 計画 】 

・ 岩 手 県 自殺 対策 アク ショ ンプ ラン (計画 期間 2019 年 度 一 2023 年 度 ) 
・ 君 手 県 保健 医療 計画 (計画 期間 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) ~2023 年 度 ) 
・ 健康 いわ て 21 プ ラン (計画 期間 平成 26 年 度 (2014 年 度 ) ~2022 年 度 ) 
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隣接 する 圏 域 等 と の つなが り を 生か し 、 一 人 ひと り が 健康 





で 心 豊か に 暮らせ る 地域 


国 3-2 地域 に お ける 医療 体制 を 整え 、 心身 の 健康 づく り 





(基本 方 向 ) 











と 地域 で 支え 合う 福祉 の 環境 を つく り ま す 


(介護 ・ 福 祉 分 野 ) 








子育て 支援 や 児童 





虐待 防止 等 の 体制 を 充実 させ る と と も に 、 地 域 包括 ケア シス テム の 構築 や 障 





が い 者 の 自立 生活 支援 、 高齢 者 や 障がい 者 の 権利 擁護 に 関す る 相談 体制 の 強化 、 関係 機関 等 と の 
ネッ トワ ー ク 構築 に よる 生活 困 氏 者 に 対す る 包括 的 な 支援 を 推進 し ます 。 
また 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イン を 実践 し 、 み ん な が 住み や すい まち づく り を 推進 し ます 。 





現状 と 課題 


















































多様 な 子育て 家庭 の ニー ズ に 応え る た め 、 子 ども ・ 子 育て 支援 サー ビス の 充実 と 子ども の 





健やか な 成長 を 支え る 環境 の 整備 が 求め られ て お り 、 人 


要 で す 。 





減少 対策 と し て も 取組 の 推進 が 必 








また 、 子 育て に 不安 を 抱え る 人 や 、 児 童 虐待 な ど に よる 要 保 護 児童 、 子 ども の 貧困 が 増え 
て お り 、 子 育て を 地域 で 支え る た め の 体制 づく りや 、 児 童 相談 支援 体制 の 充実 が 必要 で す 。 


県 北 圏 域 の 高齢 化 率 は 、 




















県 平均 を 上 回 っ て お り 、 高 齢 者 が 住み 慣れ た 地域 で 安心 し て 生活 





し 続け る こと が で きる よう 、 医 療 、 介 護 、 介 護 予 防 、 住 まい 、 生 活 文 援 サ ービス が 切れ 目 な 





く 提 供 さ れる 「 地 域 包括 ケア シス テム 」 の 構築 ・ 
地域 生活 へ の 移行 を 希望 する 障がい 者 が 、 











深化 が 求め られ て いま す 。 
自ら が 望む 地域 に お いて 安心 し て 生活 で きる よ 


う 、 市 町 村 や 障がい 福祉 サー ビス 事業 者 等 の 多様 な 主体 に よる 生活 支援 の 仕組 み の 充 実 、 障 
が い に 対 する 理解 の 促進 、 障 が い 者 の 権利 擁護 体制 の 強化 が 求め られ て いま す 。 
誰 も が 住み や すい まち づく り に 向け て 、 ユニバー サル デザ イン ! に 基づい た ノウ ハウ の 著 積 


や 人 材 育 成 、 推 進 団 体 の 組織 化 が 進ん で お り 、 更 に 普及 活動 を 継続 し 実践 に つなげ る 必要 が 


あり ます 。 









































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 


① 地域 で 支え る 子育て 支援 
・ 市 町 村 等 の 担当 者 会 議 や 子育て 支援 従事 者 研修 会 の 開催 等 を 通じ て 、 関 係 者 間 の ネッ トワ 
































ー ク の 構築 や 子育て に や さ し い 環境 づく り の 推進 に 取り 組み ます 。 














援 や 、「 い わ て 子育て 応援 の 店 」 協 賛 店 の 拡充 に 努め ます 。 
さら に 、「 い わ て 子育て に や さ し い 企業 等 認証 」 及 び 「 い わ て 女性 活躍 企業 等 認定 」 の 取得 
企業 の 拡大 に 努め 、 仕 事 と 子育て の 両立 支援 な ど 男 女 が 共に 働き や すい 職場 づく り を 促進 し 


ます 。 























結婚 を 希望 する 若者 や 子育て 家庭 を 地域 全体 で 応援 する た め 、 取 組 を 行う 市 町 村 等 へ の 支 


児童 虐待 の 発生 予防 や 早期 発見 ・ 早 期 対 応 の た め 、 関 係 機関 と の 連携 に よる 地域 の 見 守り 








1 ユニ バー サル デザ イン : 御 


ド 齢 や 





イン し よう と する 考え 方 。 











E 別 、 能 力 な ど に 関わ ら ず 、 で きる 限り 、 全 て の 人 が 利用 
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で きる よう に 製品 、 建 物 、 空 間 を デザ 


体制 の 充実 や 啓発 活動 及び ネッ トワ ー ク の 強化 を 図る と と も に 、 市 町 村 要 保護 児 
協議 会 を 中 心 に 、 地 域 に お ける 相 
市 町 村 な ど 関 係 機関 と 連携 し 、 
所 づく り に 取り 組む 
結果 を 踏ま え 、 必 要 な 取組 を 行い ます 。 
地域 で 支え る 高齢 者 支援 

E み 慣れ た 地域 で 安心 し て 4 


天 








高齢 








让 .十 旦 
天 場 








の 


が 























談 支援 体 | 
ひと り 親 家 














ム の 構築 に 取り 組み ます 。 


地域 











持 向上 等 、 介 護 予 防 に 取り 組み ます 。 





支援 チ 





症 の 1 





E し い 知 調 





kk の 普及 啓発 に 
三 对 


反り 組む 














ム の 活動 を 通 


し ン 














し 


団体 と の 連携 を 


知 症 の 早期 診断 ・ 


前 の 充実 強化 を 図り ます 。 


デ 
tas 


庭 等 に 対す る き 











図り ます 。 さら に 、 子 ども の 生活 実態 調査 





童 対策 地域 

















め 細 か な 相 





談 支援 を 行う ほか 、 








E 活 し 続け る こと が で きる よう 、 地 域 包括 ケア シス テ 





計 民 に よる 住民 主体 の 通い の 場 の 普及 や 、 高 齢 者 の 心身 状態 等 の 把握 と 生活 機能 の 維 


と と も に 、 市 町 村 に 設置 され た 認知 症 初期 集中 











早期 対応 を 促進 し ます 。 

















高齢 者 や 障がい 者 の 権利 擁護 * の た め 、 法 人 後見 人 の 拡充 や 市 民 後見 人 の 育成 ・ 支 援 な ど 成 

















年 後見 の 実施 に 係る 体制 強化 や 


す 








ご ヴ 


整備 や 、 芸 人 





基幹 


に お いて 地域 生活 支援 拠 
れる 地域 づく り に 』 
生活 困 蔓 者 0 自立 支援 

多様 で 複合 的 な 生活 上 の 課題 を 抱え る 生活 


介護 職員 や 福祉 施設 
の 発信 を 行い 、 そ の 人 材 確 保 に 』 
障がい 者 の 自立 生活 支援 

市 町 村 や 障がい 福祉 サー ビス 事業 所 ・ 関 係 
まい の 場 の 確保 、 地 域 産業 と の 連携 に よる 就労 機会 の 拡充 な ど 
活動 の 支援 に よる 生き が いづ くり を 進め ます 。 
談 支 援 セ ンタ ー* の 整備 等 に より 相談 支援 の 充実 を 
の 整備 に つい て 検討 を 進め 、 障がい 者 が 安心 し て 生活 を 続け ら 























相 


























占 八 和 
AAA 于 


反り 組み ます 。 

















職 員 の 処 骨 改 善 を 促進 する と と も に 、 
り 組み ます 。 

















团体 等 


連携 し な が ら 、 グ ルー プ ホ ー ム 等 の 住 





し 及 啓 発 、 虐 待 防止 や 不利 益 な 取扱 い の 解消 等 に 取り 組み ま 


介護 や 福祉 の 仕事 に 関す る 魅力 





自立 生活 の た め の 基 盤 ・ 環 境 











図る と と も に 、 


円 


这 人 


村 


自立 支援 協 


























困 句 者 (对 し 、 





い 段 階 で 包括 的 な 支援 が 行わ 























れる よう 、 関 係 機関 等 の 連携 や ネッ トワ ー ク の 構築 を 推進 し ます 。 


みん な が 住み や すい まち づく り の 推進 


事業 者 ・ 地 域 住民 等 が 進め る ユニ バー サル デザ イン の 取組 や 学校 で の ユニ バー サル デザ イ 


ュ ン だ み ヨ 


一 子 百 


ひと に や さ し い 周 
子 マ ッ プ に つい て 、 民 間 情 報 も 含め た 





の 





肥 組 を 支援 し ます 。 





E 車 場 利用 証 1 











施設 





2 


3 


4 


高齢 者 や 障がい 者 の 権利 

















見 制度 、 虐 待 
の ご こよ が で き 
基幹 相談 支 
障害 ) や 権利 
中 取 科 
地域 生活 支 
ティ な ど 上 緊急 














防止 や 苦情 解 
る よう に する 
層 セ ンタ ー | 


援 拟 点 等 : 地 
峙 D 受 入 对 应 











卒 護 ・ 虐 待 防 」 
目 を 行う 機関 。 








陰 護 : 自己 の 権利 
決 の 取 
Es 
地域 に お け 
止 に 関 3 




















和 

















する 取組 の ほか 、} 


























成 へ の 移行 や 親元 か ら の 
本 制 の 確保 、 人 材 の 養成 等 に よる 専門 性 











援 施 設 に 付加 し た 拠点 等 の こと 。 
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骨 度 の 普及 啓発 を 図 
登録 を 促 


や 援助 の ニー ズ を 表明 する こと が 
上 な ど を 通し て 、 そ の 権利 の 擁護 や ニー ズ の 


する 相談 支援 の 中 核 的 な 役割 を 担い 、 総 合 
地域 の 実情 に 応じ 、 地 域 移行 








り ヨ 
淮 

















する と と も に 周知 ・ 活 用 を 図 


ます 。 杂 ユニ バー サル デザイ ン 電 








0 ます 。 





本 | 








的 ・ 








難 な 認 知略 
充足 を 援助 し 、 で きる 限り 地域 で 


専門 的 な 相 
地域 定 


E 高 齢 者 や 障がい 者 等 に 対し て 、 成 年 後 
立 し た 生活 を 送 





























谈 业务 (身体 障 害 、 知 的 障 害 、 精 神 














立 等 に 係る 相談 、 グ ルー プ ホ ー ム へ の 体験 入 





E の 確保 等 の 諸 機能 を } 


弟 の 促進 や 地域 の 相談 支援 体制 の 強化 等 

















居 等 の 機会 の 提供 、 シ ョ ー ト ス 
凶 域 で 集約 し 、 グ ルー プ ホ ー ム や 障害 者 支 











県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 (4 年間 を 中 心 と し た 取組 ) 


















































































































































































































































~2018 2019 2020 2021 2022 
地域 で 支え る 子育て 支援 子育て 支援 従事 者 等 研修 Ly 
・ 子 育て 支援 従事 者 等 研修 会 参加 者 数 (人 ) ee 
a " 和 子育て 支援 ネッ トワ ー ク の 充実 > 
現状 値 2019 2020 2021 2022 ー - 
451 531 571 611 651 子 子育て に や さ し い 企業 認証 取得 に = 
現状 値 は 2017 年 の 値 7 御 交 
・ 要 保護 児童 担当 者 研修 会 参加 者 数 要 保護 児童 担当 者 研修 会 トー と 
(人 ) [累計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 要 保 護 児 童 対策 協議 会 の 運営 支援 を 
694 884 979 1, 074 1, 169 




















現状 値 は 2017 年 の 値 





地域 で 支え る 高齢 者 支援 
要 
































認知 症 サ ポー ター 養成 数 (人 ) [累計 ] いわ て いき いき プラ ン に 基づく 地域 包括 ケア シス テム 
現状 信 2019 2020 2021 2022 の 構築 支援 
14, 239 | 16, 700 | 17, 900 | 19, 100 | 20, 300 
現状 値 は 2017 年 の 値 介護 予防 及び 認知 症 施策 の 推進 









































} す 














































































































































































































































































































































































































































































































SU 
障がい 者 の 自立 生活 支援 障がい 保健 福祉 圏 域 計 画 に 基づく サー ビス 基盤 の 整備 支援 
・ 就 労 事業 所 に お ける 就労 者 数 ( 次 期 圏 域 計 きき 
労 者 数 ) (人 ) 画 の 策定 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 
562 600 622 644 图 城 自 議会 の 支援 一 
現状 値 は 2017 年 の 値 uh 
生活 困窮 者 の 自立 支援 
標 生活 困 徐 者 自立 支援 制度 の 周知 ト を 
・ 生 活 困 第 者 自立 支援 制度 新規 相談 件 数 の うち 
"ラン を 作成 し た 割 人 ] 合 (%) 包括 的 な 相談 支援 ネッ トワ ー ク の 構築 を 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
21 22 23 24 25 支援 調整 会 議 の 運営 
状 値 は 2017 年 の 値 
@ みん な が 住み や すい まち づく り の 推 
進 ひと に や さ し い 駐車 場 制度 の 普及 啓発 > 
目標 
・ MI 5 ee ン 電 子 マ ッ プ 登録 電子 マッ プ へ の 登録 呼び か け し と 
施設 数 (施設 ) [累计 ] 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 2022 6 i a 
一 バー = ーッ Hy 7 > 
je a 和 a ユニ バー サル デザ イン 学習 の 取組 支援 
現状 値 は 2017 年 の 値 


























(関係 団体 ・ 事 業者 ・N PO 等 ) | 
・ 子 育て 支援 活動 の 充実 (子育て 応援 の 協 替 店 舗 券 録 や 子育て に や さ し い 企業 認証 取得 拡大 等 ) | 
| ・ 子 ども 食堂 な ど 子ども の 居場所 づく り へ の 取組 
| ・ 地 域 自立 支援 協議 会 へ の 参画 


県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 







































































・ 障 が い 者 、 高 齢 者 の 権利 擁護 制度 の 普及 啓発 ・ 利 用 促進 
・ 介 護 職員 や 福祉 施設 職員 の 処遇 改善 
・「 ひ と に や さ し い 駐車 場 」 の 整備 と 利用 促進 、 
バー サル デザ イン 電子 マッ プ へ の 登録 
・ 生 活 困 答 者 自立 支援 制度 に 係る 支援 調整 会 議 の 運営 、 参 画 
(住民 ) 
・ 子 ども 食堂 な ど 子ども の 居場所 づく り へ の 協力 ・ 支 援 
・ 障 が い 者 ・ 高 齢 者 の 権利 擁護 制度 の 理解 と 実践 
ユニ バー サル デザ イン 学習 の 実施 と 参加 
(市 町 村 ) 
・ 若 者 の 出会い 結婚 に 関す る 施策 の 実施 
・ 子 育て 支援 関係 機関 に よる ネッ トワ ー ク へ の 参画 
・ 要 保護 児童 対策 協議 会 の 運営 
・ 児 童 相談 へ の 対応 
・ 子 ども 食堂 な ど 子 ども の 居場所 づく り に 取り 組む 団体 と の 連携 支援 
・ 地 域名 括 ケ アシ ステ ム の 構築 及び 深化 ・ 推 進 
・ 地 域 自 立 支援 協議 会 の 運営 、 障 が い 保健 福祉 圏 域 計画 の 策定 及び 推進 
・ ett 高齢 者 の 権利 擁護 制度 の 普及 啓発 ・ 利 用 促進 
と に や さ し い 駐車 場 」 の 整備 及び 制度 普及 
| ・ 施 設 、 設 備 の バリ アフ リー 化 及 び ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イン 学習 へ の 実施 協力 
| ・ 生 活 困 徐 者 自立 支援 制度 に 係る 支援 調整 会 議 へ の 参画 ….」 









































施設 ・ 設 備 の バリ アフ リー 化 、 及 び い わ て ユニ | 















































【 






















































































































































































【 関 連 す る 計画 】 
・ い わ て いき いき プラ ン 2020 (計画 期間 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) て 2020 年 度 ) 


・ 岩 手 県 障がい 者 プラ ン (計画 期間 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) て 2023 年 度 ) 
・ いわて 子ども プラ ン (計画 期間 平成 27 年 度 (2015 年 度 ) ~2019 年 度 ) 
・ 岩 手 県 地域 福祉 支援 計画 (計画 期間 平成 31 年 度 (2019 年 度 ) て 2023 年 度 ) 
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【 振 興 施策 の 基本 方 向 】 


I 自然 豊か で 再生 可能 エネ ルギー を 生か し た 災害 に 強い 地域 





東日本 大 震 災 津波 に より 被災 し た 施設 の 復旧 ・ 整 備 を 推進 し 、 地 震 津波 な 
ど へ の 対策 を 強化 ナ する と と も に 、 物 流 の 効率 化 や 較 城 内 外 へ の 交流 拡大 、 生 
産 性 の 向上 を 支え る 社会 基盤 の 整備 を 進め ます 。 

また 、 良 好 な 自然 環境 を 保全 し 、 豊 か な 自然 と 共生 し な が ら 、 太 陽光 、 風 
力 、 バ イオ マス な どの 豊富 な 再生 可能 エネ ルギー 資源 を 生か し た 持続 可能 な 
地域 づく り に 取り 組み ます 。 


【 県 北 圏 域 重点 指標 】 





























① 東日本 大 岩 災 津 波 に より 
被災 し た 公共 土木 施設 の 復 
旧 箇 所 数 の 割合 





② 洪水 ・ 十 砂 災 害 対策 の 完了 
箇所 (累計 ) 

















③ 復興 支援 道路 及び 復興 関 
連 道路 の 供用 率 





④ 公共 用 水域 | の BOD ( 生 
物化 学 的 酸素 要求 量 ) 等 * 環 
境 基 準 達成 率 





⑤ 住民 一 人 1 日 当たり の 家 
庭 系 ご み ( 資 源 に な る も の を 549 (2016) 540 (2018) 531 (2019) 522 (2020) 
除く ) 排出 量 





⑥ 再生 可能 エネ ルギー に よ 
る 発電 量 (出力 ) 


※1 上 記 の 表 中 、 右 上 に ( ) を 付 し た 数 値 は 、 表 頭 の 年 度 以外 の 年 度 の 実績 値 又は 目標 値 を 示し て いま す 。 
※2 指標 の 目標 値 設 定 の 考え 方 に つい て は 、 巻 未 資料 に 掲載 し て いま す 。 


273, 258 276, 700 278, 400 280, 100 281, 800 































































































1 公共 用 水域 : 河川 、 湖 沼 、 港 湾 、 沿 岸 海域 その 他 公共 の 
公共 の 用 に 供 さ れる 水路 を いう 。 

2 BOD 等 : BOD 等 は 、BOD 及 び COD の こと 。 BOD は 、biochemical oxygen demand (生物 化学 的 酸素 要求 量 ) の 略称 で 、 
河川 水 や 排水 中 の 汚れ の 程度 を 、COD は 、chemical oxygen demand (化学 的 酸素 要求 量 ) の 略称 で 、 湖 沼 や 海水 中 の 汚れ の 程度 
を 示す 指標 の こと 。 














こ 供 され る 水城 及び これ に 接続 する 公共 溝 人 、 か ん が い 用 水路 その 他 
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zr 
に 
北 
VRH 











具体 的 推進 方 策 
地震 ・ 津 波 対 策 の 推進 

















洪水 ・ 土 砂 災 害 対 策 、 橋 染 耐震 化 の 推進 





防災 ・ 減 災 対 策 の 強化 














物流 の 効率 化 を 支え る 道路 、 港 湾 の 整備 





5 親しい 交通 ネッ トワ ー ク を 



























































心 に 、 地域 経済 や 暮らし を 支 





圏 域内 外 の 交流 拡大 を 支え る 道路 の 整備 























える 社会 基盤 を 整え ます 





歩道 整備 の 推進 














都市 計画 道路 整備 の 推進 






































地域 公共 交通 の 維持 ・ 確 保 




















6 環境 を 守り 育て る 人 材 を 育 環境 を 守り 育て る 人 材 の 育成 と 協 働 の 推進 









































成 し 、 多様 な 主体 と の 協 働 を 進 








良好 な 水 環境 の 確保 



































め な が ら 、 良 好 な 自然 環境 を 守 廃棄 物 の 適正 処理 の 推進 











り ま す 





地球 温暖 化 対策 の 推進 

















青森 県 境 産業 廃棄 物 不法 投棄 事案 へ の 対応 




















人 と 動物 が 共生 する 社会 の 実現 








1@1@91@1@1919O1@1@1@1@191@|@|6 


7 豊富 な 再生 可能 エネ ルギー 太陽 光 、 風力 、 バ イオ マス な どの 再生 可能 エネ ルギー の 
資源 を 生か し た 持続 可能 な 地 導入 の 促進 

















H 生 可能 エネ ルギー の 利 活用 の 促進 














域 づ くり に 取り 組み ます 









































OQ 





+ 生 可能 エネ ルギー 資源 を 生か し た 地域 づく り 
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自然 豊か で 再生 可能 エネ ルギー を 生か し た 災害 に 強い 








4 災害 に 強い 社会 基盤 を 整え ます 


東日本 大 津波 に より 被災 し た 施設 の 復旧 ・ 整 備 を 推進 し ます 。 
また 、 津波 対策 に つい て は 、 湾 ロ 防 波 坦 や 防滑 坦 等 整備 の ハー ド 対策 及び 安全 な 避難 体制 の 構 
築 等 の ツ ソフト 施 策 を 進め る と も に 、 今後 、 復 旧 ・ 整 備 が 進む 水門 ・ 陸 こう に つい て は 、 自 動 閉鎖 














シス テム に よる 遠隔 操作 化 を 推進 し ます 。 
・ 業 二 ・ 土砂 災害 等 NE ・ 財 産 を 守る た め 、 住宅 等 の 耐震 改修 






































治水 施設 や 土砂 災害 対策 施設 の 整備 、 緊 急 輸送 道路 等 





を の 橋 染 の 耐震 化 、 土 砂 災 害 の 警戒 


区 域 等 の 指定 を 推進 する と と も に 、 防 災 意 i ee 適切 な 判断 ・ 行 動 に 関す る 啓発 活 


動 を 引き 続き 推進 し ます 。 


于 居所 是 


東日本 大 震 災 津 濾 に より 被災 し た 県 管理 の 施設 は 、 公 共 土 木 施設 が 87 箇所 (道路 15 简 所 、 























橋梁 4 箇所 、 河川 4 箇所 、 港湾 及び 海岸 64 箇所 ) で あり 、 未 完了 衝 所 の 復旧 ・ 整 備 を 推進 す 


る 必要 が あり ます 。 

















東日本 大 震 災 津 渡 に より 、 久 慈 港 で は 8.6m (推定 ) の 津波 が 押し 寄せ て 被害 が 発生 する 


な ど 、 津 濾 防災 施設 の 整備 が 求め られ て いる こと か ら 、 


久慈 川 





(久慈 市 )、 野 田地 区 海岸 ( 野 





田村 )、 八 木 地区 海岸 ( 洋 野 町 ) 等 に お いて 、 防潮 坦 の 整備 を 推進 する と と も に 、 水 門 や 陸 こ 
う に つい て は 、 施 設 の 老朽 化 や 非常 時 に お ける 閉鎖 作業 の 危険 性 等 を 解消 する た め の 改 修 ・ 














自動 閉鎖 化 の 整備 を 推進 し て いく 必要 が あり ます 。 





特に 、 野 田村 の 防潮 場 に つい て は 、 施設 延長 1, 160m に つい て 、 順 次 復旧 ・ 整 備 に 取り 組ん 


で いま ぼ す 。 








地震 に よる 建築 物 の 倒壊 等 の 被害 か ら 住 民 の 生命 、 身 体 及 び 財 産 を 保護 する た め 、 住 宅 等 


の 耐震 対策 を 促進 する 必要 が あり ます 。 








近年 、 全 国 で 局 地 的 豪雨 や 台風 に 伴う 災害 が 多発 し て お り 、 








軽減 する た め の 施 設 の 整備 が 求め られ て いま す 。 


ま A 災害 が 発生 し た 際 の 救援 物資 輸送 や 救急 搬送 等 に 必要 と な る 、 緊 急 輸 送 道 路 等 の 確 


洪水 ・ 土 砂 災 害 に よる 被害 を 

















実 な 通行 を 確保 する た め 、 橋 染 の 耐震 化 を 推進 する 必要 が あり ます 。 








! 気象 庁 の 津波 観測 地点 の うち 、 久 慈 浴 に つい て は 欠 測 と な っ て お り 、 平 成 23 有 
査 に よる 津波 観測 点 付近 の 津波 の 高 さ に つい て 」 に よる 推定 値 で ある 。 
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E (2011 各 








E) 4 月 5 日 に 気象 庁 が 発表 し た 「 現 地 調 





改正 土砂 災 


Eg 


< く > 
火 青 





防止 法 * に 基づき 、 土 砂 





結果 を 随時 公表 する こと に より 、 住 




















































































































の お それ の ある 区 域 の 基礎 調査 * を 実施 し 、 そ の 
民 に 土砂 災害 の 危険 性 を 認識 し て も ら う 必要 が あり ます 。 

























































































また 、 基礎 調査 結果 に より 、 土砂 災害 対策 施設 の 整備 や 土砂 災害 警戒 区 域 等 * の 指定 を 推進 す 

る 必要 が あり ます 。 
住民 の 防災 意識 の 向上 を 図り 、 災 害 時 の 的 確 な 行動 を 確保 する た め 、 市 町 村 と 連携 し た 産 

発 活動 を 引き 続き 推進 する 必要 が あり ます 。 

県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 地震 ・ 津 波 対策 の 推進 
・ 東日本 大 震 災 津波 に より 被災 し た 施設 の 復旧 ・ 整 備 を 推進 し ます 。 
東日本 大 震 災 津波 を 踏ま え 、 津 没 被 害 志 肥 減 す る た め 、 浴 日 防 波 堤 や 防潮 堤 等 の 整備 を 

進め る と と も に 、 水 門 ・ 陸 こう 操作 に つい て は 、 自 動 閉鎖 レス テム 化 を 推進 する こと に 
り 。 お お むね 数 十 年 か ら 百 数 十 年 に 一 度 の 頻度 で 起こ り 得 る 津波 に 対応 で きる 津波 防災 施 
設 の 整備 を 進め ます 。 





野田 村 の 防 漠 堤 に つい て は 


っ て お り 、 

まず すま 。 
各市 町 村 
東日本 大 震 

まち づく り 【 


ハー ド 整 備 と 併せ て 、 防 災 
































EB 《 く 、 























これ ら を 担当 する 関係 部 局 が 相互 に 





改修 促進 計画 」 
災 津 波 に より 被災 し た 
こ 向 けた 取組 を 促進 し ます 。 


JE 











の 「 耐 震 





に 基づき 、 有 


































































































、 所 管 が 農林 水産 省 ・ 


E 宅 等 の 耐 


林野 庁 
こ < 連携 し な が ら 、 速 や か な 復 | 
































圭 診 果 


断 と 耐震 





市 町 村 の まち づく り 計 画 の 実現 に 


育 の 実施 な ど ソ フト 対策 を 効果 的 に 推進 


展 诊 














し ます 。 



































































































































































































































































































































・ 国 土 交通 省 の 3 省庁 に 
日 ・ 整 備 を 進め 


改修 を 促進 し き 
対す る 技術 支援 な ど 、 


また が 























に 


ます 。 














防潮 堤 完成 後 、 海 岸 防 災 林 の 機能 発揮 に 向け 、 地元 市 町 村 等 と の 合意 形成 を 図り な が ら 、 
防潮 林 の 造成 を 推進 し ます 。 
② 洪水 ・ 土 砂 災 害 対策 、 橋 染 の 耐震 化 の 推進 
河道 掘削 や 河川 改修 を 進め 、 洪 水 災 害 に 対す る 安全 度 の 向上 を 図り ます 。 
砂防 施設 、 急 傾斜 地 月 壊 対策 施設 、 治 山 施設 等 の 整備 を 進め る な ど 、 土 砂 災 害 対策 を 推 
進 し ます 。 
改正 土砂 災害 防止 法 に 基づき 、 土 砂 災 害 の お それ の ある 区 域 の 基礎 調査 の 公表 を 進め る 
と と も に 、 調 査 を 踏ま えた 土砂 災害 警戒 区 域 等 の 周知 と 指定 を 推進 する こと に より 、 住 民 
の 防災 意識 の 向上 を 図り ます 。 
住民 が 安全 で 迅速 に 人 避難 で きる よう 水位 計 設 置 の 推進 、 ハ ザー ド マ ッ プ "* の 作成 や 避難 体 
制 の 整備 を 促進 し ます 。 
緊急 輸送 道路 等 の 橋梁 の 耐震 補強 を 推進 し ます 。 
③ 防災 ・ 減 災 対 策 の 強化 
・ 住民 の 防災 意識 の 向上 や 災害 時 の 的 確 な 行動 を 確保 する た め の 啓 発 活動 を 引き 続き 進め 
る と と も に 、 市 町 村 の 地域 防災 計画 の 策定 を 支援 し ます 。 

2 改正 土砂 災害 防止 法 : 平成 26 年 8 月 豪雨 に よる 広島 市 北部 に お ける 土砂 災害 等 を 踏ま ほえ た 課題 と 対応 策 と し て 、 主 に 「 災 害 の 危 
険 性 の ある 区 域 の 明示 」、「 避 難 の た め の 情 報 の 提供 」、「 施 難 体制 の 充実 ・ 強 化 」 の 方 向 性 の も と 、 平 成 26 年 (2014 年 ) 11 月 
に 改正 土砂 災害 防止 法 が 成立 し 、 平 成 27 年 (2015 年 ) 1 月 か ら 施行 され た も の で ある 。 

3 基礎 調査 : 急 傾斜 地 の 有 崩壊 等 の お それ が ある 土地 (原因 地 ) に 関す る 地形 、 地 質 、 過 去 の 災害 履歴 を 調査 する と と も に 、 土 砂 の 
予想 到達 範囲 、 土 砂 災害 の お それ が ある 土地 の 利用 状況 等 の 調査 を 行い 、 改 正 土砂 災害 防止 法 を 施行 する 上 で 不可 欠 の デー タ を 収 
集 す る も の で ある 。 

4 土砂 災害 警戒 区 域 等 : 土砂 災害 警戒 区 域 (イエ ロー ゾー ン : 土砂 災害 の お それ が ある 区 域 ) 及び 土砂 災害 特別 警戒 区 域 (レッ ド 
ゾー ン : 建築 物 に 損壊 が 生じ 、 住 民 等 の 生命 又は 身体 に 著しい 危害 が 生じ る お それ が ある 区 域 ) 。 

5 ハザード マッ プ : 防災 を 目的 に 、 災 害 に 遭う 地域 を 予測 し 表示 し た 地図 。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 











































































































と 2018 2019 2020 2021 2022 
① 地震 ・ 津 波 対策 の 推進 

1 栋 海岸 水門 等 の 自動 閉鎖 化 
・ 海 岸 水門 等 の 自動 閉鎖 化 箇所 数 (工区 ) Ee . 

[累計 ] 

現状 値 2019 2020 2021 2022 

0 31 31 31 31 es. - 
現状 値 は 2017 年 の 値 E 宅 等 の 耐震 化 の 



































防波堤 の 整備 促進 














② 洪水 ・ 土砂 災害 対策 、 橋 染 耐震 化 の 

































































推進 
ヨ 標 
・ 河 道 掘削 完了 箇所 (箇所 ) [累計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 の 
7 22 30 36 36 河道 掘削 の 推進 
現状 値 は 2017 年 の 値 





緊急 輸送 道路 等 の 橋梁 耐震 補強 の 推進 







































































H 標 

・ 耐 震 化 完了 橋 染 数 ( 槍 ) [累計 ] 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 橋梁 の 耐震 補強 の 推進 
0 3 4 4 4 

現状 値 は 2017 年 の 値 

















③ 防災 ・ 減 災 対 策 の 強化 
H 標 
・ 津 渡 防災 出前 講座 の 開催 回 数 
(回 ) [累计 ] 

和 久慈 地域 の 小 ・ 中 ・ 高 校生 等 を 対象 と し た 津波 防災 出前 講座 の 開催 
112 129 135 41 147 
現状 値 は 2017 年 の 値 


































































































・ 水 位 計 設置 筐 所 数 (箇所 ) [累計 ] 


現状 値 2019 2020 2021 2022 水位 計 設置 
0 2 3 3 3 


現状 値 は 2017 年 の 値 
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県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
| ( 国 ) 

| ・ 久 慈 港湾 口 防波堤 の 整備 
| (市 町 村 ) 
・ ま ち づ く り 計 画 の 実現 に 向け た 取組 の 実施 

| ・ 防 災 協 定 に よる 連携 

| ・ 地 域 の 安全 ・ 安 心 促進 基本 計画 の 実施 

| ・ 公 共 施設 ・ 住 宅 の 面 震 診 断 、 改 修 の 実施 ・ 支 援 
・ 自 主 防災 組織 の 育成 

| ・ 災 害 時 の 住民 へ の 広報 の 実施 

| ・ 防 災 意 識 等 の 啓発 活 
| (企業 ・ 県 民 ・NPO 等 ) 

・ 耐 震 診 断 、 面 震 改 修 の 実施 

| ・ 個 人 、 地 域 ぐ る み で の 防災 対応 力 の 向上 

| ・ 要 配慮 者 利用 施設 に お ける 避難 確保 計画 の 作成 
| ・ 避 難 ・ 救 護 訓練 等 へ の 参加 
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【 関 連 す る 計画 】 
・ 国 の 復旧 ・ 復 興 ・ 創 生 期 間 (2020 年 度 まで ) 
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自然 豊か で 再生 可能 エネ ルギー を 生か し た 災害 に 強い 


地域 





一 5 新しい 交通 ネツ ッ トワーク を 中 心 に 、 地域 経済 や 暮らし 
を 支え る 社会 基盤 を 整え ます 





現状 と 課題 
・ 東 


(基本 方 向 ) 


復興 道路 の 整備 を 促進 する と と も に 、 復 興 支 援 道 路 ^ ざ 復興 関連 道路 * を 




















心 と し た 県 管理 道路 





の 整備 を 推進 し 、 内 陸 部 と 沿岸 部 、 あ る い は 沿岸 部 相互 に お ける 物流 の 効率 化 や 圏 域内 外 の 交流 
拡大 を 図り ます 。 
本 大 震 災 津 濾 に より 被災 し た 三陸 沿岸 地域 の 産業 の 復興 を 支援 する た め 、 復興 道 


さら に 、 東 日 


路 等 の 整備 を 踏ま えた 港湾 の 利 活 朋 


























及び 港湾 施設 の 整備 に 取り 組ん で いき ます 。 





また 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 復 奥 後 を 見 据え た 道路 整備 に も 取り 組ん で いき ます 。 


セク ター 鉄道 の 利 有 
































し た 道路 ネッ トワ ー ク の 構築 を 推進 し て いく 必要 が あり ます 。 




















公共 交通 の 維持 ・ 確 保 を 図る た め 、 効率 的 な 地域 公共 交通 体系 の 構築 や 広域 バス 路線 及び 第 三 


促進 の 取組 を 支援 し ます 。 





日 本 大 震 炎 津波 の 経験 を 踏ま そえ 、 炎 害 時 な ど に お ける 確実 な 緊急 輸送 や 代替 機能 を 確保 


国 で は 、 復 興 道路 と し て 位置 づけ られ て いる 八戸 ・ 久 慈 自動 車道 、 久 慈 ・ 宮 古 間 の 三陸 北 





綻 員 道 路 の 整備 を 進め て いま す が 、 平 成 29 年 度 (2017 年 度 ) 未 時 点 に お ける 供用 率 は 389% と 
な っ て お り 、 早 期 の 開通 が 望ま れ て いま す 。 

復興 支援 道路 及び 復興 関連 道路 に つい て は 、 
搬 な ど を 迅速 か つ 的 確 に 行う た め に 整備 を 推進 し て いま す が 、 平 成 29 年 度 (2017 年 度 ) 未 時 
点 に お いて 、8 割 程度 の 供用 状況 と な っ て いま す 。 


全国 的 に 通学 中 の 






































災害 時 の 救助 、 救 援 活動 、 緊 急 輸送 物資 の 運 


ッ < 震 








齢 者 を 交通 事 逆 か ら 守 る た め 、 歩 道 整 備 の 推進 が 必要 で す 。 


都 





部 に お いて 、 都 市 機能 の 強化 と 良好 な 





に 取り 組み 、 整 備 を 推進 する 必要 が あり ます 。 
重要 港湾 久慈 港 及 び 地 方 港湾 八木 港 に つい て は 、 物 流 拠点 と し て の 利用 拡大 や 災害 対応 拠 
点 と し て の 機能 強化 を 図る た め 、 浴 湾 施設 の 整備 を 推進 する 必要 が あり ます 。 
復興 道路 の 整備 促進 に よる 物流 ネッ トワ ー ク 機能 の 向上 を 見 据え た 、 運 送 企業 等 の 進出 が 
み ら れ ます 。 


了 











un 


児童 や 高齢 者 が 交通 事故 に あう 事例 が 多発 し て いる こと か ら 、 児 童 や 高 


街 地形 成 の た め 、 街 路 の 整備 や 土地 区 画 整 理 
































F 成 22 年 (2010 年 ) 12 月 の 東北 新幹線 全線 開業 (青森 延伸 ) 以来 、 観 光 客 を 含め た 人 の 動 


き が 活発 化し て いる と と も に 、 連 続 テ レビ 小説 「 あ まち ゃ ん 」 に よる 誘客 効果 が 続い て いる 





~ 


の 











動車 道 が 該当 する 。 

















| 











る 道路 。 県 北 圏 
町 軽米 線 の 6 中 


際 部 か ら 三 際 治 




















内 着 








氏 小 











域 で は 、 国 道 281 号 、 国 道 340 号 


線 
Po 





内 关 连 道路 : 三 
復興 を 支援 する 道路 。 県 北 剛 


陸 沿 岸 } 














屋 瀬 線 、 





般 県 道 


ノ 浜 ヨ 

















B 域 の 防災 拠点 (役場 、 消 防 等 ) や 


、 国 











時 道路 : 三陸 沿岸 地域 の 復興 の た め に 必要 な 災害 に 強い 高 規格 幹線 道路 等 の 幹線 道路 ネッ トワ ー ク 。 県 北 圏 
と 八戸 ・ 久 慈 自 


时 支援 道路 : 内 岸 各 都市 に アク セス する 道路 及び 横断 軸 間 を 南北 に 局 














域 で は 三陸 








北约 





E 絡 する 道路 、 イ ンタ ー チ テ チェンジ に アク セ 











道 395 号 、 主 要 地 方 道 久 慈 岩 泉 線 、 主 要 地 方 道 軽 米 











医療 拠点 ( 二 次 ・ 三 次 救急 











域 で は 、 主 要 地 方 道 








軽米 種 市 線 、 主 








地方 道 野 











ド 川 線 、 一 般 県 道 野 








長 内 線 、 一 般 
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県 道 侍 浜 夏 


























L 戸 線 、 主 要 地 方 道 


医療 施設 ) アク セス する 道路 及び 水産 











山形 線 、 主 要 地 方 道 岩 泉 平 
線 の 7 路線 。 











賀 普代 線 、 


般 県 


こと か ら 、 県 際 
を 推進 する 必要 が あり ます 。 




















































































































道路 や 観光 地 へ へ 通じ る 道路 な ど 地 域 問 の 交流 人 


口 拡大 に つなが る 





道路 の 整 


















































































































































広域 バス 路線 の 利用 者 の 減少 が 続く な ど 、 県 北 地域 の 公共 交通 の 維持 ・ 確 保 に 大 き な 懸 念 
が 生じ て いま す 。 
第 三 セ クタ ー 鉄 道 は 、 地 域 住 民 の マイ レー ル 意 識 に よっ て 支え られ て いる と と も に 、 和 観光 
等 の 資源 と し て も 独自 の 魅力 を 有 し て お り 、 これ ら の 特性 を 踏ま え 、 地 元利 用 の 促進 と 観光 
利用 の 拡大 に 向け た 取組 を 進め る 必要 が あり ます 。 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 物流 の 効率 化 を 支え る 道路 、 港 湾 の 整備 
復興 道路 と し て 位置 づけ られ て いる 八戸 ・ 久 慈 自動 車道 や 三陸 北 縦 侍 道路 の 高速 道路 網 、 
慈 地域 の 4 市 町 村 で 設置 を 予定 し て いる 「 広 域 道 の 駅 」 の 整備 を 促進 し ます 。 
復興 道路 の 整備 に 併せ て 、 内 陸 部 か ら 三 陸 沿 岸 地域 へ アクセス する 道路 や イン ター チェ ン 
ジヘ アク セス する 道路 で ある 復興 支援 道路 や 復興 関連 道路 を 中 心 と し た 県 が 所 管 す る 幹線 道 
路 の 整備 を 推進 し ます 。 
復興 道路 等 の 整備 を 踏ま えた 港湾 施設 の 利 活用 を 促進 する た め 、 利 用 者 の ニー ズ 等 に 応じ 












































































































































































































































































































































































































































た 港湾 機能 の 確保 を 推進 し ます 。 
② 圏 域 内 外 の 交流 拡大 を 支え る 道路 の 整備 
県 北 贈 域 へ の アク セス 改善 及び 県 際 道 路 の あい 路 解 消 や 県 内 各地 を 周遊 する 観光 客 の 利便 
性 向上 を 図る た め 、 圏 域内 外 の 交流 拡大 を 支え る 道路 の 整備 を 推進 し ます 。 
観光 地 の 良 好 な 景観 を 保全 する た め 、 景 観 に 配慮 し た 防護 柳 の 整備 を 推進 し ます 。 
③ 歩道 整備 の 推進 
・ 通学 中 の 児童 や 高齢 者 の 安全 を 確保 する た め 、 通 学 路 等 へ の 歩道 設置 や 交通 安全 施設 等 の 
整備 を 推進 し ます 。 
④ 都市 計画 道路 整備 等 の 推進 
・ 定住 環境 の 改善 を 図る た め 、 都 市 計画 道路 の 整備 や 市 が 実施 する 土地 区 画 整 理事 業 へ の 助 
言 ・ 指 導 等 に より 、 快 適 な 生活 環境 の 創出 と 利便 性 の 向上 に 努め ます 。 
地域 の 実情 に 応じ し て 、 公 共 下 水道 や 浄化 槽 施設 の 整備 を 促進 し ます 。 
⑤ 地域 公共 交通 の 維持 ・ 確 保 
市 町 村 が 行う 効率 的 な 地域 公共 交通 体系 の 改善 や 再編 に 対す る 支援 を 通じ て 、 持 続 可能 な 
公共 交通 ネッ トワ ー ク の 構築 を 促進 し ます 。 
交通 事業 者 に よる 経営 改善 及び サー ビス 向上 の 取組 に 対す る 支援 を 行い ます 。 
市 町 村 や 交通 事業 者 が 参加 する 会 議 の 開催 等 に より 連携 、 情 報 共有 を し な が ら 、 広 域 バ ス 
路線 及び 第 三 セ モク ター 鉄道 の 利用 促進 に 取り 組み ます 
県 、 沿 線 市 町 村 等 で 構成 され る 利 0 生き を 通じ て 、 マイ レー ル 意 識 を 醸成 し 、 地 
元利 用 の 促進 を 図る と と も に 、 圏 域内 外 か ら の 誘客 に 向け た 企画 列車 の 運行 な ど 上 魅力 ある 商 











品 造成 に 対す る 支援 を 行い ます 。 
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5 R の 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 一 2018 2019 2020 2021 2022 

① 物流 の 効率 化 を 支え る 道路 、 港湾 の 整 

備 復興 支援 道路 等 の 整備 と を 
模 
・ 復 興 支援 道路 の 供用 済み 延長 (km) [累計 ] 前 

現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 当道 の 整備 > 

4.3 4.6 本 6.1 6.1 

現状 直 は 20 7 年 の 値 県 道 の 整備 トー | 



























































\ 道 の 供用 率 (%) [ 黑 计 ] 一 一 一 
现状 值 2019 2020 2021 2022 久慈 港湾 口 防波堤 の 整備 促進 









































! 





0.0 27.1 100.0 | 100.0 | 100.0 
現状 値 は 2017 年 の 1 


















































利用 者 の ニー ズ 等 に 応じ た 港湾 機能 の 確保 

















宣 





} 








② 圏 域 内 外 の 交流 拡大 を 支え る 道路 の 













































































































































































































































































































































































復興 支援 道路 等 の 整備 > 
・ 一 般 県 道 野田 長 内 線 供 用 率 (%) [累計 ] 時 - 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 防護 棚 の 整備 と 
79.7 96.7 | 100.0 100.0 
現状 値 は 2017 年 の 1 
③ 歩道 整備 の 推進 
・ 通 学 路 (小学 校 ) に お ける 歩道 
2019 | 2020 歩道 の 設置 
0 
現状 値 は 2017 年 の 1 
④ 都市 計画 道路 整備 の 推進 
標 
・ 都 市 計画 道路 供用 率 (%) [累計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 都市 計画 道路 の 整備 
0.0 0.0 13.7 | 27.4 - 
現状 値 は 2017 年 の 値 
⑤ 地域 公共 交通 の 維持 確保 
目標 
用 促進 に 向け た 会 議 開催 回 数 (大 野 線 ) (回 
状 値 | 2019 2020 2021 2022 
10 8 8 8 8 公共 交通 に 関す る 利 促進 に 向け た 会 議 
状 値 は 2017 年 の 値 
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県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
| ( 国 ) 

| ・ 復 興 道路 の 整備 

| (市 町 村 ) 
・ 市 町 村 道 の 整備 


・ 農 道 の 管理 
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効率 的 な 地域 公共 交通 体系 の 構築 

















| ・ 広 域 バ ス 路 線 及 び 第 三 セ モク ター 鉄道 の 利用 促進 
| (企業 等 ) 

・ 道 路 や 港湾 施設 の 利 活用 
・ 広 域 的 ・ 幹 線 的 バス 路線 及び 第 三 セ モク ター 鉄道 の 運行 、 利 用 
・ 安 全 な 輸送 サー ビス の 提 信 
・ 利 便 性 や サー ビス 向上 


・ 観 光 利 用 拡大 に 向け た 














































































































こ 向 けた 取組 


























【 関 連 す る 計画 】 
・ 国 の 復旧 ・ 復 興 ・ 創 生 期 間 (2020 年 度 ま で ) 


人 
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自然 豊か で 再生 可能 エネ ルギー を 生か し た 災害 に 強い 


地域 








較 6 環境 を 守り 育て る 人 材 を 育成 し 、 多様 な 主体 と の 協 
| 働 を 進め な が ら 、 良好 な 自然 環境 を 守り ます 


(基本 方 向 ) 

次 代 を 担う 子ども た ち を は じ め と する 環境 を 守り 育て る 人 材 の 育成 に 努め 、 住民 、 環境 団体 及 
び 事 業者 等 と 行政 が 協 働 し て 、 環境 保全 i こ 、 水 
環境 保全 対策 や 廃棄 物 の 適正 処理 等 を 推進 し 、 豊 か な 自然 と 、 き れい な 空気 ・ 水 に 包ま れ た 住み 


























RSS a 

また 、 青森 県 境 産業 廃棄 物 不 法 投棄 事案 に つい て は 、 引き 続き 、 周辺 環境 の モニ タリ ング 調査 
や 地域 住民 へ の 情報 提供 を 行う と と も に 、 新 た に 事案 の 教訓 を 後世 に 伝え る た め の 取組 を 実施 し 
ます っ 。 


























現状 と 課題 
県 北 剛 域 に は 、 三 陸 復 興国 立 公園 、 折 爪 馬 仙 峡 県 立 自 然 公 園 、 久 慈 平 庭 県 立 自 然 公園 等 カ 
あり 、 豊 か な 自然 と 、 き れい な 空気 ・ 水 に 包ま れ た 住み 良い 環境 を 亭 受 で き て いま す が 、 こ 
0 と が 必要 で す 。 

その た め に は 、 住 民 、 環 境 団 体 、 事 業者 及び 行政 が 連携 ・ 協 働 し て 、 森 ・ 川 ・ 海 の 環境 保 
a と が 必要 と な っ て いま す 。 

公共 用 水域 の B OD 等 に 係る 環境 基準 の 達成 率 は 、 お お むね 100% を 達成 し て いま す が 、 
引き 続き 、 良 好 な 水 環境 を 維持 し て いく こと が 求め られ て いま す 。 
産業 廃棄 物 の 不法 投棄 や 不適 正 処理 は 、 小 規模 な 不適 正 事案 が 散見 され る ほか 、 海 岸 漂着 
物 へ の 対応 や 、 第 一 次 産業 か ら 排 出さ れる 廃棄 物 の 有効 活用 が 課題 と な っ て いま す 。 

また 、 産 業 廃棄 物 及 び 一 般 廃 棄 物 の 3 R の 普及 盛 発 に 取り 組む 必要 が あり ます 。 

地球 温暖 化 の 進行 は 気候 変動 を 引き 起こ す 原 因 の 一 つと 考え られ 、 将 来 、 私 た ちの 日 常 生 
活 に 重大 な 影響 を 及ぼ すこ と が 懸念 され ます 。 

この た め 、 私 た ち 一 人 ひと り が 地球 温暖 化 対 策 に つい て 考え 、 省 エネ ルギー な ど 、 今 で き 
こと に 取り 組ん で いく こと が 重要 に な っ て いま す 。 
me en a tl A ees 

月 に 完了 し ま し た が 、 原状 回 復 に 、1,4- ジ オキ サン * に より 汚染 され た 土壌 等 の 浄化 対策 
Ot i 引き 続き 、 周 辺 環 境 の モニ タリ ング や 地域 住民 












































































































































1 BOD 等 : BOD 及び COD の こと 。 BOD は 、biochemical oxygen demand (生物 化学 的 酸素 要求 量 ) の 略称 で 、 河 川 水 や 排 
水中 の 汚れ の 程度 を 、COD は 、chemical oxygen demand (化学 的 酸素 要求 量 ) の 略称 で 、 湖 沼 や 海水 中 の 汚れ の 程度 を 示す 指標 
DE 

2 3R :Reduce (リデュース : 廃棄 物 の 発生 抑制 ) 、Reuse (リユース : 再 使用 ) 、Recycle (リサ イク ル : 再生 利用 ) の 3 つの 英 
語 の 頭 文字 を と っ た も の 。 3 つの R に 取り 組む こと で ご み を 限り な く 少 な くし 、 環 境 へ の 影響 を 極力 減ら し 、 限 りあ る 地球 の 資源 
を 有効 に 繰り 返し 使う 社会 ( 三 循環 型 社 会 ) を つく ろう と する も の 。 

3 1.4- ジ オキ サン : 難 分 解 性 の 合成 化学 物質 で 環境 中 に 残留 し や すく 、 発 が ん 性 が 疑わ れ て いる 物質 で あり 、2009 年 11 月 に 有害 物 

質 と し て 、 水 換 環 境 基準 及び 地下 水 環境 基準 の 対象 物質 に 追加 指定 され て いる 。 
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へ の 情報 提供 な ど を 行う 必要 が あり ま 3 








9 。 








また 、 


し て 後世 に 
県 北 地 域 は 犬 の 登録 頭数 ( 




















， 
\ 人 


県 が 取り 組む 











青森 県 境 産業 廃棄 物 不 法 投棄 





と か ら 、 飼 い 主 が 動物 を 適正 ( 
と 動物 が 共生 する 社会 づく り 

















具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 


こ 飼養 


① 環境 を 守り 育て る 人 材 の 育成 と 協 働 の 推進 














森林 、 農 地 、 河 川 及び 海岸 な ど 様 々 な フィ ー ル ド に 
一 之 

る 人 材 を 育成 し ます 。 特 に 、 小 0 

ど に より 、 
働 に より 環境 保全 活動 を 推進 し ます 。 

② 良好 な 水 環境 の 確保 

良好 な 水 環境 を 維持 確保 する た め 、 

ど 汚 水 排 
策 を 推進 し ます 。 

森 か ら 川 を 経て 海 に 至る 健全 な 水循環 が 図 





披 


年 の 参加 
水生 生 

の 醸成 ( 
③ 廃棄 物 の 
廃棄 物 
9 



































Pe 



























































事案 が 発生 し た 地域 と し て 、 事 案 を 風化 させ ず 教 訓 と 
伝え る こと が 重要 に な っ て いま す 。 
こ 対 する 放浪 犬 等 の 捕獲 が 多く 、 ま た 、 犬 猫 の 苦情 等 が 依然 


と し 


し 、 動 物 の 存在 が 地域 の 人 々 に 受け 入れ られ る 
に 努め る 必要 が あり ます 。 


























講演 会 等 を 開催 し て 、 地 域 の 環境 課題 に つい て の 住民 理解 を 深め 、 環 境 を 守り 













































































に よる 河川 や 海岸 等 の 保全 な 

















公共 用 水域 の 水質 状況 を 把握 する と と も 
出 源 に 対す る 監視 指導 や 、 浄 化 槽 の 適正 な 維持 管理 の 普及 盛 半 な ど 、 水 環境 保全 対 






































お ける 環境 学習 を 進め る ほか 、 環 境 セ 


育て 


若年 層 に 対し て 水生 生物 調査 、 セ ミナ ー 等 の 開催 な 
環境 保全 意識 の 向上 に 努め ます 。 ま た 、 住 民 、 環 境 団体 、 事 業者 及び 行政 と 





の 協 


に 、 事 業 場 な 




















られ る よう 、 海 岸 漂着 物 の 円 滑 な 処理 や 、 県 民 
どの 取組 を 進め ます 。 



































物 調査 の 普及 拡大 を 進め 、 中 小河 川 の 水 哲 の 把握 に 努め る と と も に 、 水 換 保 全 意識 














に 努め ます 。 
適正 処理 の 推進 
の 適正 処理 を 推進 する た め 























を 行う ほか 、 人 研修 会 等 に よ の に 取り 組み ます 。 
0 益 の 減量 化 、 有 効 活用 等 の 推進 に 向け て 、 排 出 事業 者 








啓発 等 に 取り 組み ます 。 














業 廃 棄 物 
処理 を 指 
循环 型 
④ 地球 温暖 





























導 し ます 。 





























、 関 係 機関 と 連携 し な が ら 処 理 業者 や 排出 事業 者 等 の 






















































































に より 、 


青森 県 や 県 北 圏 域 の 関係 機関 と 連携 し て 県 境地 域 等 の 合同 パト ロー ル を 実施 する ほか 、 
適正 処理 指導 員 に よる 監視 等 








不法 投棄 の 早期 発見 に 努め る と と も に 





地域 社会 の 形成 に 向け 、 市 町 村 と 連携 し 、 ご み の 3 R を 促進 し ます 。 


化 対策 の 推進 


「 エ コス タッ フ プ 養 成 セ ミナ ー」 の 開催 や 、 


と し た 「 地 球 温 


⑤ 青森 県 境 


不法 投棄 現 } 


起 、 
Ea 
県 北 圏 





























暖 化 を 防 ご う 隊 」 の 普及 促進 に 





産業 廃棄 物 不 法 投棄 事案 へ の 対応 




















こ 注 力 す る な ど 、 地 球 温暖 化 対策 を 推進 し ま 


エコ ドラ イブ 等 の 普及 麻 発 、 特 に 小学 生 を 
































場 及び 周辺 地域 の 環境 モニ タリ ング (水質 の 調査 ) を 実施 し ます 。 














こ 対 


回 试 





对 象 
9 


原状 回 復 対策 協議 会 の 内 容 を 、 広 報 誌 「 県 境 産廃 いわ て だ よ り 」 に より 情報 公開 し 





域 の 豊か な 自然 と 、 き れい な 空気 ・ 








継い で い 
⑥ 人 と 動物 
・ 人 と 動 
民 の 参加 ( 








保健 所 が 引き 














水 に 包ま れ た 住み 良い 環境 を 将来 の 世代 に 








く た め 、 環 境 学 習 に より 事案 の 教訓 を 後世 に 伝え て いき ます 。 


が 共生 する 社会 の 実現 





物 が 共生 する 社会 の 実現 に 向け 、 動 物 愛 護 の 考え 方 が 広く 行き 渡る よう に 、} 
こよ る 動物 愛護 フェ ステ ィ バ ル や 適正 飼養 等 の 講習 会 を 開催 し ます 。 
久 っ た 譲渡 に 適し た 犬 ・ 猫 に つい て は 、 積 極 的 な 情報 の 発信 や 愛護 団体 
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域 住 


引き 



























































な ど 
































と の 連携 に より 新た な 飼主 へ の 譲渡 を 推進 し ます 。 
動物 愛護 管理 思想 普及 の 一 環 と し て 、 災 害 時 に お ける 動物 の 同行 避難 等 の 普及 啓発 に 努め 
ます 。 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
し 目 た 
時 が 取り 組む 只 体 的 な 推進 方 策 ~2018 2019 2020 2021 2022 
① 環境 を 守り 育て る 人 材 の 育成 と 協 働 
0 流域 基本 計画 に 基づく 講習 会 、 研 修 会 等 の 開催 。 トッ 
・ 研 修 会 等 に よる 人 材 育 成 数 (人 ) - iR 
現状 値 i 2020 | 2021 | 2022 
2,360 | 2,400 | 2,400 | 2,400 | 2,400 ー 
現状 値 は 2017 年 の 値 
・ 中 高生 を 対象 と し た 環境 セミ ナー へ の 参加 学 le 一 | 邊 然 と の ふれ あい 活動 (自然 観察 会 等 の 支援 > 
校 数 ( 校 ) 
现状 值 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 | le 柚 境 を 守り 育て る 若手 人 材 の 育成 セミ ナー 開催 md 
3 3 4 4 _ 
現状 値 は 2017 年 の 値 
a 四 水生 生物 調査 支援 - 地 球 温 暖 化 を 防 ご う 隊 療 及 啓 閥 "し 
良好 な 水 環境 の 確保 
标 
・ 排 水 基準 適用 の 事業 場 に お ける 排水 基準 公共 用 水域 の 水質 監視 、 事 業 場 等 の 監視 指導 > 
率 (% 
状 値 | 2019 2021 
100 100 100 100 浄化 槽 適正 管理 の 普及 盛 発 
状 値 は 2017 年 の 値 















































生生 物 調査 参加 者 数 (人 ) [累計 ] 水 生生 
2019 2020 2021 2022 

500 1,000 | 1,500 | 2,000 

喝 状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 20194 
か ら の 時 計 








| 


物 調査 の 講習 会 、 出 前 講座 等 の 実施 に よる 支援 > 
















































































③ 廃棄 物 の 適正 処理 の 推進 
標 不適 正 処理 監視 パト ロー ル 、 広域 連携 パト ロー ル 等 に よる 指導 
・ 産 業 廃棄 物 の 適正 処理 率 (%) 
現状 2019 2020 2021 
99. 100 100 100 
現状 値 は 2017 年 の 値 







































































E 出 事業 者 等 に 対す る 説明 会 、 講 習 会 等 の 開催 md 











































































































事業 者 に 対す る 廃棄 物 の 減量 化 、 有 効 活用 等 の 指導 を 























④ 地球 温暖 化 対策 の 推進 


Hf 

人 暖 化 を 防 ご う 隊 」 の 参加 学校 数 ( 校 RC NN > 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
4 6 7 8 
現状 値 は 2017 年 






























































地球 温暖 化 を 防 ご う 隊 参加 校 支 援 Fe 


























⑤ 青森 県 境 産 業 廃棄 物 不法 投棄 事案 へ 








環境 モニ タリ ング の 実施 (水質 ) 























モニ タリ ング 実施 回 数 (回 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 情 
10 10 10 10 
現状 値 は 2017 年 の 値 











了 + 


可 由 
an 
TS 
> 
疆 


(県 境 産廃 いわ て だ より の 発行 等) 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 


目 が 、 自 人 本 的 太 推 > 
NAO 人 <2018 | 2019 2020 2021 2022 


に 人 人 と 動物 が 共生 する 社会 の 実現 





























動物 愛護 フェ ステ ィ バ ル ・ 適 正 飼養 等 の 講習 会 の 開催 Lp 











a 講習 会 等 の 開催 回 数 (回 ) 
現状 値 2019 2020 2021 2022 


- - 市 町 村 と 共同 に よる 動物 の 同行 避難 訓練 の 実施 — 
現状 値 は 2017 年 の 値 






















































































県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
(住民 ・N PO 等 ) 
・ 環 境 保全 に 対す る 意識 の 高揚 
・ 環 境 保全 活動 へ の 参加 、 実 践 

・ 日 常 生活 に お ける 省エネ ルギー 活動 、 エ コ ド ラ イブ の 実践 

・ 環 境 に 配慮 し た 消費 生活 の 実践 

・ ゴ ミ の 3R の 実践 

・ 動 物 の 適正 飼養 と 終生 飼養 * 

(事業 者 ) 

・ 環 境 保 全 に 対す る 意識 の 高揚 

・ 環 境 保全 活動 の 実践 

・ 事 業 活動 に お ける 省エネ ルギー 省 資 源 へ の 配慮 

・ 廃 棄 物 の 3 R の 実践 事業 

・ 地 域 活動 へ の 参加 

・ 法 令 の 遵守 
(市 町 村 ) 

・ 地 域 や 学校 に お ける 環境 教育 の 推進 

・ 環 境 保全 に 対す る 意識 啓発 

・ 地 域 活動 へ の 支援 

・ 廃 棄 物 の 3 R の 普及 啓発 、 情 報 提供 

・ 県 と の 連携 に よる 廃棄 物 不 適正 処理 の 監視 

・ 動 物 愛護 に 関す る 住民 へ の 情報 提供 

































































































































































【 関 連 す る 計画 】 

・ 岩 手 県 環境 基本 計画 (計画 期間 平成 23 年 度 (2011 年 度 ) て 2020 年 度 ) 

| (計画 期間 平成 23 年 度 (2011 年 度 ) て 2020 年 度 ) 
次 岩手 県 動物 愛護 管理 推進 計画 (計画 期間 平成 26 年 度 (2014 年 度 ) て 2023 年 度 ) 













































































































































































+ 終生 飼養 : 所 有する 動物 の 飼養 又は 保管 の 目的 等 を 達する 上 で 支障 を 及ぼ さ な い 範囲 で 、 で きる 限り 、 当 該 動 物 が その 命 を 終え 
る まで 適切 に 飼養 する こと 。 



































34 


I 自然 豊か で 再生 可能 エネ ルギー を 生か し た 災害 に 強い 


地域 





7 豊富 な 再生 可能 エネ ルギー 資源 を 生か し た 持続 可能 
Fm 





(基本 方向 ) 

東日本 大 震 災 津波 等 を 契機 と し た 再生 可能 エネ ルギー 導入 の 必要 性 を 踏ま え 、 県 北 圏 城 で ポテ 
ン シ ャ ル の 高い エネ ルギー で ある 、 太陽 光 、 風 力 、 バ イオ マス '、 濾 力 等 の 活用 を 促進 する た め 
管内 市 町 村 と 連携 し 事業 者 等 の 取組 を 支援 し ます 。 
































また 、 再生 可能 エネ ルギー を 活用 し た 地域 社会 の 活性 化 や 産業 振興 を 図る た め 、 再生 可能 エネ 
ルギー の 利 活用 に 向け た 市 町 村 等 の 取組 を 支援 し ます 。 

さら に 、 県 北 剛 城 が 一 体 と な っ て 再生 可能 エネ ルギー 資源 を 生か し た 地域 づく り に 取り 組む 機 
運 を 醸成 し ます 。 









































現状 と 課題 
平成 30 年 (2018 年 ) 7 月 に 閑 議 決定 され た 国 の 第 5 次 エネ ルギー 基本 計画 に お いて 、 再 生 
可能 エネ ルギー を 主力 電源 と する こと が 示さ れる な ど 、 再 生 可 能 エ ネル ギー OO 
され て いま す 。 
東日本 大 震 災 津波 や 平成 28 年 台風 第 10 号 災害 に よる 大 規模 な 停電 等 の 経験 を 踏ま そえ 、 県 北 
圏 城 の 豊富 な 再生 可能 エネ ルギー を 最大 限 活 用 する と と も に 、 炎 害 時 に お いて も 地域 が 一 定 
の エネ ルギー を 賭 え る よう な 自立 ・ 分 散 型 の エネ ルギー 供給 体制 の 構築 を 進め て いく こと が 
必要 と され て いま す 。 
太陽 光 や 風力 な どの 大 型 発電 施設 90 よる 土地 活用 を 含め 、 地 域 産 業 と 結び 付く 再生 
可能 エネ ルギー 関連 産業 の 創出 や 育成 等 り 、 地 域 の 活性 化 を 推進 し て いく こと が 必要 と 
され て いま す 。 
平成 24 年 (2012 年 ) 7 月 か ら 始 まっ た 固定 価格 買取 制度 ? を 契機 と し て 、 再 生 可 能 エ ネル ギ 
ー の 導入 が 進み 、 岩手 県 の 再生 可能 エネ ルギー に よる 電力 自給 率 は 、 平成 29 年 度 (2017 年 度 ) 
TN 今後 、 更 に 自給 率 が 向上 する 可能 性 が あり ます 。 
3 イン フラ が 脆弱 な 県 北 圏 城 に お いて は 、 接 続 費用 が 買取 価格 で 想定 する 費用 を 
上 回 る な ど 地 域 間 格差 が 生じ て お り 、 送電 網 の 強化 支援 と 併せ て 、 接 続 費用 の 負担 軽減 に 向 
けた 施策 の 展開 が 必要 と され て いま す 。 
海洋 エニ ネルギー! に つい て は 、 洋 野 町 で は 洋上 風力 発電 * の 実現 に 向け た 調査 等 を 、 久 慈 市 
人 取組 が 活発 化し て いま す 。 
県 北 剛 域 は 、 豊 富 な 森林 資源 を 有 し て いる ほか 、 ブ ロイ ラー 産業 の 集積 地 で も ある こと か 
ら 、 未 利用 間伐 材 や 凌 糞 等 の 有効 利用 を 進 め 、 バ イオ マス を 燃料 と し た 安定 的 な 地域 熱 供給 


































































































































































































1 バイ オマ ス (燃料 ) : 再生 可能 な 生物 由来 の 有機 性 資源 (バイ オマ ス ) を 原料 に 、 発 酵 、 搾 油 、 熱 分 解 な ど に よっ て 作ら れ た 燃料 。 

2 再生 可能 エネ ルギー 固定 価格 買取 制度 : 平成 23 年 (2011 年 ) 8 月 26 日 に 成立 し た 「 電 気 事業 者 に よる 再生 可能 エネ ルギー 電気 
の 調達 に 関す る 特別 措置 法 」 に より 、 再 生 可 能 エ ネル ギー 源 (太陽 光 、 風 力 、 水 力 、 地 熱 、 バ イオ マス ) を 用 いて 発電 され た 電気 
を 、 一 定 の 期間 ・ 価 格 で 電気 事業 者 が 買い 取る こと を 義務 付け る も の で 、 平 成 24 年 7 月 1 日 か ら 制度 開始 。 

海洋 エネ ルギー : 海洋 が 持つ エネ ルギー 資源 で 、 波 力 、 風 力 、 潮 汐 、 潮 流 、 海 洋 温度 差 な ど 。 

1 洋上 風力 発電 : 集合 型 の 風力 発電 所 で 、 複 数 の 風 カ ター ビン を 1 ヶ所 に 設置 し 発電 する 施設 。 
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の 可能 性 に つい て 検討 し て いく 必要 が あり ます 。 


県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 








① 


ー に 関す る 新た な 取組 を 支援 し ます 。 


太陽 光 、 風 力 、 バ イオ マス な どの 再生 可能 エネ ルギー の 導入 の 促進 

県 北 圏 城 の 豊富 な 再生 可能 エネ ルギー で ある 太陽 光 、 風 力 、 バ イオ マス な どの 活用 を 促進 
する た め 、 管 内 市 町 村 と 連携 し て 事業 者 等 の 取組 を 支援 し ます 。 

災害 時 に お いて も 、 地 域 が 一 定 の エネ ルギー を 賭 え る よう 、 再 生 可 能 エ ネル ギー を 活用 し 
た 自立 ・ 分 散 型 の エネ ルギー 供給 体制 の 構築 に 向け た 市 町 村 等 の 取組 を 支援 し ます 。 

大 学 や 企業 等 の 関係 者 と 連携 し な が ら 、 海 洋 エネ ルギー の 実用 化 に 向け た 取組 を 支援 し ま 
す 。 

再生 可能 エネ ルギー の 利 活 用 の 促進 

再生 可能 エネ ルギー の 固定 価格 買取 制度 等 の 活用 を 促し な が ら 、 太 陽光 、 風 力 等 の 再生 可 
能 エ ネル ギー の 利用 拡大 を 図り ます 。 
管内 市 町 村 や 関連 事業 者 と 連携 し な が ら 、 地 域 新 電力 会 社 の 設立 な どの 再生 可能 エネ ル ギ 





































































































































































































公共 施設 等 で の 再生 可能 エネ ルギー の 利 活用 を 促し 、 県 北 贈 域 内 に お ける 利用 を 推進 し ま 














す 





太陽 光 や 風力 な ど 発 電 施 設 の 立地 や 新規 事業 者 の 参入 に 併せ 、 再 生 可 能 エ ネル ギー 関連 産 
業 の 創出 や 関係 人 材 の 育成 な ど 、 地 域 の 活性 化 に 向け た 取組 を 支援 し ます 。 

再生 可能 エネ ルギー 資源 を 生か し た 地域 づく り 

県 北 圏 城内 の 住民 を 対象 に 、 再 生 可 能 エ ネル ギー を 学ぶ 機会 を 創出 し 、 住 民 の 再生 可能 エ 
ネル ギー に 対す る 理解 を 深め る 取組 を 展開 し ます 。 

県 北 圏 域 に お ける 再生 可能 エネ ルギー に 関す る 状況 や 取組 を 管内 に 周知 し 、 圏 城 が 一 体 と 
な っ て 再生 可能 エネ ルギー の 取組 を 推進 し て いく 機運 を 醸成 し ます 。 
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8 工程 表 ( 4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
AMANO ~2018 2019 2020 2021 2022 
① 太陽 光 、 風 力 、 バ イオ マス な どの 再生 














































































































































可能 エネ ルギー の 導入 の 促進 
目標 再生 可能 エネ ル に ee 
・ 再 生 可能 エネ ルギー 導入 に 係る 講演 会 の 参加 ギー 導入 に 係る NT I 
人 数 (人 ) 勉強 会 の 開催 係る 研究 会 の 設置 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 

一 50 50 50 50 ee Se 

村 と 連携 し た 到 

現状 値 は 2017 年 の 値 0 



































・ 分 散 型 エネ ルギー 供給 体制 の 
+ た 取組 へ の 参加 a 支 












































に よる 、 海 洋 エ ネル ギー の 共同 1 
用 化 に 向け た 取組 へ の 支援 









































② 再生 可能 エネ ルギー の 利 活用 の 促進 














































































































































































































村 一 
PE nn i 再生 可能 エネ ルギー 利 活 | 
等 崔 回 类 活用 に 係 生 
等 の 開催 回 数 (回 ) MM 区 に 係る 研究 会 の 設置 
現状 値 | 2019 2020 勉強 会 の 開催 
ー 2 2 














































現状 値 は 2017 年 の 値 生 可 能 エ ネル ギ 























ー の 利 活用 に 係る 取組 へ の 支援 
























































施設 や 産業 分 野 に お ける 
の 導入 促進 





生 可 能 エ ネル ギー 















































③ 再生 可能 エネ ルギー 資源 を 生か し た 

地域 づく り 再生 可能 エネ ル 
標 ギー 資源 を 生か 生 可能 エネ ルギー 循環 に 
・ (再掲) 再生 可能 エネ ルギー 導入 に 係る 講演 会 し た 地域 づく り | 係る 研究 会 の 設置 
人 に 係る 勉強 会 の 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 開催 

= 50 50 50 50 
現状 値 は 2017 年 の 値 
















































































































































































生 可 能 エ ネル ギー に 関す る 情報 発信 

















県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
| (県 民 ) 

・ 住 宅 用 太陽 光 パ ネル の 設置 な ど 、 地 域 資源 を 活用 し た 再生 可能 エネ ルギー の 導入 
(事業 者 等 ) 

・ 地 域 に 根ざし た 再生 可能 エネ ルギー の 導入 
・ 再 生 可 能 エ ネル ギー の 新 技術 開発 や 実用 化 、 製 品 開発 
「 能 エネ ルギー に 関連 する 新た な 事業 の 創出 































































































・ 再 生 可 能 ニ エネ ルギー の 率先 導入 
・ 地 域 に 根ざし た 再生 可能 エネ ルギー の 導入 支援 、 普 及 啓発 の 実施 


























【 関 連 す る 計画 】 

・ 岩 手 県 地球 温暖 化 対 策 実行 計画 (計画 期間 平成 23 年 度 (2011 年 度 ) て 2020 年 度 ) 

・ 岩 手 県 海 準 エネ ルギー 関連 産業 創出 ビジ ョ ン 
(計画 期間 平成 3 年度 (2018 年 度 ) 一 2020 年 度 ) 
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【 振 興 施策 の 基本 方 向 】 


誇れる 北 い わ て の 地域 資源 を 生か し た 産業 が 展開 し 、 


意欲 を 持っ て 働け る 地域 





地域 の 中 核 と な る 経営 体 の 育成 や 担い 手 の 確保 ・ 育 成 、 農 林 水 産物 の 生産 
性 向上 や ブラ ンド 化 な ど に よる 高 付加 価値 化 と 販路 拡大 の 取組 を 進め る と 


と も に 、 地 域 の 特性 を 生か し た 体験 ・ 


ます 
まだ 産学 


交流 型 観 光 や 食 産業 振興 の 取組 を 進め 


官 が 連携 し た 企業 支援 を 展開 し 、 ア パレ ル な ど 特 徴 的 な 産業 の 


認知 度 向上 や も の づく り を 担う 人 材 の 育成 を 進め る と と も に 、 県 や 市 町 村 な 


どの 関係 機関 が 一 体 と な っ て キャ リア 教育 


介し ます 。 


【 県 北 圏 域 重点 指標 】 


農 畜 産物 の 販売 額 


E 度 目標 値 


























839 


872 


2020 


880 


888 


に 取り 組み 、 若 者 の 地元 就職 を 促 




















896 





木材 生産 額 (推計 ) 











2, 842 (2016) 


2, 852 (2018) 


2, 871 (2019) 


2, 880 “2020) 


2, 900 (2021) 





主要 特 用 林产 物 生产 额 ( 推 
计 ) 




















760 (2016) 


929 (2018) 


939 (2019) 


945 (2020) 


955 (2021) 





④ 漁業 生産 額 





63.7 


64.5 (2018) 


65. 3 (2019) 


66. 1 (2020) 


66. 9 (2021) 





⑤ 食料 品 製造 業 の 製造 品 出 
荷 额 等 








779 (2016) 


794 (2018) 


802 (2019) 


810 (2020) 


818 (2021) 





⑥ 製造 品 出荷 額 等 (食料 品 製 
造 業 及び 繊維 工業 を 除く ) 








452 (2016) 


461 (2018) 


466 (2019) 


471 (2020) 


475 (2021) 





⑦ 繊維 工業 の 製造 品 出荷 額 




















45 (2016) 


46 (2018) 


46 (2019) 


47 (2020) 


47 (2021) 





⑧ 観光 入 


客数 (延べ 人 数 ) 





272 


254 


251 


259 





⑨ 県 北 圏 域 高 座 者 の 管内 就 
職 率 

















※1 上記 の 表 中 、 右 上 に ( ) を 
※2 指標 の 目標 値 設定 の 考 

















43.0 





47. 0 





47. 0 








けし た 数 値 は 、 表 頭 の 年 
え 方 に つい て は 、 人 巻末 資料 に 掲載 し て いま す 。 
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度 以外 の 年 度 の 実績 値 駐 は 














47. 0 





標 値 を 示し て いま す 。 













































































































































































重点 施策 項 具体 的 推進 方 策 
8 北 い わ て の 農 畜 産物 の ブラ |① ーー 営 体 や 新規 就農 者 等 の 確保 ・ 育 成 
ンド を 確立 し 、 多様 な スタ イル | ② 営農 の 効率 化 等 に 向け た 基盤 整備 や 農地 の 集積 ・ 集 約 化 
で いき いき と 暮らせ る 農村 を |⑨⑧ 高度 な 生産 技術 や 安全 ・ 安 心 を 確保 する 取組 等 の 導入 ・ 
つく り ま す 普及 
由 県 北 圏 域 な ら で は の 農 畜 産物 の 新た な 販路 の 開拓 等 の 
促進 
⑤⑥ 地域 ぐる み の 活 動 を 通じ た 魅力 ある 農村 づく りや や 交流 
の 推進 
9 地域 材 や 特 用 林産 物 の 生産 |① 意欲 と 能力 の ある 林業 経営 体 の 育成 林業 技術 者 の 育 
体制 の 強化 と 需要 拡大 に 取り 成 、 確 保 








組み ます 











② 森林 整備 に よる 適切 な 資源 の 管 珈 



























































E と と も に 、 地域 材 の 安 





































































































































































































































































































































































































































































































定 供給 や 利用 拡大 の 取組 を 促進 
@ 木炭 、 載 し いた け 、 生 漆 の 生産 や 流通 の 体制 強化 を 推進 
10 担い 手 の 確保 ・ 育 成 や 漁業 生 | ① 漁業 担い 手 の 確保 ・ 育 成 
産 量 の 回 復 ・ 向 上 を 進め ます ② 漁業 生産 量 の 回 復 ・ 生 産 性 向上 
③ 生産 物 の 付加 価値 向上 ・ 販 路 拡 大 
由 漁港 等 の 整備 
11 北 い わ て の 魅力 ある 食材 を |① 事業 者 の 経営 課題 に 応じ た 支援 
生か し た 食 産業 を 盛ん に し ま |② 北 い わ て 食材 の 認知 度 向上 
す ③ 食 産 業 を 担う 人 材 の 育成 
④ 安全 ・ 安 心 を 支え る 体制 の 整備 
12 アパ レル 産業 な ど 高 い 技術 | ① 企業 の 経営 課題 に 応じ た 支援 
カカ を 有する も の づく り 産 業 を 1② 地域 の 特徴 的 な 産業 の 振興 
盛ん に し ます ③ も の づく り を 担う 人 材 の 育成 
④ 地域 の 特性 を 生か し た 事業 活動 へ の 支援 や 企業 誘致 の 
促進 
13 隣接 圏 域 等 と 連携 し た 広域 |① 特色 ある 地域 資源 を 活用 し た 観光 の 推進 
観光 を 進め ます © ーー 
③ 広域 連携 の 強化 及び 情報 発信 に よる 誘客 の 促進 
14 雇用 環境 の 改善 と 若年 者 な |① 働き 方 改革 の 促進 等 に よる 雇用 キー 
どの 就業 支援 を 進め ます ② 関係 機関 と の 連携 に よる 若者 の 地元 就職 や 職場 定着 の 
促進 























40 





誇れる 北 い わ て の 地域 資源 を 生か し た 産業 が 展開 し 、 意 


欲 を 持っ て 働け る 地域 


国 8 北 い わ て の 農 畜 産物 の ブラ ンド を 確立 し 、 多様 な 
一 スタ イル で いき いき と 暮らせ る 農村 を つく り ま す 








(基本 方 向 ) 
経営 感覚 に 優れ た 経営 体 や 新規 就農 者 を 確保 ・ 育 成す る と と も に 、 生産 基盤 の 整備 や 高度 な 生 




















産 技術 の 導入 等 に よる 生産 性 の 向上 、 農 畜 産物 の プラ ンド 化 、 魅力 ある 農村 づく りな ど に 取り 組 
み ま す 。 





現状 と 課題 
県 北 地域 は 、 治 岸部 か ら 内 陸 山 間 部 まで 東西 に 広く 、 上 夏 李 冷涼 な 気候 や 豊富 な 草地 な ど を 
活用 し 、 治 岸部 で は ほう れん そう や 菌 床 しい たけ 、 内 陸 部 で は レタ ス ・ き ゅ うり ・ 果 実 や 雑 
穀 、 地 域 全域 で 酷 農 ・ 養 豚 ・ ブ ロイ ラー 等 、 県 内 有数 の 産地 が 形成 され て いま す 。 
酷 農 、 養 豚 、 菌 床 し いた け で は 、 県 内 で も トッ プク ラス の 大 規模 な 経営 が 営ま れ て いま す 。 
農 畜 産物 販売 額 は 、 豚 肉 ・ 肉 用 子 牛 価格 の 高値 推移 や 酷 農 経 営 の 規模 拡大 、 菌 床 し いた け 
の 新規 栽培 者 の 増加 ・ 規 模 拡大 に より 増加 傾向 に あり ます 。 
一 方 、 野 菜 、 果 樹 等 の 園芸 で は 、 高 齢 化 や 労働 力 不足 の 影響 に より 販売 額 は 減少 し て いま 
す 。 
高齢 化 等 の 進行 に より 、 今 後 、 農 業 従事 者 の 減少 が 見 込ま れる こと か ら 、 新 規 就農 者 を 確 
保 ・ 育 成す る と と も に 、 産 地 を けん 引 す る 経営 感覚 に 優れ た 経営 体 を 着実 に 育成 し て いく 必 
要 が あり ます 。 
基盤 整備 地区 で は 、 集落 営農 組織 や 担い 手 の 経営 確立 に 向け 、 農地 の 集積 ・ 集 約 化 が 進み 、 
高 収益 品目 の 導入 等 も 行わ も れ も て いま す 。 
また 、 畑 地 か ん が い 地 区 で は 、 か ん 水 に より 、 天 候 に 左右 され ず 、 レ タス 、 り ん ご 、 お う 
と う ! 等 の 安定 生産 が 確保 され 、 収 量 増 加 や 品質 向上 等 が 実現 し て いま す 。 
生産 面 で は 、 こ れ ま で 機械 化 等 に よる 省力 化 ・ 低 ュ コス ト 化 が 進展 し て いま す が 、 労 働 力 不 
足 等 に 対応 する た め 、 新 た な 生産 技術 の 導入 や 安全 ・ 安 心 を 確保 する 取組 の 普及 等 に より 、 
一 層 の 生産 性 ・ 収 益 性 の 向上 が 必要 と な っ て いま す 。 
販売 面 で は 、 り ん ご 「 冬 恋 」 や 「 い わ て 短 角 和牛 」 な ど 、 県 北 地 域 な ら で は の 高 品 
産物 の 知名 度 向上 や 消費 拡大 の 取組 に より ブラ ンド 化 が 期待 され て いま す 。 
農村 地域 の 人 口 減少 や 高齢 化 の 進行 等 に より 、 地域 の 活力 低下 や 農村 の 持つ 多面 的 機能 * の 
低下 が 懸念 され て お り 、 農 村 景 観 や 農用地 ・ 水 路 等 の 地域 資源 の 維持 保全 等 に 地域 ぐる み で 
取り 組む 必要 が あり ます 。 






































































































































委 众 农 冀 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 経営 感覚 に 優れ た 経営 体 や 新規 就農 者 等 の 確保 ・ 育 成 





! お うと う : さく らん ぼ の 正 式 な 名 称 。 
2 農村 の 多面 的 機能 : 国土 の 保全 ・ 水 源 の か ん 養 ・ 自 然 環境 の 保全 ・ 良好 な 景観 の 形成 ・ 文 化 の 伝承 な ど 、 農 村 で 農業 生産 活動 が 
行わ れる こと に より 生ずる 、 食 料 そ の 他 の 農産 物 の 供給 の 機能 以外 の 多面 に わた る 機能 。 
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大 規模 経営 体 な ど 先導 的 な 経営 体 の 経営 発展 に 向け 、 関 係 機関 等 が 一 体 と な り 、 経 営 戦 略 
の 作成 と 実践 、 規 模 拡大 や 多角 化 等 の 重点 的 な 支援 に 取り 組み ます 。 

「 地 域 農 業 マ スタ ー プ ラン "」 に 位置 づけ られ た 地域 の 中 心 と な る 経営 体 (中 心 経営 体 ) を 
認定 農業 者 へ 誘導 する と と も に 、 農 福 連 携 な どの 労働 力 不足 に 対応 し た 体制 を 整え 、 経 営 規 
模 の 拡大 を 支援 し ます 。 

・ 商業 種 と の 連携 等 に より 半 農 半 X* な ど 就 農 希 望 者 の 求め る 多様 な 営農 スタ イル に 応じ た 受 
入 体制 の 充実 を 図る と と も に 、 就 農 準 備 か ら 経 営 確立 まで の 発展 段階 に 応じ た 生産 技術 や や 経 
営 力 向 上 に 取り 組み ます 。 

女性 農業 者 の 経営 参画 や ネッ トワ ー ク づく りな ど 、 多 様 な 担い 手 の 取組 を 促進 し ます 。 
② 営農 の 効率 化 等 に 向け た 基盤 整備 や 農地 の 集積 ・ 集 約 化 

・ 中 山間 地域 等 に お ける ほ場 整備 や 畑地 か ん が い 施 設 整 備 等 の 生産 基盤 整備 を 進め 、 営 農 の 
効率 化 を 図る と と も に 、 既 存 施設 の 老朽 化 対 策 を 進め ます 。 

意欲 的 な 農業 者 や 集落 営農 組織 の 経営 発展 に 向け 、 施設 の 整備 や 機械 の 導入 を 支援 し ます 。 

農地 中 間 管理 事業 "等 を 活用 し た 農地 の 集積 ・ 集 約 化 な ど に より 、 地 域 に お ける 効率 的 な 営 
農 の 展開 を 図り ます 。 
③ 高度 な 生産 技術 や 安全 ・ 安 心 を 確保 する 取組 等 の 導入 ・ 普 及 

・ 米 、 園 芸 、 雑 穀 等 で は 、 高い 技術 カカ を 有する 生産 者 と の 協 働 指 導体 制 に よる 生産 性 の 向上 、 
新品 目 の 導 入 等 に 取り 組み ます 。 

さら に 、 情 報 通信 技術 (I C 十 )、 環 境 制 御 技術 、 機 械 化 一 貫 体系 や カイ ゼン "等 の 導入 を 
図り 、 省 力 化 や 低 コ スト 化 等 を 促進 し ます 。 

酷 農 、 肉 用 邊 で は 、 飼 料 生産 及び 飼養 管理 の 省力 化 や 生産 コス ト の 低減 を 図る た め 、TM 
R セ ンタ ー'、 コ ント ラク ター“ な どの 外部 支援 組織 の 体制 強化 や 、 キ ャ トル セン ター の 整備 
を 支援 する と と も に 、 耕 畜 連 携 に よる 稲 発酵 粗飼料 等 の 利用 拡大 を 推進 し き 

さら に 、GPS 活 用 に よる 粗飼料 生産 の 効率 化 ・ 省 力 化 、 発 情 発見 装置 等 の 情報 通信 技術 

(I CT) の 導入 を 促進 し 、 分 學 間 隔 の 短縮 や 乳質 改善 及び 乳 量 増加 に より 生産 性 の 向上 を 
図り ます 。 

高 品 質 か つ 安 全 ・ 安 心 な 農 畜 産物 の 生産 を 推進 する た め 、 生 産 者 の 農業 生産 工程 管理 (G 

AP”) 等 の 普及 ・ et お 
また 、 養 豚 、 ブ ロイ ラー に つい て は 、 家 畜 防 疫 体制 の 徹底 を 図る と と も に 、 家 畜 排 せつ 物 
処理 の 高度 化 等 、 Op iene 
④ 県 北 圏 域 な ら で は の 農 畜 産物 の 新た な 販路 の 開拓 等 の 促進 
りん ご 「 冬 恋 」、 や ま ぶ ど う 、 酒 人 造 好適 米 、 雑 尊 、「 い わ て 短 角 和牛 」 な ど 、 消 費 者 や 加工 事 
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3 地域 農業 マス ター プラ ン : 集落 ・ 地 域 が 抱 そ える 人 と 農地 の 問題 を 解決 する た め 、5 年 後 、10 年 後 ま で に 、 誰 が どの よう に 農地 を 
使っ て 農業 を 進め て いく の か 、 地 域 の 話合い に 基づき 市 町 村 が と り ま と め 策 定 する 計画 。 

1 半 農 半 X : 生活 の 半分 は 農業 を 行い 、 半 分 は 自分 の 得意 な 仕事 な ど を 行う と いう ライ フス タイ ル 。 
5 農地 中 間 管 理事 業 : 担い 手 へ の 農地 集積 ・ 集 約 化 に より 、 農 地 の 有 効 利 用 や 農業 経営 の 効率 化 を 進め る た め 、 農 地 中 間 管理 機構 
が 、 農 地 の 借 受け ・ 貸 付け 、 管 理 、 基 盤 整 備 等 に よる 利用 条件 の 改善 を 行う 仕組 み 。 
5 カイ ゼン : 自動 車 の 製造 で 培っ た トヨ タ 生 産 方 式 に 基づく 、 ム ダ の 削減 、4S (整理 ・ 整 頓 ・ 清 掃 ・ 清 潔 ) ・ 見 える 化 、 改 善 活動 
等 の 現場 改善 に より 、 作 業 の ムダ を 排除 し 経営 の 効率 化 や 収益 性 の 向上 を 目指 す も の 。 

” TMR セン ター : 粗 飼料 と 濃厚 飼料 等 を 適切 な 割合 で 混合 し 、 乳 生 の 養分 要求 量 に 合う よう に 調製 し た 飼料 (TMR : Total Mixed 
Rations) を 地域 の 酷 農家 に 供給 する 組織 。 
8 コン トラ クタ ー : 労力 や 飼料 生産 機械 に 余裕 の ある 飼料 生産 機械 利用 組合 等 が 中 心 と な り 、 近 隣 の 畜産 農家 等 の 飼料 生産 を 請け 
負う 組織 。 
9 キャ トル セン ター : 子 和牛 ( 貴 育 ・ 育 成 ) や 繁殖 雌 和牛 (分娩 等 ) を 集中 管理 する た め の 共 同 利用 施設 。 農 家 は 、 和 牛 を 一 定期 間 ま と 
め て 施設 に 預け る こと で 肉 用 和牛 生産 に 係る 労力 を 軽減 する と と も に 、 飼 養 頭数 の 増 頭 を 図る こと が で きる も の 。 

0 GAP : 農業 者 自ら が 、 栽 培 準 備 か ら 出 荷 ・ 調 製 まで の 各 段 階 で 、 記 録 、 点 検 ・ 評 価 に より 、 食 品 安全 、 届 境 保全 、 農 産物 の 品 
質 、 労 働 安 全 等 を 改善 する 生産 工程 管理 手法 。 
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業者 の ニー ズ に 応じ た 農 畜 産物 の 販路 拡大 や 、 生 産 者 自ら が 取り 組む イメー ジア ッ プ や プラ 


ンド 化 に 向け た 取組 を 支援 し ます 。 
また 、 久 慈 ・ 宮 古 地域 が 連携 し 、「 い わ て 短 角 和牛 」 の 安定 生産 と 販路 拡大 の 取組 を 強化 し 















































三陸 沿岸 道路 等 の 新た な 物流 ルー ト の 活用 や 、 高 速 路線 バス へ の 「 貨 客 混 載 」 等 に より 、 
新鮮 な 農産 物 等 を 消費 地 に 直送 する 取組 を 促進 し ます 。 
地域 ぐる み の 活 動 を 通じ た 魅力 ある 農村 づく りや 交流 の 推進 
多面 的 機能 支払 や 中 山間 地域 等 直接 支払 な ど を 活用 し た 農村 景観 や 農地 ・ 農 業 用 施設 の 保 
全 、 荒 廃 農 地 の 発 生 防止 等 の 活動 を 促進 し ます 。 

食 文 化 を は じ め と する 地域 資源 を 活用 し 、 体 験 型 教育 旅行 の 受入 れ を 中 心 と し た グリ ー 
ン ・ ツ ー リ ズム を 促進 する と と も に 、 交流 イ ベン ト の 開催 や 郷土 食 の 伝承 活動 等 を 通じ て 、 
県 北 地域 の 魅力 を 発信 し 、 都 市 住民 等 の ファ ン 拡 大 を 図り ます 。 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 

















































































































































































































一 2018 2019 2020 2021 2022 
① 経営 感覚 に 優れ た 経営 体 や 新規 就農 
者 等 の 確保 ・ 育 成 先導 的 な 経営 体 の 規模 拡大 等 の 支援 
站 标 ーー 党 了 規模 拡大 や 多角 化 等 の 経営 の フォ 
・ 農 畜産 物販 売 額 1 千 万 円 以上 の 経営 体 数 等 支援 実践 へ の 重点 的 な 支援 コゲ | 
(経営 体 ) 
ER 時 模 等 の た め の 補 助 ・ 融 資 の 活用 等 に る アド バ 
547 563 571 579 587 
現状 値 は 2017 年 の 値 
・ 新 規 就農 者 数 (人 ) 多様 な 営農 スタ イル で 次 代 を 担う 新規 就農 者 等 の 確保 ・ 育 成 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 a 国 の 制度 等 を 活用 し た 就農 
35 40 40 40 40 準備 や 経営 開始 の 支援 
現状 値 は 2017 年 の 値 


























発展 段階 (就農 準備 一 経営 確立 ) に 応じ た 取組 支援 
(技術 ・ 経 営 力 向 上 、 女性 の 経営 参画 、 ネ ットワーク づく り ) 

















② 営農 の 効率 化 等 に 向け た 基盤 整備 や 
農地 の 集積 ・ 集 約 化 
上 標 
・ 水 田 整備 面積 (ha) 【累计 ] 調査 計画 
现状 2019 2020 2021 2022 
3 268 317 332 360 
状 値 は 2017 年 の 値 
凶 か ん が い 面 積 (ha) [累計 ] 
状 値 | 2019 2020 2021 2022 
1 | 1415 | 1,426 | 1.437 | 1.447 
状 値 は 2017 年 の 値 


③ 高度 な 生産 技術 や 安全 ・ 安 心 を 確保 す 
る 取組 等 の 導入 ・ 普及 園芸 品目 等 の 生産 性 向上 の た め の 技 術 普及 


目標 新 技術 等 の 導入 ・ 実 証 実証 技術 の 普及 技術 の 定着 


・ 園 芸 主要 品目 の 経営 体 当たり H 
現状 値 | 2019 | 2020 高い 技術 E 産 者 と の 協 働 ( 生 産 性 向上 、 新品 


100 102 105 106 

※ 現 状 値 (2017) を 100 と し て 各 品 目 の 値 を 
現状 値 は 2017 年 の 値 和 
・ 繁 殖 生 の 平均 分 妖 間 隔 
現状 値 2019 2020 
417 41 408 
現状 値 は 2017 年 の 値 
・ 経 産生 1 頭 当 た り 出 荷 乳 量 


状 値 | 2019 2020 2021 
























































































































































農地 中 間 管理 事業 
















































































































































































































































































課題 の 洗 H 







































































乳質 改善 に 向け た 支援 

















0 8, 690 8, 710 8, 730 
現状 値 は 2017 年 の 値 
・GAP の 認証 取得 等 組織 数 
(経営 体 ・ 団 体 ) 【累计 ] GAP 等 の 取組 推進 


































































































状 値 | 2019 2020 2021 2022 
3 10 13 16 
は 2017 年 の 値 


取組 方 針 作成 段階 に 応じ た 実践 支援 


F 小 家畜 の 防疫 体制 徹底 
対応 方 針 作成 演習 実施 ・ 検 証 ・ (方 針 べ へ の フィ ー ド バッ ク ) 
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工程 表 (4 年間 を 中 心 と し た 取組 ) 
~2018 2019 2020 2021 2022 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


④ 県 北 圏 城 な ら で は の 農 畜 産物 の 新た 
な 販路 の 開拓 等 の 促進 



















































































































































5 ブラ ンド 農 畜 産物 の 販路 拡大 
・ 県 北 圏 域 な ら で は の 農 畜 産物 の 販売 額 
es 9) 販売 戦略 の 販路 拡大 の 実践 支援 評価 ・ 検 証 、 戦 略 へ 
- 検討 ・ 作 成 (PR・ マ ッ チ ング 等 ) の フィ ー ド バッ ク 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
404 433 438 442 448 
現状 値 は 2017 年 の 値 


















⑤ 地域 ぐる み の 活 動 を 通じ た 魅力 ある 
曲 し ~ 

OE 茂 の 協定 等 に 基づく 共同 活动 
た と マー : っ = ビ 8 在 等 或 の 合 成 之 締結 等 の 支援 

・ 農地 等 保全 活動 協定 面積 (ha) 于 制度 和 eS ea 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
4, 550 4, 620 4, 670 4, 720 4, 770 
蜗 状 值 叶 2017 年 D 值 。 都市 農村 交流 の 推進 
es de te i 受 教育 旅行 の 受入 れ 、 交 流 イ ベン ト の 開催 
2019 | 2020 2021 2022 整備 ・ 充 実 (魅力 の 発信 、 都 市 住民 等 の ファ ン 拡 大 ) 
37, 6 38, 400 | 38, 800 | 39, 200 | 39, 600 









































































































































































































現状 値 は 2017 年 の 値 














県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
(農業 者 ) 

・ 農 畜産 物 の 生産 ・ 販 売 

・ 高 度 な 技術 ・ シ ステ ム 等 の 導入 

・ 基 盤 整 備 に 向け た 集落 内 の 合意 形成 
・ 農 村 環 境 保全 等 の 地域 活動 の 実践 
(市 町 村 ・ 団 体 等 ) 
・ 担 い 手 の 経 営 発展 や 新規 就農 者 の 確保 支援 
・ 集 落 に お ける 合意 形成 の 促進 

・ 生 産 技術 ・ シ ステ ム 等 の 導入 支援 

・ 地 域 の 農 畜産 物 の 情報 発信 や 販売 促進 

・ 農 村 環 境 保全 等 の 地域 活動 の 実践 支援 






































































































































【 関 連 す る 計画 】 

・ 久 慈 地方 新規 就農 者 確保 ・ 育 成 ア クシ ョ ンプ ラン 

(計画 期間 平成 27 年 度 (2015 年 度 ) 2019 年 度 ) 

・ 二 戸 地 方 農業 担い 手 育成 プラ ン (計画 期間 2019 年 度 一 2022 年 度 ) 

慈 地方 ほう れん そ 2 う 実 践 プラ ン (計画 期間 2019 年 度 一 2022 年 度 ) 

・ 二 戸 地方 園芸 振興 プラ ン (計画 期間 2019 年 度 一 2022 年 度 ) 

・ 久 慈 地 方 肉 用 牛 振 興 ア クシ ョ ンプ ラン (計画 期間 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) ~2020 年 度 

・ 二 戸 地 方 肉 用 邊 振興 アク ショ ンプ ラン (計画 期間 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) ~2020 年 度 ) 
) 
) 
































































































































・ 入 慈 地方 酷 農 振興 アク ショ ンプ ラン (計画 期間 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) て 2020 年 度 
・ 二 戸 地 方 酷 農 振興 アク ショ ンプ ラン (計画 期間 了 
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成 30 年 度 (2018 年 度 ) て 2020 年 度 
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誇れる 北 い わ て の 地域 資源 を 生か し た 産業 が 展開 し 、 


意欲 を 持っ て 働け る 地域 


9 地域 材 や 特 用 林産 物 の 生産 体制 の 強化 と 需要 拡大 
に 取り 組み ます 。 











(基本 方 向 ) 
地域 の 森林 整備 を 担う 意欲 と 能力 の ある 林業 経営 体 を 育成 し 、 適 切な 森林 整備 を 促進 し ます 。 
また 、 多 様 な 木材 需要 に 対し 適切 に 対応 で きる 木材 生産 体制 を 強化 し ます 。 
































特 用 林産 物 ! の 安定 的 な 生産 活動 が 維持 され る よう 、 木 炭 の 生産 体制 や ブラ ンド カカ の 強化 と 乾 
し いた け の 新た な 販路 の 確保 等 に 向け た 取組 を 促進 し ます 。 

また 、 文 化 財 の 修復 等 に よる 需要 が 増大 する 生 漆 ? に つい て 、 他 圏 域 と の 連携 を 進め な が ら 質 
の 高い 漆 資 源 の 確保 を 促進 し ます 。 















































現状 と 課題 

森林 経営 計画 制度 の 運用 に よる 適切 な 資源 管理 と 効率 的 な 木材 生産 の 実現 に 、 意 欲 と 
能力 の ある 林業 経営 体 等 が 、 森 林 所 有 者 ( oe A re 
まとめ 、 施 業 の 集約 化 を 進め て いく こと が 必要 で す 。 

県 北 圏 城 に 加え 、 県 南 圏 域 や 隣接 する 青森 県 南 地域 に 大 型 の 木材 加工 等 施設 が 立地 し 、 木 
材 の お う 盛 な 需要 が 続い て いる こと か ら 、 森 林 の 公益 的 機 ee 用 に 配慮 し な が 
ら 、 用 途 に 応じ た 地域 材 利用 の 促進 と 安定 供給 体制 の 強化 が 必要 で す 。 

県 北 剛 域 は 、 豊 富 な 広葉 樹 資 源 を 活用 し た 木炭 、 乾 し いた け 、 生 漆 等 の 特 用 林産 物 の 生産 
が 盛ん で 、 質 ・ 量 と も に 国内 有数 の 産地 を 形成 し て いる こと か ら 、 経 営 の 安定 化 な ど 生 産 振 
興 に 取り 組ん で いく こと が 必要 で す 。 

木炭 は 、 生 産 者 価格 の 安定 な ど 、 生 産 者 が 安定 的 に 経営 で きる 体制 づく り に 取り 組む 必要 





































































































が あり ます 。 

乾 し いた け は 、 質 の 高い 温 し いた け を 消費 者 に 届け る た め の 販 売 促進 や 消費 拡大 に 向け た 
oO 

原子 力 発電 所 事故 に 伴い 、 全 国 的 に 木炭 ・ 乾 し いた け の 原木 価格 が 上 昇 し 、 安 定 的 な 確保 
が 難し い 状況 と な っ て いま す 。 

また 、 乾 し いた け は 、 放 射 性 物質 の 影響 に より 安全 性 の 確認 を 継続 し て いく こと が 必要 と 
な っ て いま す 。 











生 深 は 、 文 化 財 の 修復 等 に よる 需要 の 増大 に 伴い 、 漆 林 の 健全 育成 に よる 資源 の 確保 等 生 
産 体 制 の 強化 が 求め られ て いま す 。 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 

① 意欲 と 能力 の ある 林業 経営 体 の 育成 や 林業 技術 者 の 育成 、 確 保 
意欲 と 能力 の ある 林業 経営 体 に よる 森林 経営 受託 の 促進 に 向け 、 技 術 研修 等 に より 、 施 業 
集約 化 の 実践 力 の 向上 に 取り 組み ます 。 






































! 特 用 林産 物 : 木材 を 除く きのこ 類 、 樹 実 類 、 山 菜 類 等 、 非 食用 の 生 深 及び 木炭 等 の 森林 原野 を 起源 と する 生産 物 の 総称 。 
2 生 深 : ウル シ の 木 か ら 採 取 し た 樹液 か ら 不 純 物 等 を 取り 除い た 状態 の も の で 、 精 製 前 の も の 。 
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地域 林業 の 次 代 を 担う 人 材 の 確保 ・ 育 成 の た め 、 新 規 就業 者 の 確保 や 中 核 的 林業 技術 者 の 
育成 に 取り 組み ます 。 
② 森林 整備 に よる 適切 な 資源 の 管理 よ と と も に 、 地 域 材 の 安定 供給 や 利用 拡大 の 取組 を 促進 
森林 の 多面 的 機能 の 持続 的 な 発揮 や 循環 利用 を 進め る た め 、 伐 採 跡 地 へ の 造林 や 間伐 等 の 
森林 整備 を 実施 し ます 。 
比較 的 起伏 が 小さ な 地形 が 多い 地域 特性 を 生か し 、 低 コス ト で 効率 的 な 木材 生産 を 進め る 
た め 、 林 道 な ど 路 網 の 整備 や 高 性 能 林業 機械 の 導入 に 取り 組み ます 。 
アカ マツ な どの 特色 ある 森林 資源 を 活用 し 、 付 加 価値 の 高い 家具 材 や 建築 材 な どの 利用 を 





























































































































促進 し ます 。 

市 町 村 や 関係 機関 と 連携 し 、 公 共 施設 等 に お ける 木材 利用 や 木質 バイ オマ ス の 熱 利用 等 の 
取組 を 促進 し ます 。 

新た な 森林 管理 シス テム * に より 、 市 町 村 が 行う 森林 整備 な どの 取組 を 支援 し ます 。 





新 技 術 を 活用 し た スマ ー ト 林業 手法 の 導入 に 向け て 取り 組み ます 。 
・ 海岸 防災 林 の 再生 に よる 機能 の 早期 発現 と 治山 施設 の 整備 な ど に よる 山地 災害 対策 の 推進 
に 取り 組み ます 。 

③ 木炭 、 乾 しい たけ 、 生 漆 の 生産 や 流通 の 体制 強化 を 推進 

地理 的 表示 (GI ) 保護 制度 *! の 活用 な ど に よる 「 岩 手 木炭 」 の ブラ ンド カカ の 強化 を 進め 、 
木炭 生産 者 の 経営 安定 化 に 取り 組み ます 。 

乾 し いた け の 安定 生産 の た め の 技 術 力 の 向上 や 原木 の 安定 的 な 確保 を 図る と と も に 、 多 様 
な 販路 の 確保 に 向け た 取組 を 推進 し ます 。 
・ 増大 する 需要 に 対応 可能 な 漆 資源 の 確保 に 向け た 植 栽 や 漆 林 の 整備 を 進め る と と も に 、 生 
深 生 産 を 支え る 人 材 の 育成 に 取り 組み ます 。 
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3 新た な 森林 管理 シス テム : 「 森 林 経 営 管理 法 」 (平成 30 年 (2018 年 ) 5 月 成立 ) に 基づき 、 経 営 管理 が 行わ れ も て いな い 森 林 に つ 
いて 、 市 町 村 が 仲介 役 と な り 、 森 林 所 有 者 と 林業 経営 体 を 繋ぐ 仕組 み 。 
+ 地理 的 表示 (G I ) 保護 制度 : 「 特 定 農林 水産 物 等 の 名 称 の 保護 に 関す る 法律 」 に 基づき 、 伝 統 的 な 生産 方 法 な ど に より 、 高 い 
品質 や 評価 を 獲得 し て いる 産品 を 登録 し 、 保 護 す る 制度 。 
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<2018 | 2019 2020 2021 2022 
① 意欲 と 能力 の ある 林業 経営 体 の 育成 
や 林業 技術 者 の 育成 、 確 保 地域 けん 引 意欲 と 能力 の ある 林業 経営 体 の 
村 型 林业 经 党 地 | 施業 集約 化 技術 の 向上 | 
・ 森 林 経 営 管理 制度 に 基づく 、 意 欲 と 能力 の あ | | 体 の 育成 育 に よる 技術 力 向上 生産 体制 の 強化 
る 林業 経営 体 の 累計 券 録 数 
i 地域 の 団体 (「 久 慈 地方 「 木 の 仕事 」 協 議会 」) や 





現状 値 2019 2020 2021 2022 事業 体 と 連携 し た 新規 就業 者 の 確保 し | 


= 10 11 12 13 
現状 値 は 2017 年 の 値 地元 高校 等 へ の 働き か け いわ て 林業 アカ デミ ー と の 連携 


こ な 資源 の 管 时 ーー 
5 UPP WP 新た a テム に よる 森林 整備 の 取組 の 支援 


取組 を 促進 森林 の 基礎 調査 | *| 経営 計画 の 作成 |*| 集約 化 施業 の 実施 
es ee 林道 な どの 路 網 の 計画 的 な 整備 
7 ボロ 时 m 

現状 値 2019 2020 
(2016) (2018) (2019) 
295 296 298 



































































































































休業 手法 導入 の 促進 





















































の 取組 


























木材 利 






























































治山 施設 の 整備 = 人 四谷 
























































































































































































































by 
ロロ \ ハ た な 
の 株 失 を 産 者 組 ||| 生産 者 組織 (「 北 いわ て 木炭 産業 振興 協議 会 」) 
4 に よる 地理 的 表示 (GI ) 保護 制度 を 活用 し た 
也 新た な 販売 の 取組 の 支援 
示 保 護 制 ロ 質 管 局 質 管理 安定 的 な 出荷 地 
2020 | 2021 | 2022 eg 品質 管 』 品質 管理 っ 出 
(2018) | (2019) | (2020) | 2021) 策 の 向 - 体制 の 確立 
3, 300 3, 300 3, 300 3, 300 承 大 に 向け た 販売 先 と の 調整 ・ マ ッ チ ング 
討 ・ 情 報 収集 の 支援 
菌 本 数 (千本 ) 




















2020 2021 原木 の 安定 確保 の 取組 の 支援 > 
(2019) | (2020) 
512 516 商談 会 へ の 参加 な ど 集 出荷 団体 に よる 
販路 拡大 の 取組 の 促進 





















































H 荷 本 数 (本 ) 
2019 | 2020 

































































10, 000 | 30,000 





販売 先 と の 調整 ・ マ ッ チ ング 
の 支援 
























































ょ 給 体制 の 深 林 新規 植 栽 
整備 の 確保 
理 担 い 手 管理 不足 の 漆 
の 育成 林 が 減少 
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県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
(森林 所 有 者 ・ 林 業 経営 体 ・ 団 体 ・ 生 産 者 ) | 
森林 経営 計画 の 作成 と 森林 施業 集約 化 の 推進 

新規 就業 者 の 確保 と 受け 入れ 体制 の 整備 

森林 整備 の 実施 


Gs 
















































































循環 利用 に 配慮 し た 低 コ スト で 効率 的 な 素材 生産 
生産 体制 の 整備 や 販路 の 拡大 
・ 生 産 技術 の 研 鐘 
ドロ ー ン に よる 森林 情 
市 町村 . 森林 管理 署 ) 
・ 市 町 村 森 林 整 備 計画 の 策定 と 実行 支援 
・ 林 産物 ・ 特 用 林産 物 の 生産 ・ 販 売 体制 強化 の 支援 
・ 公 共 施 設 の 木造 化 等 の 推進 
・ 木 質 バ イオ マス 利用 機器 の 導入 
| ・ 新 た な 森林 管理 レス テム に よる 森林 整備 等 の 推進 
| ・ 適 正 な 森林 経営 に 向け た 国有 林 ・ 民 有 林 の 連携 





























報 の 把握 な ど 、 新 技術 を 活用 し た スマ ー ト 林業 手法 の 積極 的 な 導入 


. . . . . . 
ーー 
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誇れる 北 い わ て の 地域 資源 を 生か し た 産業 が 展開 し 、 


意欲 を 持っ て 働け る 地域 


一 10 担い 手 の 確保 ・ 育 成 と 漁業 生産 量 の 回 復 ・ 向 上 を 


画 画 : 
画 進め ます 








(基本 方 向 ) 

東日本 大 震 災 津波 や 平成 28 年 台風 第 10 号 に よる 被害 で 減少 し た 水産 資源 の 回 復 に 努め 、 つ 
くり 育て る 漁業 の 高度 化 を 推進 し 、 圏 域 の 特徴 を 生か し た 採 介 藻 、 養 殖 、 漁 船 漁業 の 生産 性 向 
上 と 漁業 生産 額 の 回 復 を 図り 、 中 核 的 漁業 経営 体 ' の 育成 や 新規 就業 者 の 確保 ・ 育 成 に 取り 組み 






























































未 十， 

また 、 産 地 人 魚 市 場 を 核 と し た 高度 衛生 品質 管理 型 の 流通 ・ 加 工 体制 を 整備 し 、 安 全 ・ 安 心 な 
産地 づく り を 進め る と と も に 、 圏 域 の 水産 物 の 販 踏 拡大 や 付加 価値 の 向上 を 推進 し ます 。 

さら に 、 漁 港 施設 の 機能 強化 や 避難 誘導 対策 を 図る と と も に 、 計 画 的 な 保守 管理 を 進め ます 。 

































































現状 と 課題 
県 北 沿岸 8 漁業 協同 組合 の 正 組 合 員 数 は 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 発 災 以前 か ら 続 いて いる 高 
齢 化 に 震 災 の 影響 が 重なり 、 平 成 29 年 (2017 年 ) に は 1, 852 人 と 平成 21 年 (2009 年 ) (2, 169 
人 ) に 比べ 15% 減 少し て いま す 。 こ の た め 、 漁 業 協同 組合 や 市 町 村 等 と 連携 し 、 地 域 を けん 
引 す る 中 核 的 漁業 経営 体 の 育成 や 新規 就業 者 の 確保 ・ 育 成 な ど に 取り 組む 必要 が あり ます 。 
東日本 大 震 災 津波 や 平成 28 年 台風 第 10 号 に より 被災 し た サケ ・ マ ス さ ふ化 場 は 復旧 し まし た 
が 、 被 災 に より 稚魚 を 計画 どおり 放流 で き な か っ た 期間 が 生じ た た め 、 今 後 数 年 間 は 回 帰 尾 
数 の 減少 と 増殖 用 種 卵 の 不足 が 懸念 され る こと か ら 、 関 係 者 が 連携 し て 種 卵 の 確保 に 努め る 
必要 が あり ます 。 
東日本 大 震 災 津波 に より 被災 し た アワ ビ 、 ウ ニニ 種苗 生産 施設 は 復旧 し 、 放 流 数 は 発 災 前 の 
水準 まで 回 復 し ま し た が 、 放 流 資源 が 漁獲 され る まで に 数 年 を 要する こと に 加え 、 近 年 は 餌 
と な る 海藻 の 生育 が 不安 定 な こと か ら 、 資 源 回 復 に 向け 漁場 管理 を 強化 する 必要 が あり ます 。 
圏 域 の 特性 を 生か し た ワカ メ 、 コ ン ブ 、 ホ タテ ガイ の 生産 性 を 高め る と と も に 、 ナ マコ 、 
ホヤ 、 カ キ 等 の 生産 拡大 を 進め る 必要 が あり ます 。 
産地 魚 市 場 を 核 と し た 高度 衛生 品質 管理 を 推進 する 中 で 、 漁 船 に よる 漁獲 段階 の 取組 が 総 
じ て 遅 れ て いる こと か ら 、 定 置 網 漁業 や イカ 釣り 漁業 の 鮮度 ・ 品 質 管 理 を 強化 し 、 生 産 か ら 
流通 加工 まで 一 体 と な っ た 体制 づく り を 進め る 必要 が あり ます 。 
水産 物 の 流通 加工 で は 、 原 料 の 不足 や 高騰 、 労 働 力 不 足 な どの 課題 が ある 一 方 、 道 路 交通 
網 の 整備 に より 大 消費 地 へ の アク セス が 向上 する こと か ら 、 販 路 拡 大 や 産地 の PR と ブラ ン 
ド 化 な どの 好機 と な っ て いま す 。 
漁業 生産 の 基盤 と な る 漁港 施設 は 、 近 年 の 地震 、 津 波 、 高 潮 等 の 自然 災害 の 規模 や 顔 度 が 
増大 し て いる 状況 に 対応 する た め 、 施 設 を 強化 する 必要 が あり ます 。 ま た 、 採 介 藻 漁業 の 維 
持 ・ 拡 大 を 図る た め 、 増 殖 場 等 を 計画 的 に 整備 する 必要 が あり ます 。 



























































































































































、 中 核 的 漁業 経営 体 : 年 間 販 売 額 1 千 万 円 以上 の 経営 体 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 


① 


引 す る 中 核 的 漁業 経営 体 を 育 
組合 や 市 町 村 と 連携 し て 受入 体 1 
水産 業 へ の 興味 や 就業 意欲 を 高め る た め 、 漁 業 協 同 組合 や 
小学 生か ら 高 校 4 





と 連携 し て 、 


系 
に 


ます 。 
漁業 



































デン ビビ 、 

















人 


女生 "人 娘 ! 





で 一 体 と な っ た 水産 物 の 
と 水産 加 工業 者 や 上 


漁業 











に 
連携 し て 安全 操業 の 
漁業 生産 量 の 回 復 ・ 
サケ 種 卵 を 確実 に 
な 指導 に より 、 サ ケ 資 源 の 回 復 を 図り ま 
ウニ の 計画 的 な 和 
い 漁 場 づ くり を 進め る と と も に 、 
漁業 協同 組合 が 取り 組む } 
養殖 の 生産 増大 や 生産 性 向上 、 
肖 殖 技術 の 開発 等 に 
生産 物 の 付加 価値 向上 ・ 販 路 拡 大 
な 水産 物 を 消費 
高度 衛生 品 


漁業 担い 手 の 確保 ・ 育 成 
漁業 協同 組合 が 取り 組む 地域 






























































よる 素 潜り や ? 















































成す る と と も に 
則 等 を 整備 し ます 。 





E 苗 放流 や 漁 
適切 な 資源 管 下 





す 。 
業 協同 組 


へ 
口 



































也 域 時 





人 





心 





取り 組み ます 。 


























F 生 営 漁 計画 
トド ヤ 、 カ キ 養 殖 の 推進 、 さ 


に 提供 する た め 、 


ュ 質 管 末 
























































特色 ある 商品 づく りや や 直売 
進め ます 。 


に マー 
生 











連携 し て 
地域 水 











橋 


信 し ます 。 





漁港 施設 
計画 に 


ss 这 








こ 基 


物 の 放射 





漁港 等 の 整備 


= へ 、 た と 
朋 元 会 寺 


生物 質 














の 開催 、 


に 関す る 安全 性 に つい て 消費 者 へ 情報 提供 する ほか 、 























区 の 耐震 











生生 





2 地域 
3 つの 視 
協同 

3 いわ て 】』 
県 に よる 


の れ 
































E 営 漁 計 画 : 地域 漁業 の 
点 か ら 、 課 題 解決 の た め 
H 合 を 核 と する 地域 漁業 の 人 づく り 、 
産 ア カ デ ミ ー : 漁業 の 
修 制度 。 








NN 
に づく 計画 的 な 保守 管理 


指す 姿 を 明らか に 











に 


























誠 礎 知 





の 改革 ・ 


改善 の 活動 を 行 


CO 
、 漁 港 施設 の 長寿 命 


Le 生 





産地 魚 T 
BE を 推進 し ます 。 
量販 店 等 と の 連携 強化 に よる 販路 拡大 、 6 次 産業 化 の 促進 に よる 
地域 水産 物 の PR や 利用 





水 器 漁業 の 技能 向上 と 継承 を 促 
仕組 み づ く り を 進め ます 。 


生産 性 向上 
確保 する 体 指 


] づ くり を 進め る と と も に 
間 の 連携 
E を 行い 水 揚 
人 ワカ メ 、 

















进 








する 











、 ふ ふ化 放 流 技術 の 改 





量 の 





育成 に 





と と も に 


安定 化 を 図り 











コン ジン プ 、。 


『 生 営 漁 計画 * の 実行 を 支援 する こと に より 、 地域 漁業 を けん 
、 新 た な 担い 手 の 確 保 ・ 


向け て 漁業 協同 


町 村 、 い わ て 水産 アカ デミ ー 
E を 対象 と し た 様々 な 漁業 体験 の 機会 を つく る と と も に 、 水 産 
や 工業 系 の 実業 高校 と 連携 し て 、 地 域 水 産業 の 技術 や 科学 に 関す る 調査 研究 等 に 





取り 組み 


、 漁 業 協同 組合 と 








善 と きめ 細か 


こよ る 餌 対 策 な ど 、 生 産 力 の 高 


まず 。 
ホタテ ガイ 











こ は 漁 港 や 港湾 を 活用 し た ナマ 


場 を 核 と し た 漁 


























产 种 














ご と の 生産 

















うた め の 計 画 。 


輝き 











場 づ くり 及び 1 





人 











識 や 高度 な 経営 手 








法 








の 習得 を 通じ 、 将 
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来 の 岩 


標 を 定め 、 人 づく り 、 
を 協同 組合 が 作成 
直 づ くり の 活動 を 支援 する も の 。 

手 県 の 漁 











促進 な どの 取 








よる 防災 力 の 強化 を 図る と と も 
n 化 を 進め 





ます 。 


し 、 県 が 認定 する 





獲 か ら 流 通 、 


場 づ くり 及び 1 


業 の 中 核 を 担う 人 材 を 養成 する 岩手 











加工 ま 








組 を 関係 者 と 

















専門 家 や 消 





者 を 対象 と し た 産地 見 学 な ど に より 相互 の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 促進 し 、 産 地 の 魅 力 を 発 


に 、 施 設 保 














値 づ くり の 
に より 、 漁 業 














ー 
ws 



















































































~2018 2019 2020 2021 2022 
① 漁業 担い 手 の 確 保 ・ 育 成 
目標 地域 再生 営 漁 計 画 の 実行 支援 に よる 中 核 的 経営 体 の 育成 | ょ 
・ 中 核 的 漁業 経営 体 数 ( 体 ) (規模 拡大 、 技 術 ・ 経 営 力 向上 ) 

















現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
(2018) | (2019) | (2020) | (2021) 
65 66 67 68 69 就業 希望 者 の 受入 れ 体制 の 整備 を 
現状 値 は 2017 年 の 値 
























































市 町 村 ・ い わ て 水産 アカ デミ ー と の 連携 
(人 材 の 発掘 と 育成 、 受 講 生 受入 指導 ) と 














・ 新 規 就業 者 数 (人 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
(2018) | (2019) | (2020) | (2021) 
8 9 10 10 10 
現状 値 は 2017 年 の 値 小 ・ 中 学生 、 高 校生 を 対象 と し た 漁業 体験 の 実施 






















































































② 漁業 生産 量 の 回 復 ・ 生 産 性 向上 

































































































































































































































































































































































































































































































































































日 標 秋 サ ケ 資 源 造 成 の 指導 
・ サ グ 稚 魚 放流 数 ( 百 万 尾 ) (親魚 ・ 種 卵 確保 、 健 苗 育 成 、 適 期 放流 ) Bg 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
2018) | (2019) | (2020) | (2021) 
00 100 100 100 00 アワ ビ 、 ウ ニニ 等 の 資源 管理 の 指導 
現状 値 は 2017 年 の 値 (計画 的 な 種苗 放流 と 放流 技術 の 確立 ) > 
・ ア ワ ビ 種苗 放流 数 (万 個 ) [LU 
现状 值 | 2019 | 2020 | 2021 2022 漁協 間 連 携 に よる 餌 対策 > 
2018) | (2019) | (2020) | (2021) 
175 175 175 175 75 
現状 値 は 2017 年 の 値 地域 再生 営 漁 計 画 の 実行 支援 
・ ウ ニ 種 苗 放流 数 (万 個 ) (ワカ メ 、 コ ン ブ 、 ホ タテ ガイ 、 ホ ヤ 、 カ キ 養 殖 指 導 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 養殖 漁場 の 効率 的 利用 促進 トー と 
(2018) | (2019) | (2020) | (2021) 漁業 者 に よる 種苗 生産 技術 の 確立 
248 250 250 250 250 
現状 値 は 2017 年 の 値 
目標 高度 衛生 品質 管理 計画 の 実行 支援 Ly 
. 高度 衛生 品質 を 类 (漁獲 段階 及び 加工 場 の 衛生 管理 指導 ) 
累計 ]* 
现状 值 2022 6 次 産業 化 等 の 販路 拡大 の 取組 必 
4 0 (産地 直売 会 の 開催 及び 展開 支援 
現状 値 は 2017 年 
水産 物 の 安全 ・ 安 心 、 産 地 の 魅 力 の 情報 発信 
(地域 水産 物 の PR 活動 展開 ) md 





























④ 漁港 等 の 整備 














標 

・ 県 管理 漁港 の 耐震 ・ 耐 津波 強化 施設 数 
施設 ) [累計 〕 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 | le— 耐震 ・ 耐 津波 対策 強化 工事 | 


(2018) | (2019) | (2020) | (2021) 
5 | 6 | jo | n 


2 
現状 値 は 2017 年 の 値 























工 





へ 
























































王 
局 












































! 高度 衛生 品質 管理 地域 認定 : 水産 物 の 漁獲 か ら 流 通 、 加 工 ま で の 一 叶 し た 衛生 ・ 品 質 管理 を 行 う 「 高 度 衛生 品質 管理 地域 づく り 
(岩手 県 独自 の 取組 )」 の 市 町 村 毎 の 取組 実績 を 踏ま え 、 県 が 認定 する も の 。 
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県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 

















・ 担 い 手 の 育 成 、 新 規 就業 者 の 受入 れ 
・ 地 域 再 生 営 漁 計 画 の 実行 

・ 種 苗 生産 施設 の 維持 管理 

・ 増 養殖 漁場 の 適正 管理 
・ 高 度 衛生 品質 管理 計画 実行 

・ 新 た な 販路 開拓 、6 次 産業 化 、 水 産物 の 高 付加 価値 化 
・ 漁 港 施設 等 の 使用 、 維 持 ・ 保 全 
(市 町 村 ) 
・ 新 規 就業 者 受入 環境 の 整備 
・ 地 域 再 生 営 漁 計画 実行 支援 
・ 高 度 衛生 品質 管理 計画 実行 支援 

・ 漁 業 協同 組合 、 加 工業 者 の 販路 開拓 、 水 産物 の 高 付加 価値 化 に 向け た 連携 支援 



































































































































































































































【 関 連 する 計画 】 

・ 岩 手 県 漁業 担い 手 育成 ビジ ョ ン (計画 期間 平成 28 年 度 (2016 年 度 ) て 20194 
・ 地域 再生 営 漁 計 画 (計画 期間 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) ~2022 年 度 ) 

・ 岩手 上 水産 基 胡 整備 方 針 (計画 期間 ”2019 年 度 ~2022 年 度 ) 
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誇れる 北 い わ て の 地域 資源 を 生か し た 産業 が 展開 し 、 


意欲 を 持っ て 働け る 地域 


一 11 北 い わ て の 魅力 ある 食材 を 生か し た 食 産業 を 盛ん 


国 国 |- 
回 に し ます 











(基本 方 向 ) 
商品 開発 、 生産 性 向上 、 販路 開拓 な ど 、 事業 者 が 抱え る 経営 課題 に 応じ し て きめ 細か な 支援 を 行 
うと と も に 、 地 元 商工 団体 と 連携 し 、 意 欲 あ る 経営 者 等 の 育成 を 支援 し ます 。 




















また 、「 食 べ る な ら 県 北 産 」 と 消費 者 か ら 選 ば れる よう 、 凌 肉 を は じ め と する 食肉 加工 品 や 新 
鮮 な 魚介 類 を 原料 と する 水産 加工 品 な ど 、 県 北 圏 域 の 優れ た 農林 水産 物 を 活用 し た 商品 の 認知 度 
向上 や 消費 拡大 を 目的 に 、 地 域内 外 へ の 情報 発信 を 強化 し ます 。 

に 、 食 品 ( = 起因 する 健康 被害 等 の 発生 予防 に 努め 、 食 の 安全 ・ 安 心 を 推進 し ます 。 

















現状 と 課題 
県 北 圏 域 の 食料 品 製造 出荷 額 は 、 平 成 28 年 (2016 年 ) で は 779 億 円 と 県 全体 の 21.3% を 占 
め て いま す 。 
また 、 県 北 圏 域 の 製造 業 全 体 の 中 で 、 従 業者 数 で 47.1%、 製 造 品 出荷 額 で 61.09%% を 占め て 
お り 、 地 域 経済 と 雇用 を 支え る 重要 な 産業 と な っ て いま す 。 
県 北 剛 域 に は 、 全 国有 数 の 生産 量 を 誇る ブロ イラ ー 産 業 が 集積 し て いる ほか 、 い わ て 短 角 
和牛 、 雑 殻 、 や ま ぶ ど う 、 海 産物 な ど 上 魅力 ある 食材 を 取り 扱う 食 産業 事業 所 が 立地 し て いま す 
が 、 主 要 な ブロ イラ ー 産 業 の 事業 者 を 除く と その 多く は 小 規 模 ・ 零 細 経 営 で あや る た め 、 顧 客 
ニー ズ に 応じ た 商品 開発 や 販路 開拓 、 人 材 の 育成 ・ 確 保 な ど 、 事 業者 に 応じ た 支援 が 必要 で 
可 5 
県 北 圏 城 で 生産 され る 鶏肉 、 い わ て 短 角 和 牛 、 雑 尊 、 や ま ぶ ど う 、 酒 造 好適 米 、 海 産物 や そ 
の 加工 品 の 認知 度 は 年 々 高まっ て いま す が 、 地 域内 外 に お ける 消費 拡大 を 一 層 促 進 す る た め 
に は 、 よ り 効 果 的 な 情報 発信 が 必要 で す 。 
品質 管理 の 徹底 や 納期 、 価 格 な ど 、 顧 客 が 食品 関係 事業 者 に 求め る 条件 は 厳し さ を 増し て 
いま す 。 
県 北 圏 域 は 大 規模 養鶏 場 が 集積 し 、 鶏 肉 の 一 大 産地 と な っ て いま す が 、 県 内 で の 消費 量 は 、 
全国 の 他 の 主要 産地 に 比べ る と 低い 状況 に ある た め 、 地 域 に お ける ブ プ ブロイラー 産業 の 認知 度 
向上 が 必要 で す 。 

0 こ 開設 され た 宮古 ・ 室 蘭 間 の フェ リー 航路 や 整備 が 進む 三陸 沿岸 道路 
、 県 北 沿岸 地域 の 物流 の 効率 化 が 進み 、 地 域 産 業 の 活性 化 が 期待 され ます 。 
OO 碁 大 な 影響 が 生じ る こと か ら 、 

発生 を 防ぐ 対策 を 進め る 必要 が あり ます 。 
食 産業 製品 本 作 物 質 の 影響 に つい て 、 的 確 な 情報 提供 が 求め られ て いま す 。 
家庭 や 飲食 店 等 に お いて 、 細 菌 や ウイ ルス を 原因 と する 食中毒 事件 が 依然 と し て 発生 し て 
NN こ 防止 する た め の 普 及 啓 発 や 食品 事業 者 に よる HACCP' の 考 














































































































































































































1 i : Hazard Analysis Critical Control Point の 略 で 、 食 品 の 製造 ・ 加 工 工程 に お いて 発生 する 可能 性 の ある 危害 を 
分 析 し 、 こ の 結果 を 基 に 衛生 管理 する と と も に 、 そ の 中 で 特に 重点 的 に 監視 する 必要 が ある 重要 管理 点 を 定め 、 そ の 工程 を 連 
こ 管理 する こと に より 製品 の 安全 性 を 保証 する 方 法 。 
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自 主 衛生 管理 の 推 











県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 事業 者 の 経営 課題 に 応じ た 支援 
商工 団体 等 と 連携 し た 訪問 

















進 が 大 変 





















































i 、 必 要 ! 
、 経 営 課題 の 解決 を 支援 し 








ます 。 








人 こ 、 販 路 開 拓 に つい て は 、 事 業者 の 意向 を 呈 


古 動 等 を 通じ て 、 取引 ダ 
に 応じ て 岩手 県 よろ ず 支 援 拠点 














開 に 必要 な 支援 を 行い 、 





事業 者 の 経営 力 強 化 を 図る た め 、 商 工 











ーー 
い ー 


に 向け た 取組 を 支援 し ます 。 














重要 と な っ て いま す 。 


s 火 从 人 


モエ と の マッ チン グ や 商談 会 等 へ の 
や や 各種 支援 機関 、 大 学 等 と 連携 








出展 を 
し な が 





























3 














まえ な が ら 、 県 内 、 県 外 、 海 外 市 場 へ の 展 











事業 者 の 業容 拡大 を 促進 し ます 。 
団体 等 と 連携 し 、 





事業 生産 性 や 品質 の 向上 


I 




















農 商工 連携 等 の 圏 域内 外 ! 


こ お け る 事業 者 連携 








新た な 事業 展開 等 を 支援 し ます 。 








北 い わ て 食材 の 認知 度 向上 
水産 加工 品 
や や 商談 会 等 へ の 出展 支援 を 行い ます 。 
全国 第 3 位 の 生産 量 を 誇る 本 県 の 
圏 域内 外 に PR する と と も 

ジー ジャ ノル 
肉 、 海 産物 、 
す 。 
食 産 業 を 担う 人 材 の 育成 











催 




















事業 者 の 商品 開発 力 や 生産 性 の 向上 な どの 改善 


圭 活 





万 
月 


成 を 
次 世 





図り ます 。 





の 食 産 業 を 担う 人 材 を 育成 、 確 

































































業 の 理解 を 深め る 産 発 活動 
が 行う 経営 改善 に 向け た 取 
安全 ・ 安 心 を 支え る 体制 の 整備 

高 病 原 性 島 イ ン フ ル エ ン ザ 等 
提供 や 技術 的 支援 を 行い 、 発 4 
初動 対応 の 迅速 化 を 図り ます 。 

放射 性 物質 に 対す る 食 産業 製品 の 安 








也 


IT 
































全 性 





し ます 。 
食品 の 生産 、 製 造 ・ 加 工 、 流 通 段 階 ( 
BA 0 en ed 














お ける 安全 性 の 確保 を 図 


管理 の 普及 ・ 盛 発 





二 


保 す る た め 
助 に 取り 組み ます 。 ま た 、 
組 を 支援 し ます 。 


に つい て 、 関 係 機関 が 連携 し て 衛生 管理 等 防疫 に 関す る 1 
E を 抑制 する と と も 


に 関し て 、 





を 促進 し 、 








は じ め と する 北 い わ て の 魅力 ある 商品 の 認知 度 向 上 を 目的 と し た イベ ント 開 
E で も 最大 の 産地 で ある 県 北 地域 の ブロ イラ ー の 魅力 を 
に 、 地 元 で の 消費 拡大 を 
ネッ トワ ー キ ング ・ サ ービス (SN 
雑 尊 な ど 、 北 いわ て の 魅力 ある 食材 を 活 





図り ます 。 
S?) を 活用 し た 情報 発信 な ど に より 、 凌 


j] し た 商品 の 認知 度 向上 に こ 取り 組み 3 




















入 




















動 の 支援 を 通し て 、 食 産業 を 担う 人 材 の 


中 























に 対し 、 
連携 し 、 


地域 の 食材 や 食 産 
意欲 ある 経営 者 等 


、 児 童 ・ 生 徒 
商工 団体 等 



































情報 


し た 訓練 の 実施 に よっ て 








ーー 





に 、 発 生 時 を 想 





等 に 
本 





適時 適切 に 消費 





者 等 に 対 し 情報 を 提供 

















る た め 、 食 品 事業 者 に 
こ 取 り 組 み ま す 。 


こ 対す 











= 


事故 を 未然 に 防 








食中毒 等 の 事件 ・ 
基づく 監視 ・ 指 導 及 び 収 去 検査 を 行 


指導 を 行い 食 の 安全 ・ 安 心 の 確保 を 




















2 PH ゴ 


岩手 県 よろ ず 支 援 拠点 : 中 小 企 
相談 の 拠点 。 各 都 道 府 県 に 整備 され て お り 、 
対応 し て いる 。 





業 庁 の 「 中 小 企業 ・ 











3 SNS : Social Networking Service (ソー シャ ル ・ ネ ッ ト ワ ー キ ング ・ サ ービス ) の 略 。 インター ネッ 
の Web サー ビス の 総称 。 

第 233 号 ) : 食品 の 安全 性 
を 防止 し 、 
第 70 号 ) : 食品 の 表示 に 係る 各種 法律 の 規定 を 統合 し て 、 食 品 の 表示 に 関す る 包括 的 か つ 











築 で きる スマ ー ト フォ ン ・ パ ソコ ン 用 
4 食品 衛生 法 (昭和 22 年 12 月 24 日 法律 
を 講ず る こと に より 、 飲 食 に 起因 する 衛生 
5 食品 表示 法 (平成 25 年 6 月 28 日 法 得 


< 法 (3 
一 元 的 な 制度 と し て 制定 され た 法 有 























上 の 危害 の 発生 



































MT 


うと と も 
図り ヨ 


小 規模 3 
地域 の 支援 機関 と 





ます 。 











止 す る た め 、 食品 事 
に 、 食 品 表示 法 * に 基づく 食品 表示 に 係る 監視 ・ 


業者 ワン スト ッ プ 総合 支援 事業 」 
E 携 し な が ら 、 中小 企 き 


の 確保 の た め ! 





『 業 者 に 対し 、 積 極 的 に 食品 衛生 法 " に 











に より 全 
・ 小 規模 事 





id ols 
者 が 抱え る 様々 な 経営 相談 








2 





3 











し て 人 間 関 係 を 構 


SS 





ー ュ 

















公衆 衛生 の 見 地 か ら 必 要 な 規制 その 他 の 措置 











55 
































と を 目的 と する 法律 








康 の 保護 を 図る こ 








民 の 健 






























































































































































~2018 2019 2020 2021 2022 

① 事業 者 の 経営 課題 に 応じ た 支援 

目標 
・ 専 門 家 の 幹 旋 ・ 派 遣 及び 支援 制度 採択 件 数 (件 ) 

現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 事業 者 の 経営 課題 に 応じ た 支援 。 

35 35 35 35 35 (商品 開発 支援 、 販 踏 開拓 支援 、 専 門 家 派遣 、 事 業者 訪問 支援 等) 
現状 値 は 2017 年 の 値 
② 北 い わ て 食材 等 の 認知 度 向上 

目標 

二 地域 食材 等 の 認知 度 向 上 に 向け た 情報 発信 の 実施 > 
現状 値 | 2019 | 2020 

29 30 30 
現状 値 は 2017 年 の 

耶 域 食 材 等 の 認知 度 向上 に 向け た イベ ント の 開催 等 


























展 者 数 等 (者 ) 県 北 圏 城 : 商談 会 や 消費 者 向け イベ ント の 開催 等 


っ ーー 県 内 (隣接 圏 域 含 む ) : 消費 者 向け イベ ント の 開催 > 
















































































首都 圏 等 : 消費 者 向け イベ ント の 開催 






























































会 参加 校 数 
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高 病原 性 鳥 イ ン フル エン ザ 対 策 訓練 実施 回 




















2019 2020 2021 2022 に 
5 5 高 病原 性 島 イ ン フ ル エ ン ザ 対策 訓練 の 実施 と 









































直 は 2017 年 























県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
(市 町 村 ) 
・ 事 業者 訪問 に よる 経営 課題 の 把握 、 相 談 対応 
・ 事 業者 連携 に 向け た マッ チン グ 支 援 
・ 地 域 食 材 等 の 魅力 の 認知 度 向上 に 向け た 取組 
(事業 者 ) 
・ 新 商品 開発 、 既 存 商品 の 改良 、 販 路 開拓 
・ 他 事業 者 と の 積極 的 な 連携 
| ・ 若 年 層 の 人 材 育成 へ の 協力 、 
| ・ 衛 生 管理 等 防疫 の 徹底 






























































mm 


# 業 所 内 人 材 の 育成 
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・ 食 品 の 自主 衛生 管理 の 推進 と 安全 な 食品 の 提供 
(産業 支援 機関 等 ) 
・ 販 路 開拓 に 係る 情報 収集 及び 事業 者 へ の 提供 
・ 商 品 開発 に 係る 指導 ・ 助 言 

(商工 団体 ) 
・ 事 業者 訪問 に よる 指導 
・ 金 融 関係 の 相談 対応 




























































































・ 食 に 関す る 正しい 知識 の 習得 





【 関 連 す る 計画 】 
・ 岩 手 県 食 の 安全 安心 推進 計画 (計画 期間 平成 28 年 度 (2016 年 度 ) ~2020 年 度 ) 
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誇れる 北 い わ て の 地域 資源 を 生か し た 産業 が 展開 し 、 





意欲 を 持っ て 働け る 地域 


12 アパ レル 産業 な ど 高 い 技術 力 を 有する も の づく り 産 
業 を 盛ん に し ます 





(基本 方 向 ) 

も の づく り 産 業 の 振興 を 図る た め 、 産 学 官 が 連携 し て 地域 の 特性 を 生か し た 事業 活動 を 行う 企 
業 へ の 支援 や 経営 課題 に 応じ た 個別 支援 を 行う ほか 、 次 世代 を 担う ものづくり 人 材 の 育成 と し 
TN 














の 承継 に 努め ます 。 

特に 、 県 北 圏 域 に 集積 し て いる アパ レル 産業 の 産地 と し て の ブラ ンド 化 を 進め る た め 、 関係 団 
体 等 と 連携 し て 、 技能 向上 を 目的 と し た 人 材 育 成 や 全国 規模 の イベ ント へ の 出展 、 商談 会 の 開催 
等 に 取り 組み ます 。 


























現状 と 課題 
県 北 圏 域 の 製造 品 出荷 額 (食料 品 製 造 業 を 除く 。) は 、 東 日 本 大 震 災 津波 以降 、 増 加 傾向 
こ あ り 、 平 成 28 年 (2016 年 ) に は 497 億 円 を 計上 し て いま す が 、 全 県 に 占め る 割合 は 2.5% で 
一 方 、 繊 維 工 業 品 (アパ レル 人 関連) の 製造 品 出荷 額 は 、45 億 円 で 全 県 の 14.3% を 占め 、 従 
業者 数 も 県 北園 域内 製造 業 の 14.9% を 占め て いま す 。 
県 北 圏 域 の アパ レル 関連 産業 は 、 受 託生 産 中 心 の 事業 者 が 多い た め 、 安 定 的 な 受注 の 確保 
や 認知 度 向 上 な どの 経営 課題 を 抱え て いま す が 、 大 手 メ ー カ ー 等 か ら は 技術 力 の 高 さ を 評価 
され て いま す 。 
少子 ・ 高 齢 化 や 人 口 の 社会 滅 な ど に よる 人 手 不 足 の 恒常 化 に 加え 、 新 規 高 卒 者 の 県 北 圏 域 
内 就職 率 が 低い こと か ら 、 児 童 ・ 生 徒 が 地元 企業 の 魅力 を 知る 機会 を 増やす な ど 、 地 元 も の 
づく り 企 業 等 に 就職 を 希望 する 人 材 を 育成 ・ 確 保 す る た め の 取 組 が 求め られ て いま す 。 
県 北 圏 域 に は 、 浄 法寺 塗 、 大 野木 工 な どの 優れ た 工芸 品 が 製造 され て いま す が 、 認 知 度 の 
更 な る 向上 と 後継 者 不足 へ の 対応 が 大 き な 課 題 と な っ て いま す 。 
国 で は 、 企 業 立地 (誘致 ) に 軸 足 を 置い た 「 企 業 立地 促進 法 」 を 改正 し 、 地 域 の 特性 を 生 
か し 地域 経済 を けん 引 す る 企業 の 発掘 育成 に 軸 足 を 置い た 「 地 域 未 来 投 資 促進 法 」 を 平成 29 
年 (2017 年 ) 7 月 に 制定 し て いま す 。 
・ en ak, こ 開設 され た 宮古 ・ 室 蘭 間 の フェ リー 航路 や 整備 が 進む 三陸 沿岸 道路 
、 県 北 沿岸 地域 の 物流 の 効率 化 が 進み 、 地 域 産業 の 活性 化 が 期待 され ます 。 


















































































































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 企業 の 経営 課題 に 応じ た 支援 
いわ て 産業 振興 セン ター と の 連携 に より 、 各 企業 の 経営 課題 に 応じ て 、 技 術 開発 、 生 産 性 
向上 、 販 路 開 拓 な ど 総 合 的 に 支援 し ます 。 
・ 他 圏 域 の 産業 支援 機関 や 企業 、 大 学 と の 交流 ・ 連 携 を 促進 し 、 技 術 力 の 向上 や 取引 拡大 を 
支援 し ます 。 

















58 


② 地域 の 特徴 的 な 産業 の 振興 
北 い わ て アパ レル 産業 振興 会 と の 連携 に より 、 全 国 の 商談 会 な ど へ の 参加 等 を 通じ て 地域 
の 縫製 事業 者 が 有する 高い 技術 力 を 県 内 外 に 発信 し 、 産 地 と し て の ブラ ンド 化 を 図る と と も 
に 、 取 引 拡大 を 支援 し ます 。 
縫製 事業 者 や 関係 団体 と の 連携 を 一 層 促 進 し 、 更 な る 技術 力 の 向上 や 人 材 育成 を 図る と と 
も に 、 モ ノ の イン ター ネッ ト (I oT) の 導入 な ど に よる 生産 性 向上 を 支援 し ます 。 
浄法寺 塗 な どの 地域 に 根ざし た 伝統 工芸 品 や 琉 理 、 マ リン ロー ズ な どの 特色 ある 地域 資源 
の 価値 を 県 内 外 へ 発信 する と と も に 、 市 町 村 や や 関係 団体 と 連携 し 、 後 継 者 育成 や 販路 拡大 を 
支援 し ます 。 

③ も の づく り を 担う 人 材 の 育成 
次 世代 を 担う も の づく り 人 材 の 育成 、 確 保 を 図る た め 、 内 陸 部 や 隣接 する 八戸 騰 域 の 産業 
界 や 学校 等 と 連携 し 、 児 童 ・ 生 徒 や 保護 者 等 の 工場 見 学 、 企 業 人 に よる 講演 、 イ ンタ ー ン シ 
ッ プ "の あっ せん 、 工 業 高 校生 へ の 技能 講習 に 取り 組み ます 。 
他 圏 域 の 企業 見 学会 や 県 北 も の づく り 改 善 塾 を 開催 する と と も に 、 改 善 塾 受講 企業 等 を 対 
象 に 生産 性 向上 を 目的 と し た 個別 の フォ ロー アッ プ に より 、 企 業 内 人 材 の 高度 化 を 支援 し ま 





















































































































































































































































④ 地域 の 特性 を 生か し た 事業 活動 へ の 支援 や 企業 秀 致 中 促进 
・ 市 町 村 や 商工 関係 団体 と の 連携 に より 、 地 域 未 来 投資 促進 法 の 周知 も 図り な が ら 、 地 域 の 

特性 を 生か し 、 地 域 を けん 引 す る 取組 を 行う 企業 の 業容 拡大 に 向け た 支援 を 行い ます 。 

県 北 剛 域内 の 久慈 ・ 二 戸 間 を は じ め 、 新 た な 交通 ネッ トワ ー ク を 生か し 、 他 圏 域 の 企業 関 

係 者 と 交流 する 機会 を 創出 し 、 情 報 共有 や 企 業 間 連 携 を 促進 し ます 。 

県 北 圏 域外 の 企業 に 対し て 、 三 陸 沿 岸 道 路 の 整備 の 進展 や 各種 施策 な ど 、 企 業 立地 上 の 優 

位 性 を 情報 発信 し ます 。 

















































































































ME 
Lt 


! イン ター ンシップ : 学生 や 生徒 が 在学 中 に 、 将 来 の キャ リア (職業 生活 ) に 関連 し た 就業 体験 を 行う こと 。 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 

































































~2018 2019 2020 2021 2022 
① 企業 の 経営 課題 に 応じ た 支援 
标 
・ 企 業 等 訪問 件 数 ( 社 ee 企業 の 経営 課題 に 応じ た 支援 ーー し 
i 08 (技术 开 况 支援、 版 路 开拓 支援 专门 家 派 遗 等 ) 
222 225 230 236 244 
現状 値 は 2017 年 の 値 



































公益 財団 法人 等 と の 連携 に よる 技術 力 向上 や 商品 開発 等 文 援 > 














・ 他 圏 城 と の 技術 交流 会 等 参加 企業 数 ( 社 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
34 34 34 36 38 八戸 圏 域 な ど 他 圏 城 と の 交流 トー と 
現状 値 は 2017 年 の 値 







































































② 地域 の 特徴 的 な 産業 の 振興 
標 


・ 商 談 会 等 へ の 管内 アパ レル 事業 者 参加 企業 数 


























北 い わ て アパ レル 産業 の 認知 度 向上 に 向け た 商談 会 等 の 開催 [we 









































FE の 値 











・ 学 生 フ ァ ッ ショ ン デ ザイ ン 募 する 応募 
校 数 ( 校 学生 デザ イン ファ ッ シ ョ ン シ ョ ー の 開催 ・ デ ザイ ン 募集 上 > 
现状 值 2020 2022 
31 33 35 

現状 値 は 2017 年 の 値 















































③ も の づく り を 担う 人 材 の 育成 
目標 

・ 企 業 向け 研修 会 等 参加 者 数 (人 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 
ー225 250 250 250 企業 ニー ズ に 即 し た 研修 会 等 の 開催 


現状 値 は 2017 年 の 値 




































































④ 地域 の 特性 を 生か し た 事業 活動 へ の 

















































































































支援 や 企業 誘致 の 促進 

上 標 地域 経済 牽引 事業 計画 等 の 策定 に 取り 組む 企業 の 支援 > 
・ 地 域 経済 牽引 事業 計画 ・ 経 営 革新 計 

数 (件 ) [累計 ] 

ーー 他 圏 域 企 業 と の 交流 ・ 連 携 機 会 の 創出 こう 
現状 値 は 2017 有 店 値 は 2019 年 か ら の 時 
































計 




















県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
| (市 町 村 ) 

・ 企 業 訪問 に よる 経営 課題 の 把握 、 相 談 対応 

・ 企 業 誘致 の 推進 及び 誘致 企業 に 対す る フォ ロー アッ プ 

| (企業 ) 

| ・ 技 術 力 の 向上 、 研 究 開発 、 取 引 拡大 、 人 材 確保 等 の 取組 の 推進 
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| ・ 地 域 の 特性 を 生か し た 事業 へ の 取組 の 推進 
| ・ 他 圏 域 と の 交流 会 等 へ の 参画 
| ・ 若 年 層 の 人 材 育成 へ の 協力 、 企 業 内 人 材 の 育成 
(教育 機関 ・ 産 業 支援 機関 ) 
・ 企 業 訪問 に よる 経営 課題 の 把握 、 相 談 対応 
・ 企 業 間 取 引 、 研 究 機関 等 と の マッ チン グ 支 援 
・ 産 学 官 連携 に よる 人 材 育 成 等 
(商工 団体 ) 
・ 金 融 関 係 の 相談 対応 
・ 企 業 訪問 に よる 指導 (税務 、 経 理 等 ) 







































































【 関 連 す る 計画 】 










































































・ 岩 手 県 県 北 地域 産業 活性 化 協議 会 基本 計画 
(計画 期間 平成 29 年 度 (2017 年 度 ) 一 2021 年 度 ) 
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誇れる 北 い わ て の 地域 資源 を 生か し た 産業 が 展開 し 、 


意欲 を 持っ て 働け る 地域 


ーー 13 隣接 圏 域 等 と 連携 し た 広域 観光 を 進め ます 









(基本 方 向 ) 

交流 人 口 の 一 層 の 拡大 に 向け 、 新 た な 交通 ネッ トワ ー ク を 生か し 、「 あ まち ゃ ん 」 の 知名 度 や 
御所 野 遺跡 な ど 特色 ある 地域 資源 を 組み 合わ せ た 観 光 を 推進 し ます 。 

また 、 三陸 DMO セ ンタ ー を や 広 城 観 光 推 進 組織 等 と の 連携 を 強化 し 、 体験 型 観光 ・ 教 育 旅行 等 





























の 受入 態勢 を 整備 する と と も に 、 全 県 的 に 実施 され る 観光 キャ ン ペ ー ン を 活用 し な が ら 地 域 の 観 
光 情 報 を 発信 し ます 。 

さら に 、 歴史 的 ・ 文 化 的 に つなが り の 深い 八戸 圏 域 等 と 連携 し て 国内 外 か ら の 診 客 に 取り 組み 
まず 2。 

















現状 と 課題 
県 北 圏 城 へ の 観光 入 込 客数 (延べ 人 数 ) は 、 連 続 テ レビ 小説 「 あ まち ゃ ん 」 が 放映 され た 
平成 25 年 (2013 年 ) (336 万 人 回 ) を ピー ク に 減少 傾向 に あり 、 平 成 29 年 (2017 年 ) (272 万 人 
回 ) に は 東日本 大 震 災 津波 の 発 災 前 (平成 22 年 (2010 年 )) の 水準 (287 万 人 回 ) を 下回っ て 
いま す 。 

三陸 の 観光 振興 の 推進 組織 で ある 三陸 DMO セ ンタ ー に 、 平 成 30 年 度 (2018 年 度 ) か ら 久 
慈 サ テラ イト が 設置 され 、 疾 域内 で の 観光 地域 づく り を 担う 人 材 の 育成 や 体制 整備 が 進め ら 
れ て いま す 。 

沿岸 全域 で 開催 され る 三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 や 整備 が 進む 三陸 沿岸 道路 な ど に よ 
り 、 ソ フト ・ ハ ー ド 両面 で 観光 客 を 含め た 人 的 交流 の 活発 化 が 期待 され ます 。 

県 北 圏 域 に は 、 山 海 の 自然 が 織り な す 平 庭 高原 や 折 爪 岳 、 小 袖 海岸 な どの 景勝 地 、 世 界 遺 
産 券 録 を 目指 す 御 所 野 遺 跡 を は じ め 、 九 戸 城 跡 、 天 台 寺 、 野 田 塩 の 道 な どの 歴史 資源 、 さ ら 
に バッ タリ ー 村 に 代表 され る 山村 生活 文化 体験 や 田舎 暮らし 体験 が で きる 施設 な ど が あり 、 
これ ら の 地域 資 湖 と し て の 魅力 を 剛 域 内 外 に 向け て 発信 し て いく 必要 が あり ます 。 

さら に 、 魅 力 的 な 観光 コン テン ツ の 充実 を 図る と と も に 、 三 陸 復 興国 立 公園 の 景勝 地 や み 
ちの く 潮 風 ト レイ ル 、 三 陸 ジ オ パ ー ク な どの 地域 資源 と 三陸 鉄道 を 組み 合わ せる こと な ど に 
より 、 広 域 観 光 ル ー ト の 構築 を 促進 し て いく 必要 が あり ます 。 

「 あ まち ゃ ん 」 の 撮影 に 対応 し た 地域 の 観光 事業 者 や 産業 界 、 関 係 自 治 体 に より 「 北 三陸 
『 あ まち ゃ ん J』 観光 推進 協議 会 」 が 組織 され 、 相 互 連 携 に よる 観光 誘客 活動 や 地域 活性 化 の 
取組 が 進め られ る な ど 、「 あ まち ゃ ん 」 を きっかけ に 広域 的 な 観光 振興 の 取組 が 継続 し て 行わ 
れ て いま す 。 

久慈 地域 で は 、 教 育 旅行 な ど 体験 ・ 交 流 型 観光 が 定着 し て いる ほか 、 二 戸 地 域 に お いて も 
地域 資源 を 生か し た 体験 スニ ュー が 充実 し て き て いま す 。 

一 方 で 、 農 林 漁 家 体 験 民泊 な どの 受入 態勢 の 整備 や 体験 イン スト ラク ター 等 の 育成 が 課題 
と な っ て いま す 。 

いわ て 花巻 空港 に お ける 台北 、 上 海 国際 定期 便 が 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) に 就航 し た こと 
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な ど に よる 外国 人 観光 
































客 の 増加 を 見 据え 、 受 


県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 








① 特色 ある 地域 資源 を 活用 し た 観光 の 推進 


地域 の 特色 ある 歴史 ・ 文 化 、 食 を 地域 資源 と し て 活 月 
みち の く 潮 風 ト レイ ル 、 




















型 の 観光 コン テン ツ の 
連続 テレ ビ 小 説 「 あ 
て 取り 組み 、 そ の 誘客 























整備 を 進め ます 。 



































効果 の 継続 を 図 








三陸 ジオ パー ク 、 九 








入 態勢 の 充実 を 図る 必要 が あり ます 。 








参り ます 。 




















日 する と と も に 、 三 陸 復 興国 立 公園 、 
戸 城跡 な ど の 地域 資源 を 生か し た 、 体 験 ・ 交 流 











まち ゃ ん 」 の 知名 度 を 生か し た ロケ の 誘致 に 地域 の 官民 が 一 体 と な っ 


「 北 海道 ・ 北 東北 の 縄文 遺跡 群 」 を 構成 する 御所 野 遺 跡 の 世界 遺産 登録 に 向け た 機運 醸成 








を 図る と と も に 、 登 録 後 を 見 据え た 地域 資 湖 の プラ ッシュ アッ プ や それ ら を 活用 し た 体験 ・ 


交流 型 観 光 を 推進 し ま 


* ず 。 





② SE OO A 


いわ て 観光 キャ ン ペ 























光 地 域 づ くり や 地域 の DMO の 設 em 
や 観光 容 へ の 情報 発信 、 観 光 容 の 受入 調整 な ど を 総 
E の 強化 を 支援 し ます 。 

地域 の 観光 を 支え る 観光 ボラ ンティア ガイ ド や 体験 イン スト ラク ター の 養成 を 支援 する と 
と も に 、 観 光 関 係 者 の 接客 技術 の 向上 や お も て な し の 心 で 迎え る 機運 の 醸成 に 取り 組む こと 


旅行 会 社 へ の 観光 メニ 
合 的 に 行う 窓口 の 機 # 














に より 、 観 光 を 担う 人 材 の 
体験 型 教育 旅行 の 誘致 拡大 に 向け 、 地 域 資 源 を 4 














入 態 勢 の 整備 に 取り 組 





フェ リー 航路 開設 、 

















か し 、 A OT こ 地域 の 魅力 を 発信 し 、 





歴史 的 ・ 文 化 的 に 


ニュ ー の 企画 提案 














み ま す 。 

















三陸 DMO セ ンタ ー と 連携 し 、 県 北 地 域 に お ける 観 





育成 を 支援 し ます 。 





広域 連携 の 強化 及び 情報 発信 に よる 誘客 の 促進 
三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 の 開催 に よる 三 











E か し た 体験 プロ グラ ム の 充実 に 努め 、 受 


陸地 域 の 知名 度 の 向上 や 、 宮 古 ・ 室 蘭 間 の 
三陸 沿岸 道路 の 整備 な ど 新 た な 交通 ネッ トワ ー ク に よる 様々 な 効果 を 生 






































交流 人 口 の 拡大 に 取 了 組み ます 。 
深い つなが り が ある 県 央 圏 域 や 八戸 圏 














域 な ど と 連携 し 、 誘 客 拡大 に 努め 








る と と も !【 i 


県 北園 域 を 訪れ る 外 



































国人 に 対し 、 園 


三 内 の 観光 に 関す る 情報 発信 を 行う と と も に 、 隣 接 す 








る 青森 県 と 連携 し て イン バウ ンド 向け の 旅行 商品 の 造成 支援 を 行い 、 県 域 を 越え た 外国 人 観 





光 客 の 誘致 に 取り 組み 


ます 。 
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ミ , 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 

目 り 具 た な 

時 が 取り 組む 基体 的 な 推進 方 策 一 2018 2019 2020 2021 2022 
① 特色 ある 地域 資源 を 活用 し た 観光 の 
推进 引 y 安 受入 に 向け た 休 験 誠 流 プロ グ 関係 機関 と 連携 し た 体 
目標 0 「 + 験 交流 プロ グラ ム 等 の > 
・ 御 所 野 縄 文公 園 入 込 数 ( 千 人 ) 周知 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 


















































現状 値 は 2017 年 の 値 機運 醸成 イベ ント 等 の 開催 戚 観光 の 推進 




















25 26 28 66 110 御所 野 遺跡 の 世界 遺産 交 録 に 向け た + 世界 遺産 を 核 と し た 広 | 








② 愛 入 態勢 の 強化 及び 観光 を 担う 人 材 


































































































の 育成 
- 標 E 3 下放 于 用 YA H 3 

約 a a 体験 型 教育 旅行 受入 地区 (民泊 等 ) の 拡大 支援 
. 教育 旅行 受入 学校 数 ( 校 ) : | 
現状 値 | 2019 2020 

ll 観光 ボラ ンティア ガイ ド ・ 体 験 イン スト ラク ター の 開成 支援 。 | 
現状 値 は 2017 年 の 値 

地域 資源 を 生か し た 体験 プログ ラム の 充実 に 

③ 広域 連携 の 強化 及び 情報 発信 に よる 

誘客 の 促進 観光 イベ ント の 実施 に よる 観光 情報 発信 【 県 央 ・ 八 戸 地域 】 し ぁ 














上 標 

・ 他 圏 域 と の 合同 観光 PR 参加 団体 数 (団体 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
7 20 20 20 20 隣接 圏 域 と 連携 し た 広域 観光 ルー ト の 構築 $$ 


現状 値 は 2017 年 の 値 











































































































観光 素材 集 の 更新 ・ 見 直し 及び 旅行 会 社 に 対す る 観光 素材 の 提案 上 > 
























































広域 観光 ガイ ドブ ッ ク の 増刷 ・ 更 新 及び 多 言 語 化 — 
WEB・SNS を 活用 し た 情報 発信 し と 
青森 県 と 連携 し た イン バウ ンド 対策 の 推進 Ly 






































県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
| (市 町 村 ) 

・ 地 域 素 材 の 掘り 起こ し 支援 
・ 地 域 素 材 の 法力 向上 と 観光 メニ ュー の 充実 

・ 地 域 の 観光 を 支え る 人 材 の 育成 な ど 受入 態勢 の 整備 及び 充実 支援 
・ 地 域 の 観光 資源 の 情報 発信 

(観光 事業 者 、 ボ ラン ティ ア 団 体 等 ) 

・ 地 域内 で の 連携 や 協 働 に よる 観光 振興 

| ・ 地 域 素 材 の 掘り 起こ し 
| ・ お も て な し の 実践 
| ・ 観 光 を 支え る 人 材 の 育成 な ど 受入 態勢 の 整備 及び 充実 













































































(民間 の 広域 観光 推進 組織 ) 

・ 和 観光 客 受 入れ の 総合 的 窓口 機能 の 整備 及び 強化 
| ・ 広 域 的 な 観光 素材 の 魅力 向上 、 観 光 メ ニュ ー の 充実 、 商 品 化 
| ・ 広 域 的 な 観光 情報 の 収集 及び 整理 
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誇れる 北 い わ て の 地域 資源 を 生か し た 産業 が 展開 し 、 


意欲 を 持っ て 働け る 地域 








14 雇用 環境 の 改善 と 若年 者 な どの 就業 支援 を 進め ま 


图 す 





(基本 方 向 ) 


「 働 く な ら 県 北 」 の 実現 に 向け 、 地 域 ジ ョ ブ カ フ ェ を 核 と し て 、 市 町 村 や 関係 機関 と 連携 し 、 


若者 の 地元 就職 ・ り ター ン 就 職 な どの 促進 や キャ リア 教育 ' の 普及 に 向け て 取り 組む と と も に 、 
若者 、 女性 、 高 年 齢 者 な ど 働 く 意 欲 の ある 全て の 方 が 働き や すい 雇用 環境 整備 に 向け た 管内 企業 
の 取組 を 支援 し ます 。 

















現状 と 課題 


少子 ・ 高 齢 化 の 進行 や 若者 の 社会 減 に よる 生産 年 齢 人 口 の 減少 等 に より 、 人 手 不足 が 恒常 
化し て お り 、 平 成 29 年 (2017 年 ) 5 月 以降 、 久 慈 、 二 戸 と も に 有効 求人 倍率 が 1 倍 を 超え て 
いま す 。 

人 手 不 足 解消 の た め に は 、 雇 用 ・ 労 働 環 境 の 改善 や 労働 生産 性 の 向上 に 向け た 取組 が 必要 
で あり 、 一 部 企業 で は 、 雇 用 ・ 労 働 環 境 の 見 直し に 向け た 動き が 始ま っ て いま す 。 

また 、 県 北 剛 城 は 、 ア パレ ル 産 業 や 食 産業 な ど 女 性 就労 者 の 比率 が 高い 事業 者 が 多い こと 
か ら 、 国 や 県 が 設け て いる 女性 活躍 や 子育て に や さ しい 職場 環境 づく りな ど に 取り 組む 企業 
を 認定 ・ 認 証する 制度 の 周知 を 行い 、 企 業 の 取組 を 促進 し て いく こと が 必要 で す 。 

他 圏 域 と 比較 し 、 若 年 者 の 地元 企業 へ の 就職 が 少な いこ と に 加え 、 新 規 高卒 者 の 早期 離職 
率 も 低く は な いこ と か ら 、 地 元 定着 に 向け た キャ リア 教育 の 取組 を 関係 者 が 一 体 と な っ て 、 
進め て いく こと が 必要 で す 。 
















































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 


① 


働き 方 改革 の 促進 等 に よる 雇用 ・ 労 働 環境 の 改善 

女性 、 高 年 齢 者 、 障 が い 者 な ど 働 く 意欲 の ある 全て の 者 が 、 そ の 能力 を 生か し て 希望 する 
仕事 に 就く こと が で きる よう 、 関 係 機関 と 連携 し 就労 支援 を 行い ます 。 

企業 の 人 手 不 足 や 雇用 の ミス マッ チ に よる 早期 離職 の 解消 に 向け 、 働 き 方 改革 に 関す る 情 
報 提供 等 を 行い 、 働 きやすい 職場 環境 づく り に 向け た 企業 の 取組 を 促進 し ます 。 

企業 に 対し 、 県 が 進め る 「 い わ て 女性 活躍 企業 等 認定 制度 」、「 い わ て 子育て に や さ し い 企 
業 等 認証 ・ 表 彰 制度 」 な どの 認定 、 認 証 に 向け た 企業 の 取組 を 促進 し 、 企 業 の 人 材 確保 や 若 
年 層 の 地元 定着 を 支援 し ます 。 

関係 機関 と の 連携 に よる 若者 の 地元 就職 や 職場 定着 の 促進 

地域 ジョ ブ カ フ ェ を 核 と し て 、 市 町 村 や や 関係 機関 と 連携 し な が ら 、 高 校生 の 地元 企業 へ の 
就職 や 新規 就労 者 の 職場 定着 、 さ ら に は 若年 求職 者 を 中 心 と し た 就職 活動 を 支援 し ます 。 
児童 、 生 徒 の 地元 企業 へ の 理解 増進 と 若者 の 地元 就職 を 促進 する た め 、 職 場 体験 、 職 場 見 
学 、 出 前 授業 な ど 、 市 町 村 や 教育 機関 、 商 工 関係 団体 な ど 関 係 機関 が 一 体 と な っ て 、 キ ャ リ 




































































1 



































キャ リア 教育 : 児童 生徒 が 自己 の あり 方 ・ 生 き 方 を 考え 、 主 体 的 に 進路 を 選択 し 、 社 会 人 ・ 職 業 人 と し て 自立 する た め の 能 力 を 






































学校 教育 活動 全体 で 、 計 画 的 ・ 組 織 的 に 育む も の 。 
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ア 教 育 に 取り 組み 





Ea す 。 


小 


大 学 進学 者 な ど を 対象 と し た U リ ター ン 就 職 の 促進 に 向け 、 関 係 機関 と 連携 し て 、 地 元 企業 





に 対す る 認知 度 向 上 を 



































て 企業 見 学会 な ど を 開催 し ます 。 


























的 と し た 情報 発信 に 取り 組み ます 。 
求人 ニー ズ と 求職 ニー ズ が 一 致し な い 雇 用 の ミス マッ チ の 解 ? 




















肖 に 向け 、 関 係 機関 と 連携 し 











県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 















































































































② 関係 機関 と の 連携 に よる 若者 の 就業 
支援 ・ 地 元 定着 支援 

















目標 








・ 県 北園 
率 (% 














首 の 管内 就職 後 3 








E 以 内 の 離職 








现状 值 


2020 


2021 


2022 














19.6 18.6 


18. 





1 17.6 





1 














現状 値 は 2017 年 の 1 











県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 


(市 町 村 ) 









































































~2018 2019 2020 2021 2022 

① 働き 方 改革 の 促進 等 に よる 雇用 ・ 労 働 

環境 の 改善 

目標 

・「 い わ て 女性 活躍 認定 企業 等 」 の 認定 数 ( 社 いわ て 女性 活躍 企業 認定 企業 等 を 核 と し た ネッ トワ ー ク 形成 

[累計 ] 等 认定 制度 等 周知 “上 (企業 間 の 交流 機会 の 創出 、 企 業 へ の > 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 認定 企業 等 の 拡大 情報 提供 、 持 続 的 な 取組 支援 等 ) 

0 5 0 15 20 

現状 値 は 2017 年 の 値 、 目 標 値 は 2019 年 か ら の 累 
計 








































































































地域 ジョ コブ カフ ェ に よる 就業 支援 | | 
(セミ ナー 開催 、 カ ウン セリ ング 実施 、 職 場 定着 支援 訪問 等) 
地元 学校 や 地元 就職 者 向け 各種 支援 の 実施 
高等 学校 : 地元 企業 見 学会 ・ 業 種 説明 会 等 に よる 就業 支援 Lp 
地元 就職 者 : 講演 会 等 に よる 定着 促進 


























・ 雇 用 創出 の た め の 産 業 振興 施策 の 企 























・ 企 業 誘致 の 推進 





・ 人 材 育成 の 支援 





・ キ ャ リア 教育 支援 


(産業 支援 機関 ) 


・ 農 商工 連携 の 推進 























・ 新 事業 分 野 進 H 
(商工 団体 等 ) 























(教育 機関) 





・ キ ャ 











リア 教育 推進 
・ 就 職 指導 (生徒 と 企業 の マッ チン グ 等 ) 
(公共 職業 安定 所 

















『) 




















に よる 取引 拡大 支援 
HH に 向け た 支援 





























上 


・ 事 業者 訪問 に よる 指導 (税務 、 経 理 等 ) 
「・ 高 校生 に 対す る 事業 者 情報 提供 


・ 雇 用 の 維持 ・ 確 保 
・ 雇 用 環境 の 改善 
| ・ 人 材 育 成 
| ・ キ ャ リア 教育 支援 (就労 体験 、 職 場 見 学会 等 の 受入 れ 、 出 前 授業 の 実施 等 ) 
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「 県 北 圏 域 重点 指標 」 一 覧 


「 県 北 圏 域 重 点 指標 」 一 覧 














































































































































































































































































































6 年 度 目标 值 計画 
指标 名 | 人 目标 全 
2019 2020 2021 (2022) 
基本 方向 I 隣接 する 圏 域 等 と の つなが り を 生か し 、 一 人 ひと り が 健康 で 心 豊 か に 暮らせ る 地域 
の 元気 な コミ ュ ニ ティ 特選 団体 数 [累計 ] 43 48 50 52 54 
E 事 数 138 140 142 144 146 
60.3 63.52918) 64.0919 64.52020) 65.042021) 
殺 者 数 10 万 人 当たり ] 28.9 27 520I9 | っ 6 1G019 | 5482020 | 23 4202D 
大 き な 病 院 と 診療 所 (開業 49.8 51.8 52.8 53.8 54.8 
958.8 2016) 344.1'2018) 336.7!2019) 329.4(2020) 322.0 2021) 
が ん 、 心 疾患 及び 脳 血 管 疾患 で 死亡 する 
人 数 [10 万 人 当たり ] 
168.5 2016) 158.7(2018) 159.9(2019) 149.0 2020) 144.1 2021) 
居宅 介護 (地域 密着 型 ) サ ービス 利用 割合 58.2 59.042018) | 60.04019) | 61.04020) | 62.042021) 
障がい 者 グル ー プ ホー ム の 利用 者 数 243 255 267 277 287 
「 い わ て 子育て 応援 の 店 」 の 協賛 店 舗 数 [累計 ] 169 176 183 189 196 
査 て ! と 公 涨 徐 弘 亏 三 鸡 三 下 洲 (站 时 
き て に や さ し い 企業 等 認証 」 の 認証 数 [ 累 3 16 20 24 28 
基本 方向 I 自然 豊か で 再生 可能 エネ ルギー を 生か し た 災害 に 強い 地域 
東日本 大 震 災 津波 に より 被災 し た py NN 
公共 土木 施設 の 復旧 箇所 数 の 割合 
洪水 ・ 土 砂 災 害 対策 の 完了 箇所 [累計 ] 5 7 8 8 9 
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出典 
統計 ・ 調 査 等 の 名 称 ) 























ヒ 年 ) か らら 平成 年 在 年 . 平均 认定 类 さ 妾 二 年 度 本 
すら こと を 日 指し ます 。 ee - | 地域 振興 室 調 
















































































E 事 数 の 上 限 に 近づい た 施設 も ある こと か ら 、 2019 年 以降 は E の 増加 を 目指 し ます 。 | 文化 振興 課 調べ 































































































時 で 国 の 第 2 期 ス ポー ツラ 基本 計画 の 目標 値 (2021 年 に 65.0%) へ の 到達 を 目標 と し て いる こと か スポ ー ツ 振興 課 
、) 県 全体 と 同様 に 毎年 0.5 ポ イン ト の 増加 を 目指 し ます 


o 
































































































































県 に お いて は 国 が 自殺 総合 対策 大 綱 に 掲げ る 自殺 死亡 率 と 同 水 準 (2025 年 まで に 13.0 と する ) を 
標 と する こと か ら 、 当 圏 域 に お いて も 同等 の 率 で 減少 させ る こと を 目指 し ます 











人 日 動態 統計 (厚生 労働 省 
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圈 域 区 る 認知 度 が 県 平均 を 下回る こと か ら 、 政策 推進 プラ ン に 掲げ る 目標 値 ( 年 0.9 ポ イン ト | 県 の 施策 に 関す る 県 民意 識 
昇 ) を 回 る 侍 征 1 0 ポイ ント 上 昇 き せる こと を 目指 し ます 。 周 査 



















































































推進 プラ ン に 掲げ る 目標 値 の 減少 率 (10.3%) を 適用 し 、 匿 票 値 を 設定 し た も の で サ 3 動態 厚生 労働 省 








































































































E 進 プラ ン に 掲げ る 目標 値 の 減少 率 (14.59%) を 適用 し 、 隊 語 値 を 設定 し た も の で す 動態 統計 (厚生 労働 省 


o 





















































の 地域 生活 を 支え る た め 、 居宅 介護 の 割合 を 高め て き て お り 、 介護 資源 の 少な さ を 踏 まえ 
っ っ 、 、 過去 5 年 間 の 平均 伸び 率 (0.94 ポ イン ト ) を 維持 し 、 年 1 ポイ ント 上 昇 さ せる こと を 目指 し H 



































































































































RS NN 市 町 村 が 設定 し た 利用 見 込 量 の 合計 を 達成 す 障がい 保健 福祉 課 調 































































































作 計 値 (169 店 舗 ) に 加え 、 県 全体 で 年 70 社 の 増加 を 目指 し て お り 、 そ の 達成 の た め 、 当 
占 舗 割 合 ( 約 1 割 ) に 相当 する 年 7 店 舗 の 増加 を 目指 し ます 。 “も や 子育て 支援 課 調べ 




























































































2018 年 の 推計 値 (9 社 ) に 加え 、 県 全体 で 年 20 社 の 増加 を し て お り 、 そ の 達成 の た め 年 4 神 
増加 を 目指 し ます 。 


















































て 支援 課 調 












































に 完成 率 100.09%% を 目指 し ます 。 県 北 広域 3 























こ 9 箇 所 の 対策 完了 を 目指 し ます 。 県 北 広域 3 
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8 年 度目 標 値 計画 
時 ww | 现状 值 人 i 
2019 2020 2021 (2022) 


基本 方 向 自然 豊か で 再生 可能 エネ ルギー を 生か し た 災害 に 強い 地域 (つづ き ) 


























































































































復興 支援 道路 及び 復興 関連 道路 の 供用 率 % 78.6 84.3 100 一 一 
ノバ 5 生 学 的 酸素 要求 量 ) 等 環 

SA (生物 化学 的 酸素 要求 量 ) 等 環 % 100 100 100 100 100 
際 当たり の 家庭 系 ご み ( 資 湖 に な る も の を 549(2016) | 540ColB | ag1(209 | coo2020) | 513G2020) 

















再生 可能 エネ ルギー に よる 発電 量 (出力 ) kw | 273,258 | 276,700 | 278,400 | 280,100 | 281,800 


已 












































839 872 880 888 896 









































2.84242016) 2,852(2018) 2.87142019) 2.88042020) 2.90042021) 






































76042016) 929 2018) g3g (2019) 945 (2020) 955 2021 









































63.7 64.5 (2018) 65.32019 66.1 (2020 66.942021) 









































HB 和 荷 額 总 站 779(2016) 794 2018) 802(2019) 810'2020) 818(202D 
































上 食料 品 製造 業 及 び 繊 維 工業 を 除く ) 总 站 452 (2016) 461 2018) 46642019) 471'2020) 475(202D 























45 (2016) 46(2018) 4642019) 47(2020) 47 2021) 



































観光 入 込 客数 (延べ 人 数 ) 272.0 254.0 249.0 251.0 259.0 























県 北 圏 域 高 卒 者 の 管内 就職 率 43.0 47.0 47.0 47.0 47.0 
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出典 
統計 ・ 調 査 等 の 名 称 ) 






































2020 年 度 ま で に 供用 率 100.0% を 目指 し ます 。 県 北 広域 3 



















































































現状 の 水質 (公共 用 水域 の BOD 等 の 環境 基準 達成 率 100%) 維持 を 目指 し ます 。 






































































































































計画 と 同等 の 排出 基 削 減 を 目指 す た め 、 県 が 策定 し た 目標 に 準じ て 毎年 度 9g の 削減 を 


































































































E(2014 年 ) か ら 平 成 29 年 (2017 年 ) まで の 4 年 間 の 発電 出力 の 年 間 平 均 の 増加 量 6 
票 年 度 まで 継続 する こと を 目指 し ます 。 県 北 広域 




























































































営 体 に よる 生産 性 の 店 拡 大 ・ 販 路 開拓 等 に より 、 毎 年 1.0% の 増加 | 店 エ 計 随 振 興 局 調べ 
































林業 振興 查 数值 [木材 
木材 需要 の 多様 化 に 対応 し た 素材 の 生産 が 図ら れ 、 木 材 生産 額 が 増加 する こと を 目指 し ます 。 Re 書 」 市 町 村 別 素材 
生産 量 ( 推 




































































































































































木炭 ・ 較 し いた け ・ 生 深 の 生産 量 の 拡大 や 価格 の 安定 化 が 図ら れ 、 生 産 額 が 増加 する こと を 『 用 林産 統計 四 
し ます 。 ] 









































生産 量 の 増加 と 付加 価値 の 向上 等 に より 、 基準 年 の 水準 か ら 5% 増 大 させ る こと を 












































漁 ナ ビ ( 岩 手 県 ) 
Rb 査 (経済 産業 





























現状 値 か ら 毎年 1% 程 度 の 増加 を 目指 し ます 。 






























































現状 値 か ら 毎年 1% 程 度 の 増加 を 目指 し ます 。 





























et 査 (経済 産業 





















































現状 値 か ら 毎年 1% 程 度 の 増加 を 目指 し ます 。 a 



























































直近 5 か 年 の 平均 濾 少 率 が 前 年 比 596 程 度 で ある こと か ら 、 減 少 率 を 毎年 1 ポイ ント づつ っ 改善 et 
る な どの 取り 組み に より 、2021 年 に は 増加 に 転じ 、 以 降 毎年 1 ポイ ント の 増加 を 目指 し ます 。 いわ て の 観光 統計 



























































内 公共 職業 安定 所 集 























現状 値 か ら 、 直近 10 年 間 の 最高 値 (46.9%) を 超え る こと を 目指 し ます 。 
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軽米 町 洋 野 町 


二戸 市 
九戸 村 
一 戸町 久慈 市 
野田 村 
普代 村 
県 央 広域 振興 圏 
沿岸 広域 振興 圏 
県 南 広 域 振興 彫 


岩手 県 県 北 広域 振興 局 経 営 企 画 部 
〒028-8042 久慈 市 人 日 町 1-1 
TEL 0194-53-4981 FAX0194-53-1720 


岩手 県 政策 地域 部 地域 振興 室 
ェ 020-8570 盛岡 市 内 丸 10- 1 

TEL 019-629-5194 FAX019-629-5219 
https://Www.pref.iwate.jp/ 
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